
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「夢・感動教育 あげお」の実現を目指して 

上尾市教育委員会では、平成２８年３月に「第２期上尾市教育振興基本計画」

を策定し、「夢・感動教育あげお」を基本理念に、「生きる力を育む」「学ぶ喜び

を育む」「絆を育む」の３つの基本方針の下、教育委員会、３３校１園が力を合

わせ、今後、グローバル化の進展や絶え間ない技術革新等によって予測困難な時

代を迎えるにあたって、子供たち一人一人が、社会の担い手として活躍できるよ

う本市の教育の一層の推進・充実に努めております。 

 学校教育につきましては、平成３１年４月から、市内３３校全ての小・中学校

に学校運営協議会を設置し、コミュニティ・スクールを実施しております。学校

運営に地域の声を積極的に生かし、地域と一体となって特色ある学校づくりを

進めてまいります。 

また、全小・中学校の普通教室・特別教室、体育館への無線ＬＡＮ環境整備を

行い、中学校でも新たにタブレットパソコンを導入するなど、学校ＩＣＴ環境整

備を積極的に行ってまいります。 

生涯学習につきましては、小学校に隣接した公民館を会場とし、放課後の子供

の安心・安全な居場所を確保し、様々な学習や体験活動等の取り組みを実施する

ことにより、大人や子供同士の交流を育み、地域社会の中での生涯学習環境づく

りを推進いたします。 

生涯スポーツでは、東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会の開

催に伴い、スポーツレクリエーション参加の意識が高まる中、スポーツを通じて

自身の健康と体力向上、夢の実現を目指し、健康で活力に満ちた心身の健全な発

達と明るく豊かな市民生活の形成に寄与するため、今後もスポーツ・レクリエー

ション活動の機会や場の提供を行ってまいります。 

 上尾市教育委員会では、アクティブラーニングなど、子ども達が社会で活用で

きるスキルを育むことを意識した「生きる力」に主眼を置いた教育を実施すると

ともに、上尾市の皆様の負託に応え得る教育を実践できるよう努めてまいりま

すので、引き続きご指導・ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。 

 本冊子は、平成３１年度の上尾市の教育行政及び教育機関の諸活動の概要につ

いて、教育行財政、学校教育、生涯学習、生涯スポーツの領域に分けて収録いた

しました。上尾市の教育行政をご理解いただく一助として、幅広くご活用いただ

ければ幸いに存じます。 

 

上尾市教育委員会教育長   池 野 和 己 
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２ 〔 １ 教育委員会教育長及び委員 〕 

１ 教育委員会教育長及び委員 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

※ 上尾市教育委員会は、多様化する教育に対するニーズに多角的視点をもって的確に応えていく

ため、教育長と５人の委員により組織され、教育、学術及び文化に関する事項について、基本

的な方針などを決定します。 

 

 

２ 歴代の教育委員会委員 

（１）歴代の教育長 

氏 名 就任年月日 退任年月日 氏 名 就任年月日 退任年月日 

関根 宗次 S30.1.18 S31.9.30 小林 弘 S51.10.1 S61.5.31 

北西 隆蔵 S31.10.1 S32.3.31 大河内 博 S61.7.1 S62.6.2 

鈴木 利長 S32.4.5 S35.4.1 宮内 哲夫 S62.11.2 H10.9.30 

藤倉 薫 S35.4.2 S41.3.31 浅見 勲 H10.10.1 H18.9.30 

小林 栄次郎 S41.4.2 S45.9.30 岡野 栄二 H18.10.２ Ｈ28.3.31 

倉林 嘉四郎 S45.10.1 S49.4.19 池野 和己(現職) Ｈ28.4.1  

関 小平 S49.10.1 S51.6.30    

委 員 

中 野 住 衣 

歴代の教育長及び委員 

 教 育 長 

池 野 和 己 

 教育長職務代理者 

細 野 宏 道 

委 員 

大 塚 崇 行 

委 員 

小 池  智 司 
 

委 員 

内 田 み ど り 
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（２）歴代の教育委員会委員 【地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）施行後】 

氏 名 就任年月日 退任年月日 氏 名 就任年月日 退任年月日 

北西 隆蔵 S30.1.1 S31.9.30 秋山 衛 S55.10.1 S59.9.30 

山根 良朔 S30.1.1 S31.9.30 榎本 進 S56.10.25 H1.10.24 

水野 利吉 S35.10.1 S39.9.30 横井 真雄 S58.11.20 S62.11.19 

関根 宗次 S30.1.18 S31.9.30 北西 兵造 S59.10.1 H1.9.30 

藤倉 弥平 S30.12.31 S32.3.31 小松 義昭 S59.10.1 S63.9.30 

山田 良助 S30.12.31 S39.9.30 大河内 博 S61.7.1 S62.6.2 

新井 賢哉 S30.12.31 S32.3.31 宮内 哲夫 S62.11.2 H10.9.30 

細野 順作 S31.10.1 S32.3.31 畑  巌 S62.11.20 H3.11.19 

岡田 孝次郎 S32.4.5 S35.9.30 小澤 照雄 S63.10.1 H4.9.30 

石井 正衛 S32.4.5 S34.12.3 谷川 恵哉 H1.10.1 H8.9.30 

八木 武一 S32.4.5 S35.10.25 三澤 重雄 H1.10.25 H13.10.24 

鈴木 利長 S32.4.5 S35.4.1 佐野 基代江 H3.11.20 H7.11.19 

榎本 英治 S35.4.5 S44.9.30 宇高 良哲 H4.10.1 H8.9.30 

藤倉 薫 S35.4.2 S41.3.31 新井 安子 H7.11.20 H11.11.19 

黒須喜代松（瓦葺） S35.12.24 S38.9.30 永島 道二 H8.10.1 H12.9.30 

市村 賢作 
S38.10.1 S42.9.30 青木 恒夫 H8.10.1 H19.10.11 

S46.11.20 S50.11.19 浅見 勲 H10.10.1 H18.9.30 

鎌田 文三 S39.10.1 S43.9.30 井上 礼子 H11.11.20 H15.11.19 

関根 政 S39.10.1 S43.5.31 野原 利安 H12.10.1 H16.9.30 

小林 栄次郎 S41.4.2 S45.9.30 岸井 幸弘 H13.10.25 H21.10.24 

和気 寛道 S42.11.20 S46.11.19 野本 昭代 H15.11.20 H19.11.19 

大室 晴一 S43.7.15 S47.9.30 野澤 治雄 H16.10.1 H24.9.30 

鈴木 平八郎 S43.10.1 S59.9.30 河合 悦子 H19.12.25 H24.9.30 

河原塚 福司 S44.10.1 S46.10.21 本田 直子 H19.11.20 H27.11.19 

倉林 嘉四郎 S45.10.1 S49.4.19 岡野 栄二 H18.10.1 Ｈ28.3.31 

篠田 菊之助 S46.10.25 S48.9.30 吉田  るみ子 H24.10.1 Ｈ28.9.30 

平川 欣典 S47.10.1 S51.9.30 甲原 裕子 H21.10.1 H29.9.30 

松本 ハツ S48.10.25 S56.10.24 岡田 栄一 H24.10.1 H30.9.30 

関 小平 S49.10.1 S51.6.30 細野 宏道（現職） H21.10.25  

沖 種郎 S50.11.20 S54.11.19 中野 住衣（現職） H27.11.20  

榎本 吉英 S51.10.1 S55.9.30 大塚 崇行（現職） H28.10.1  

小林 弘 S51.10.1 S61.5.31 内田 みどり（現職） H29.10.1  

田島 尚 S54.11.20 S58.11.19 小池 智司（現職） H30.10.1  
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ョ
ン
施
設
の
整
備
及
び
管
理
に
関
す
る
こ
と
、
学
校
体
育
施
設
の
開
放
に
関
す
る
こ
と
、

ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
に
関
す
る
こ
と
、
市
民
体
育
館
に
関
す
る
こ
と
、
平
方
ス
ポ
ー
ツ
広
場
に

関
す
る
こ
と
、
平
方
野
球
場
に
関
す
る
こ
と
、
平
塚
サ
ッ
カ
ー
場
に
関
す
る
こ
と 

大

谷

公

民

館 

大

石

公

民

館 

原

市

公

民

館 

平

方

公

民

館 

上

平

公

民

館 

上

尾

公

民

館 

教

育

総

務

課課 

庶
務
・財
務
担
当 

施

設

担

当 

教育総務部 

○○部○○課 

網掛け 

…… 教育委員会事務局の組織 

…… 教育機関 

…… 所掌事務 

【令和元年 10 月１日現在】 

教
育
委
員
会
会
議
に
関
す
る
こ
と
、
教
育
行
政
の
企
画
調
整
、
広
聴
及
び
広
報
に
関
す
る
こ
と
、
文

書
事
務
に
関
す
る
こ
と
、
事
務
局
及
び
教
育
機
関
の
職
員
（県
費
負
担
教
職
員
を
除
く
）
の
人
事
、
給

与
、
研
修
、
服
務
及
び
福
利
厚
生
に
関
す
る
こ
と
、
入
学
準
備
金
及
び
奨
学
金
の
貸
付
け
に
関
す
る

こ
と
、
市
立
幼
稚
園
に
関
す
る
こ
と
、
学
校
の
予
算
に
関
す
る
こ
と
、
学
校
の
教
具
及
び
教
材
に
関
す

る
こ
と
、
学
校
の
用
に
供
す
る
財
産
の
管
理
に
関
す
る
こ
と 

学
校
の
施
設
の
整
備
・維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と
、 

生

涯

学

習

課 

…… 指定管理施設 網 掛 け 
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４ 上尾市教育振興基本計画 
 

（１）基本計画の策定の趣旨 

上尾市教育委員会では、平成２３年３月

に、本市における教育の振興のための施策

に関する基本的な計画として、上尾市教育

振興基本計画（以下「第１期計画」とい

う。）を策定しました。 

 第１期計画では、本市における教育の基

本理念として、「夢・感動教育 あげお」

を掲げ、３つの基本方針、７つの基本目標

を定めるとともに、基本目標を達成するた

めの施策と具体的な取組を体系化して示しました。 

 市教育委員会では、第１期計画の計画期間である平成２３年度から平成２７年度までの

５年間、この計画に基づき、「夢・感動教育 あげお」の実現を目指し、、学校ＩＣＴの

推進をはじめ、いじめ根絶や未然防止、特別支援教育の充実、小中一貫教育への推進、ほ

める教育など、多くの取組を計画的かつ効果的に実施してまいりました。 

 この間、国や県においては、地方教育制度の見直し、学習指導要領の一部改訂、第 2 期

教育振興基本計画の策定など、様々な教育改革が進められてきています。少子高齢化の進

展や人口減少社会の到来、グローバル化や情報通信技術の進展など、社会の急速な変化に

対応するため、教育行政は不断の見直しも求められています。 

このため、上尾市教育委員会では、平成２８年度から令和２年度までの５年間における、

上尾市の教育の進むべき方向を明らかに示し、第２期の上尾市教育振興基本計画を新たに

策定しました。計画の中では、「夢・感動教育 あげお」の基本理念を引き続き継承し、

３つの基本方針「生きる力を育む」、「学ぶ喜びを育む」、「絆を育む」を掲げ、市民の

皆様が大きな夢を抱き、多くの感動を得られるような施策を実施してまいります。 

教育委員会をはじめ、学校や家庭、地域、多くの関係者の方々と共に「チーム上尾教育」

として、「夢・感動教育 あげお」の実現に向けて、教育の振興を図ってまいります。 

 

（２）上尾市教育振興基本計画の位置付け 

本計画は、教育基本法第１７条第２項の規定に基づき、平成２５年６月に策定された

国の第２期教育振興基本計画（平成２５年度から平成２９年度）及び平成２６年７月に

策定された第２期埼玉県教育振興基本計画（平成２６年度から平成３０年度）を参酌し、
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本市の実情に応じた教育の振興のための施策を総合的かつ計画的に推進するために定め

る基本的な計画です。 

また、本計画は「第５次上尾市総合計画」に示す上尾市の将来都市像「笑顔きらめく

“ほっと”なまち あげお」を実現するための教育分野における計画であり、本市の教

育関連計画においては、最上位に位置付けられます。 

上尾市教育委員会は、本計画に基づき年度ごとに重点施策を策定し、事業に取り組み

ます。 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「教育に関する大綱」とは、市長が総合教育会議において教育委員会と協議・調整 

を尽くし、教育に関する目標や施策の根本的な方針として定めるものです。 

 
  

第5次上尾市総合計画 後期基本計画
【計画期間】平成23年度から平成32年度 【計画期間】平成28年度から平成32年度

       教育に関する大綱 ※

・教育基本法
・第2期　教育振興基本計画（国）
・第2期　埼玉県教育振興基本計画

　　　　　　　  　　　　　　　　　・あげお子ども読書プラン　　　

　　　　　　　  　　　　　　　　　・上尾市スポーツ推進計画　　　　
　　　　　　　  　　　　　　　　　・上尾市図書館サービス計画　　　

「笑顔きらめく“ほっと”なまち あげお」

第２期　上尾市教育振興基本計画
【計画期間】平成28年度から平成32年度

「夢・感動教育　あげお」

      教育関連計画

　　　　　　 　 　　　　　　　　　・上尾市生涯学習振興基本計画　

第２期 上尾市教育振興基本計画 
【計画期間】平成２８年度から令和２年度 

 

「夢・感動教育 あげお」 

 

第 5 次上尾市総合計画 
【計画期間】平成 23 年度から令和 2 年度 

「笑顔きらめく“ほっと”なまちあげお」 

後期基本計画 
【計画期間】平成 28 年度から令和 2 年度 
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（３）上尾市における教育の基本的な考え方 

 

●基本理念 

上尾市では、平成２３年度から、第１期計画で掲げた「夢・感動教育 あげお」

を基本理念として、教育の振興に取り組んできました。 

この基本理念は、第１期計画において、おおむね１０年先を見通した基本理念と

したことから、第２期計画においても、引き続き「夢・感動教育 あげお」を基本

理念に掲げ、教育の振興に取り組んでいきます。 

 

 

夢・感動教育・あげお 

 

 

 

夢・・・知・徳・体の調和がとれ、夢や目標・志を持っ

て自己実現を目指す、変化の時代をたくましく

生き抜く自立した人間を育成する教育を実践し

ます。 

 

 

   感動・・・人と人とのつながりや学校・家庭・地域のつな

がりの輪を広げ、一体となって、共に生きるこ

との素晴らしさ、尊さを享受し、感動する心を

大切にする教育を実践します。 
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●基本方針 

基本理念「夢・感動教育 あげお」の実現のため、上尾市の教育が目指す基本的な考え

方として、次の３つの基本方針を定めます。 

 

生きる力を育む 
 

 

子供たちを取り巻く社会や環境が急速に変化する時代にあっては、個性を尊重するとと

もに能力を伸ばし、知・徳・体の調和を図りつつ、公共の精神、他者を思いやる気持ちや

感謝する心などを尊ぶ社会の一員として、自ら学び、考え、たくましく自立するための生

きる力を育むことが重要です。 

 

 

学ぶ喜びを育む 
  

 

学ぶことは、人々に楽しさや満足感、達成感などの喜びを与えてくれます。学ぶことに

よって得た喜びは、学び続けることへのきっかけとなり、人々の能力を向上させ、人生を

豊かにします。また、一人一人が学んだことを社会に生かすことで、社会全体の発展につ

ながります。全ての市民がいつでも、どこでも学ぶことができ、笑顔いっぱいの社会の実

現を目指し、学ぶ喜びを育むことが重要です。 

 

 

絆を育む 
 

 

少子高齢化やグローバル化が進展する社会を生き抜くためには、学校や家庭、地域、行

政はもとより、企業や大学、関係団体など社会全体が連携・協働して一体となって取り組

むことが必要です。 

  郷土に誇りと愛着を持つ人づくりや、より良い社会づくりのためには、市民一人一人が、

教育に対する関心を高め、主体的に教育に参画し、市民の絆を育むことが重要です。 
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●基本目標 

上尾市の教育の基本理念及び基本方針を踏まえて、平成２８年度から令和２年度の５

年間をとおして、実施する施策の目標や方向性などを示すものとして、７つの基本目標

を定めます。 

 

〔基本目標Ⅰ〕 確かな学力と自立する力の育成  

創意工夫を生かして子供たちの確かな学力を育成するとともに、社会や環境の変化に

主体的に対応できる自立する力を育成します。 

 

〔基本目標Ⅱ〕 豊かな心と健やかな体の育成  

公共の精神、他者を思いやる気持ちや感謝する心など子供たちの豊かな心を育むとと

もに、いじめや不登校、非行・問題行動の防止などの課題に取り組みます。 

また、健康の保持・増進や体力向上などにより、健やかな体を育成します。 

 

〔基本目標Ⅲ〕 安心・安全で質の高い学校教育の推進  

子供たちの教育環境を整備・充実するとともに、教職員の資質向上を図り、質の高い

学校教育を推進します。 

また、子供たちを災害・犯罪から守るための安全対策を講じます。 

 

〔基本目標Ⅳ〕 学校・家庭・地域の連携と教育力の向上  

社会全体で教育に取り組む気運を高め、学校応援団など、学校・家庭・地域が一体と

なった教育を推進します。 

 

〔基本目標Ⅴ〕 生涯にわたる豊かな学びのサポート  

生きがい・つながり・心豊かなくらしを学びで創ることができるよう、市民の生涯学

習をサポートします。 

 

〔基本目標Ⅵ〕 文化芸術の創造と文化財の保護  

多様な文化芸術活動を支援するとともに、貴重な文化財の保存・活用に取り組みます。 

 

〔基本目標Ⅶ〕 健康で活力に満ちた生涯スポーツ活動の推進  

生涯にわたり心身ともに健康で活力に満ちた生活を営むため、スポーツ・レクリエー

ションに親しむことができる機会と場の提供に取り組みます。  
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小学校5年生のドッジボール大会 

中学校３年生の 

オーストラリア海外派遣研修 

いきいきライフ大運動会 

上尾シティマラソン 
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５ 平成３１年度 上尾市教育行政重点施策 

 

平成３１年度は、市内３３校全ての小・中学校に設置し、コミュニティ・スクールと

します。これにより、先行的に実施している上尾小学校、東町小学校、上尾中学校に続

き、「地域とともにある学校」を目指します。生涯学習の分野に関しては、小学校に隣

接した公民館を会場として放課後子供教室を実施します。放課後の子供の安心・安全な

活動場所を確保し、公民館を活動場所とする大人たちの参画を得て、さまざまな学習や

体験活動等の取組を実施することにより、大人や子供同士の交流を育み、地域社会の中

での生涯学習環境づくりを推進します。上尾市教育委員会としましては、学校・家庭・

地域・関係機関が一体となった教育を推進するとともに、関係機関との連携を深めなが

ら各種事業を推進してまいります。 

 

〔基本目標Ⅰ〕 確かな学力と自立する力の育成  
児童生徒が、今後更に進展する情報化・グローバル化などの社会の変化に対応し、生き

る力を育むために、魅力ある学校づくり及び学力向上支援を推進し、「確かな学力」を育

成するとともに、小・中学校で外国語指導助手（ALT)を活用し、外国語教育の推進に取り

組みます。 

学校段階間の接続の充実については、キャリア教育などの生涯にわたる人格形成の基礎

を培う教育課程を編成するとともに、幼・保・小・中の連携を強化し、一貫した教育の推

進を図ります。 

学級担任等の補助を行うアッピースマイルサポーターや、中学校１年生で少人数学級を

編制するためのアッピースマイル教員を配置することにより、きめ細かな指導の充実や中

１ギャップの解消に取り組みます。 

日本語習得の援助及び指導を行うため、小・中学校に日本語指導職員を配置し、スムー

ズな就学を支援します。 

特別支援教育については、小学校特別支援学級に特別支援学級補助員を、通常の学級に

おいて支援を必要とする児童生徒にアッピースマイルサポーターを配置し、児童生徒一人

一人の教育的ニーズに応じたきめ細かな支援を行うとともに、中学校に特別支援学級を増

設するなど、通常の学級、通級指導教室及び特別支援学級における学習環境を整備し、イ

ンクルーシブ教育システムの構築に向けた取組を充実させます。 

 

（施策と重点的な取組）                                     ★は重点事業 

施策１  創意工夫を生かした教育指導の実施 

① 確かな学力の定着と学力向上の推進 

② 魅力ある学校づくりの推進  
 

■主要事業 

★さわやかスクールサポート事業（学級支援） ○指導方法改善事業 

★魅力ある学校づくり事業                   ○教育研究開発事業 

★学力向上支援事業 
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施策２  グローバル化に対応する教育の推進 

① 伝統文化に親しむ教育の推進 ③ 持続可能な循環型社会の実現のための 

② 外国語教育の推進    
 

■主要事業 

○日本語指導職員派遣事業 ★ＡＬＴ活用事業 

○中学生海外派遣研修事業 ○英語教育推進事業 

 

施策３  キャリア教育の充実 

① キャリア教育の推進 

② 中学校での進路指導体制の充実 
 

■主要事業 

○中学生社会体験チャレンジ事業 

 

施策４  小中一貫に向けた教育の推進 

① 小中一貫を見据えた教育課程の編成 

② 各学校種間の協力と連携の推進 
 

■主要事業 

★（再掲）さわやかスクールサポート事業（学級支援）    ○教科用図書等整備事業 

★（再掲）学力向上支援事業                  ★幼稚園・保育所と小学校の連携推進事業 

 

施策５  特別支援教育の推進 

① 特別支援教育体制の充実 

② インクルーシブ教育の推進 
 

■主要事業 

★（再掲）さわやかスクールサポート事業（学級支援）    ○中学校特別支援教育就学奨励事業 

★特別支援学級補助員派遣事業               ★中学校特別支援学級設置事業 

○小学校特別支援教育就学奨励事業            ★特別支援教育推進事業 

 

 

〔基本目標Ⅱ〕 豊かな心と健やかな体の育成  
豊かな心を育むため、道徳教育や人権教育、学校図書館教育や体験活動を充実するとと

もに、関係各所と連携し、教育相談体制を強化します。 

「上尾市いじめの防止等のための基本的な方針」に基づき策定された各学校の「いじめ

防止基本方針」により、いじめの未然防止・早期解決を推進します。さらに、近年のＳＮ

Ｓ等によるインターネットでのいじめを防ぐため、管理体制を整え、各学校へ情報提供を

行います。 

いじめホットラインやメールによる相談受付を行い、児童生徒・保護者等の緊急相談に

対応し、いじめの早期解消を図るとともに、年 3 回のスーパーバイザーによる研修を活用

するなど教育センターの相談機能の充実を図ります。また、いじめや不登校で悩みを抱え

る児童生徒・保護者の相談に丁寧かつ柔軟に対応するため、相談者と教育センターとさわ

やか相談室の機能的な連携を図り、教育相談体制を整えます。 

健やかな体を育むため、体育授業の充実を図るとともに、「上尾市立中学校に係る部活
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動の方針」に基づき、生徒にとって望ましい部活動の環境を構築します。 

定期健康診断や日常の健康観察、学校保健委員会などの活動を通じて、児童生徒の健康

保持・増進を図ります。 

食物アレルギー疾患を有する児童生徒への対応については、上尾市学校給食食物アレル

ギー対応方針に基づき、家庭や関係機関とも連携した管理指導体制や臨時学校栄養士の配

置等により、統一的な対応を図り、児童生徒の学校生活がより安全・安心なものになるよ

う努めます。 

食育の推進については、食に関する指導を充実させるとともに、地場産物の食材を学校

給食に取り入れ、児童生徒の望ましい食習慣の形成を図り、食への理解や感謝の気持ちを

深めていきます。 

（施策と重点的な取組）                                      ★は重点事業 

施策１  豊かな心を育む教育の推進 

① 道徳教育の充実 ④ 読書活動の推進 

② 特別活動・部活動の充実 ⑤ ボランティア・福祉教育の充実 

③ 体験活動の充実  
 

■主要事業 

★さわやかスクールサポート事業（学校図書館支援） ○学習支援事業 

○小中学校音楽会開催事業                 ○（再掲）指導方法改善事業 

○教科用図書等整備事業  

                            

 

施策２  生徒指導の充実 

① 生徒指導体制の充実 ③ いじめ・暴力行為防止対策の推進 

② 総合的な不登校対策の推進 ④ 非行・問題行動防止対策の推進 
 

■主要事業 

○生徒指導推進事業 ★いじめ根絶対策事業（防止事業） 

★さわやか相談室運営事業 ★いじめ根絶対策事業（相談事業） 

 

施策３  人権教育の推進 

① 人権教育推進体制の充実 ③ 人権教育研修の充実 

② 人権感覚育成プログラムの活用 ④ 啓発活動の推進 

  

■主要事業 

○人権教育推進事業                      ★（再掲）いじめ根絶対策事業（防止事業） 

 

施策４  学校教育相談の充実 

① 教育相談体制の充実 ③ 就学相談の充実 

② 学校適応指導教室の充実 ④ 学校・教育センターの連携推進 

  

■主要事業 

○教育センター管理運営事業 ○就学支援委員会運営事業 

○不登校児童生徒の学校適応指導事業 ★（再掲） いじめ根絶対策事業（防止事業） 

★教育相談事業                         ★（再掲） いじめ根絶対策事業（相談事業） 
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施策５  児童生徒の体力向上 

① 体育授業の充実 ③ 体力向上委員会及び体育主任会の充実 

② 体育的行事の充実 ④ 部活動支援の充実 
 

■主要事業 

★中学校部活動支援事業 ○児童生徒体力向上推進事業 

 

施策６  学校保健の充実 

① 保健教育の推進      ② 保健管理の推進      ③ 学校保健組織活動の推進 
 

■主要事業 

★学校健康診断及び健康管理事業 ○学校環境衛生検査事業 

 

施策７  食育の推進・学校給食の充実 

① 食に関する指導の充実      ② 学校給食の充実      ③ 学校給食の衛生管理の徹底 
 

■主要事業 

○小学校給食調理支援事業 ○中学校給食調理業務委託事業 

○小学校給食室設備整備事業 ○中学校給食献立作成事業 

○小学校給食室衛生管理推進事業 ○中学校給食共同調理場管理運営事業 

○調理場備品等整備事業  

 

 

〔基本目標Ⅲ〕 安心・安全で質の高い学校教育の推進  

教職員が様々な課題に対応し質の高い教育活動を展開するため、学校経営の改善・充実や教職員の資

質の向上に努めるとともに、児童生徒の人間として調和のとれた育成を目指して、教育課程を編成し、指導

方法の改善に積極的に取り組みます。 

各学校に学校運営協議会を設置し、学校運営に地域の声を積極的に生かし、地域と一体になって特色

ある学校づくりを推進します。 

児童生徒が安全・安心な学校生活を送れるよう、災害や犯罪から身を守るための防災・防犯教育や自転

車事故を防ぐための交通安全教育を実施します。特に災害や事件が多発している社会状況の中で、児童生

徒が自ら危険を予測し、回避できる能力の育成を目指します。 

救急救命への対応については、全教職員が、緊急時の適切な処置方法を学ぶ心肺蘇生法研修会を開

催するとともに、各学校に２台配置されているＡＥＤの効果的な運用を図ります。 

児童生徒を対象とした心肺蘇生法講習会も実施し、正しい知識と処置を学ぶ機会を設けます。 

消防署の協力を得て「資格講習会」及び「資格更新講習会」を実施することにより、教職員の応急手当普

及員の増員を図るとともに、全小・中学校に有資格者が在籍する体制を維持します。 

学校図書館については、引き続き国の地方財政措置を利用し、学校図書館図書標準 100％達成校の拡

充を目指します。 

書架の増設や学習しやすい環境づくりに努めるとともに、教育ニーズに沿った蔵書構成となるよう、図書や

資料の適切な廃棄・更新を行います。 

情報化社会に対応する大型モニタやデジタル教科書などのＩＣＴ機器、ＩＣＴ機材を積極的かつ効率的に活

用し、教育内容の多様化に対応できる教育環境の維持・充実に取り組みます。 

また、教育委員会と全小中学校で構成する学校ネットワークシステムの安定的かつ情報セキュリティーを
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踏まえた運用管理を行います。 

さらに、普通教室への無線ＬＡＮ環境整備やタブレットパソコンの導入等、さらなる学校ＩＣＴ環境整備に努

めます。 

学校施設の更新計画を策定し、学校施設本来の更新をはじめとする施設更新と非構造部材の耐震化や

施設、設備の整備を促進し、安全で快適に学べる教育・学習環境の施設、設備等の充実を図ります。 

経済的理由により就学が困難と認められる児童生徒の保護者に対しては、学用品費、校外活動・修学旅

行費、学校給食費など学校生活に必要な費用の援助を行い、児童生徒が安心して学校に通えるよう支援し、

経済的理由による教育格差のない義務教育を実現します。 

また、新入学児童生徒学用品費を入学前に支給し、入学時の保護者負担を軽減します。 

 

（施策と重点的な取組）                                      ★は重点事業 

施策１  教職員の資質・能力の向上 

① 教職員の研修の充実 ③ 教職員の服務の厳正と事故防止の徹底 

② 人事評価制度の活用 ④ 教職員の健康管理・メンタルヘルスの推進 
 

■主要事業 

★（再掲）魅力ある学校づくり事業 ○（再掲）学習支援事業 

★（再掲）学力向上支援事業 ○（再掲）教科用図書等整備事業 

○（再掲）指導方法改善事業                 ○教職員健康管理事業 

○（再掲）教育研究開発事業 

 

施策２  学校経営の改善・充実 

① 学校評価の活用   ② 特色ある教育課程の編成・実施   ③ 学校運営協議会制度の充実 
 

■主要事業 

○通学区域検討事業 ○（再掲）学習支援事業 

★コミュニティ・スクール推進事業 

 

施策３  学校環境の整備・充実 

① 施設老朽化対策の推進 ② 学校図書館図書・教材の整備・充実 
 

■主要事業 

★学校施設更新計画策定事業                ○中学校教育教材整備事業 

★小学校図書整備事業                    ○小学校管理運営事業 

★中学校図書整備事業                    ○中学校管理運営事業 

○小学校教育教材整備事業  

 

施策４  ＩＣＴ教育の推進 

① ＩＣＴ機器を使用した新たな授業の創造 ② 教職員のＩＣＴ活用研修の充実 
 

■主要事業 

○（再掲）指導方法改善事業 ★中学校コンピュータ整備事業 

★小学校コンピュータ整備事業  
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施策５  学校安全の推進 

① 生活安全・防犯教育の推進 ④ 学校安全管理の徹底 

② 交通安全教育の推進 ⑤ 学校安全パトロールカー事業の推進 

③ 防災教育の推進 ⑥ 通学路安全対策事業の実施 
 

■主要事業 

★児童生徒安全推進事業 ○学校安全パトロールカー事業 

○通学路安全対策事業                    ○通学区見直し区域登下校サポート事業  

 

施策６  就学支援の充実 

① 進学に対する支援 ② 就学に対する援助 
 

■主要事業 

○入学準備金・奨学金貸付事業 ○要保護児童生徒医療費援助事業 

★小学校就学援助費補助事業 ○準要保護児童生徒給食費援助事業 

★中学校就学援助費補助事業 

 

 

〔基本目標Ⅳ〕 学校・家庭・地域の連携と教育力の向上  

社会全体で教育に取り組む機運を高め、ＰＴＡ・学校応援団の活動をはじめ、上尾市教育月間、学校ファ

ームなどの取組や活動の充実を図ります。 

地域住民や保護者等が学校運営に参画する仕組みとして、学校運営協議会制度を導入し、各学校が「コ

ミュニティ・スクール」として、学校・家庭・地域が一体となって児童生徒を育てる「地域とともにある学校」を目

指します。 

保護者が家庭教育の重要性を理解し、家庭教育の充実を図るため、市ＰＴＡ連合会に関する事業を委託

するほか、市ＰＴＡ連合会と共催で講演会を開催します。また、家庭教育に関する講座を行ったり、家庭教育

に関する講座を行う市内幼稚園等の保護者会を支援します。 

 

（施策と重点的な取組）                                      ★は重点事業 

施策１  学校・家庭・地域が連携した教育活動の推進 

① 学校応援団活動の充実 

② ＰＴＡ活動の活性化の推進 

③ 学校・家庭・地域・関係機関の連携推進 
 

■主要事業 

★元気な学校をつくる地域連携推進事業              ○社会教育団体等補助事業 

★（再掲）コミュニティ・スクール推進事業 

 

施策２  家庭教育の充実 

① 家庭教育推進活動の実施    ② 親の学習の推進 
 

■主要事業 

○家庭教育推進事業 
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〔基本目標Ⅴ〕 生涯にわたる豊かな学びのサポート  
いつでも、どこでも、自分が学びたいときに学べる体制を整備しながら、自己実現と地

域参加を積極的に支援します。また、市民一人一人が人権を尊重し合う社会を実現するた

めの施策を推進します。 

公民館講座事業については、講座の目的や対象をより明確にし、体系的に実施すること

で、市民に多種多様な学習機会を提供します。 

平成３１年度から放課後子供教室を実施します。これにより、子供の安全安心な居場所

を確保し、地域の学びを活性化し、地域の大人たちとの交流や、様々な学習・体験を提供

します。 

人権教育集会所では、人権意識の高揚や市民の学習活動を支援するため、講座等の事業

を実施します。また、地域交流の拠点として施設を活用します。 

図書館は、多様化・専門化する市民のニーズに応えるため、広い視野で様々な資料・情

報の収集・提供に努めるとともに、本館、分館・公民館図書室を含めた上尾市図書館全体

のサービスの更なる充実に向けて取り組みます。 

子どもの読書活動支援センターは、子供が生涯にわたる読書習慣を身に付けられるよう、

家庭・地域・学校に向けた支援を行います。 

図書館本館の改修事業のほか、分館では憩えるスペースの確保など、多様な過ごし方が

できるよう整備します。また、図書館本館の改修時の一時移転先として、民間施設を活

用・整備します。今後の上尾市の図書館サービスの在り方について、実験・検証し、その

結果をリニューアルする本館に反映します。 

 

（施策と重点的な取組）                                      ★は重点事業 

施策１  生涯学習情報の発信 

① 生涯学習・社会教育情報の収集・提供 ② 生涯学習グループ・指導者の情報発信 
 

■主要事業 

○生涯学習指導者活動推進事業  

 

施策２  生涯学習機会の提供 

① 多様な学びの機会の提供 ③ 地域への関心を高める学びの機会の提供 

② 連携・協働による学びの機会の提供 
 

■主要事業 

○公民館講座事業 ○成人式事業 

○大学等との連携による生涯学習推進事業        ★放課後子供教室運営事業 ※新規 

 

施策３  生涯学習の体制と生涯学習施設等の充実 

① 生涯学習振興基本計画の推進 ③ 生涯学習拠点の整備 

② 生涯学習体制の充実 ④ 学んだ成果を生かせる環境整備 
 

■主要事業 

○社会教育委員会議運営事業 ○学校施設開放（生涯学習）事業 

○公民館運営審議会運営事業 ○（再掲）生涯学習指導者活動推進事業 

○（再掲）社会教育団体等補助事業 ★（再掲）放課後子供教室運営事業 ※新規 

○公民館管理運営事業 
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施策４  人権教育の推進 

① 人権教育の推進                ② 人権教育集会所事業の推進 
 

■主要事業 

○人権教育推進事業 ○人権教育集会所管理事業 

★人権教育集会所運営事業 

 

施策５  図書館運営の充実 

① 図書館資料の整備・充実 ③ 「子どもの読書活動」の推進 

② 図書館サ－ビスの充実 ④ 図書館施設の整備・充実 
 

■主要事業 

○図書館運営事業 ○ブックスタート事業 

○図書館施設管理事業 ○セカンドブックスタ－ト事業 

★図書館資料整備事業 ★図書館本館改修事業 ※新規 

○視聴覚ライブラリー事業             ★図書館分館改修事業 ※新規 

★子どもの読書活動支援センター運営事業        ★（仮）北上尾館整備事業 ※新規 

 

 

〔基本目標Ⅵ〕 文化芸術の創造と文化財の保護  
人々がゆとりと潤いを実感できる社会に欠かすことのできない文化芸術を支援し、心豊

かな生活の実現に寄与します。また、長い歴史や風土の中で育まれてきた地域の文化財を

市民の誇りとして守ります。 

市民の美術活動の普及を図り、市民文化の向上に寄与することを目的に市美術展覧会を

開催します。日本画、洋画、立体造形、工芸、書、写真の６部門について、多くの作品の

公募を行います。  

「上尾の摘田・畑作用具」について、国指定文化財への指定に向け、調査事業を引き続

き実施します。 

 

（施策と重点的な取組）                                      ★は重点事業 

施策１  文化芸術の振興 

① 文化芸術活動の推進 ② 文化芸術活動の場の充実 
 

■主要事業 

○文化芸術振興事業 ○市民音楽祭事業 

★美術展覧会事業 ○上尾市ギャラリー管理運営事業 

 

施策２  文化財の保護 

① 文化財の調査と指定・登録 ③ 歴史資料の収集・保存 

② 無形民俗文化財の継承と活動支援 ④ 文化財・歴史資料の活用 
 

■主要事業 

○文化財調査・保存事業 ★「上尾の摘田・畑作用具」資料調査整備事業 

○文化財保護審議会運営事業 ○歴史資料調査事業 

○埋蔵文化財調査事業                    ○市史担当分室及び資料室維持管理事業 

○文化財保護啓発事業  
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〔基本目標Ⅶ〕 健康で活力に満ちた生涯スポーツ活動の推進  

スポーツ・レクリエーション活動への参加意識が高まる中、市民が自身の健康と体力向

上を目指すために、活動の機会や場の提供を行います。 

スポーツ・レクリエーション事業については、シティマラソンや市民体育祭など各種大

会を開催しています。また、令和２年度に開催される全国高等学校総合体育大会の開催準

備、同年度に開催される東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会の関連事業

は市長部局の関係各課と連携し、準備を行います。 

学校施設開放（スポーツ振興）事業及び屋外スポーツ施設管理運営事業については、市

民が安全に利用することができるよう、老朽化したスポーツ施設や学校開放施設（社会体

育トイレ）などの修繕、整備を、引き続き行います。 

 

（施策と重点的な取組）                                      ★は重点事業 

施策１  スポーツ・レクリエーション事業の充実 

① スポーツイベントの充実              ② 子供のスポーツ機会の充実 
 

■主要事業 

★スポーツ大会・教室等開催事業            ★全国高等学校総合体育大会開催事業  

○全国中学生空手道選抜大会開催支援事業    ★東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会関連事業 

 

施策２  スポーツ施設の整備・充実 

① スポーツ施設の整備と管理運営         ② 学校体育施設の開放と設備の充実 
 

■主要事業 

★学校施設開放（スポーツ振興）事業 〇市民体育館管理運営事業 

○屋外スポーツ施設管理運営事業             ★平塚サッカー場改修事業 

 

施策３  スポーツ指導者の育成 

① スポーツ推進委員活動の充実          ② スポーツ指導者の育成・活用 
 

■主要事業 

○スポーツ活動推進事業 

 

施策４  スポーツ・レクリエーション活動の支援 

① スポーツ・レクリエーション団体の育成・支援  ② 総合型地域スポーツクラブの支援 
 

■主要事業 

★（再掲）スポーツ大会・教室等開催事業 
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６ 教育委員会 会議 

 （１）平成３０年度 教育委員会会議の開催状況 

定例会・臨時会 開催日時 場 所 
出席 

委員数 

平成３０年 ４月定例会 平成３０年 4 月 20 日（金） 9：30～10：56 
上尾市役所 
教育委員室 

6 人 

平成３０年 ５月定例会 平成３０年 5 月 21 日（月） 10：00～11：18 
上尾市役所 
教育委員室 

6 人 

平成３０年 ６月定例会 平成３０年 6 月 27 日（水）  9：30～10：06 
中学校共同 

調理場 
6 人 

平成３０年 ７月定例会 平成３０年 7 月 18 日（水） 10：30～11：33 
上尾市役所 
教育委員室 

6 人 

平成３０年 第１回臨時会 平成３０年８月 9 日（木） 9：00～11：46 
上尾市役所 
大会議室 

6 人 

平成３０年 8 月定例会 平成３０年８月 23 日（木） 9：30～10：38 
上尾市役所 
教育委員室 

6 人 

平成３０年 9 月定例会 平成３０年 9 月 25 日（火） 10：03～10：56 
上尾市役所 
教育委員室 

6 人 

平成３０年 10 月定例会 平成３０年 10 月 18 日（木） 9：30～10：30 
上尾市役所 

教育委員室 
６人 

平成３０年 11 月定例会 平成３０年 11 月 19 日（月） 10：15～10：52 
上尾市役所 
教育委員室 

６人 

平成３０年 12 月定例会 平成３０年 12 月 27 日（木） 9：30～10：09 
上尾市役所 

教育委員室 
６人 

平成３１年 1 月定例会 平成 3１年 1 月 24 日（木） 9：30～10：58 
上尾市役所 
教育委員室 

5 人 

平成３１年 2 月定例会 平成 3１年 2 月 20 日（水） 9：30～11：27 
上尾市役所 
教育委員室 

６人 

平成３１年 3 月定例会 平成 3１年 3 月 22 日（金） 13：30～14：36 
上尾市役所 

教育委員室 
６人 

〔教育委員会定例会〕 
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（２）平成３０年度 教育委員会議決案件 

議案番号 議 案 名 
採決 
結果 

議決 

番号 
議決 

年月日 

議案第 21 号 
上尾市教育委員会の権限に属する事務の決裁に関する規
程の一部を改正する訓令の制定について 

全員一致 
原案可決 

議決第
21 号 

平成 30 年 
4 月 20 日 

議案第 22 号 上尾市立公民館管理規則の一部を改正する規則の制定に
ついて 

全員一致 
原案可決 

議決第
22 号 

議案第 23 号 
行政文書公開決定処分に係る審査請求に対する裁決につ
いて 

全員一致 

原案可決 
議決第
23 号 

議案第 24 号 上尾市公民館運営審議会委員の委嘱又は任命について 
全員一致 
原案可決 

議決第
24 号 

平成 30 年 
5 月 21 日 

議案第 25 号 
上尾市立人権教育推進協議会委員の委嘱又は任命につい
て 

全員一致 

原案可決 
議決第
25 号 

議案第 26 号 上尾市立中学校給食共同調理場運営委員会委員の委嘱又
は任命について 

全員一致 
原案可決 

議決第
26 号 

議案第 27 号 
上尾市教育委員会の権限に属する事務の決裁に関する規
程の一部を改正する訓令の制定について 

全員一致 
原案可決 

議決第
27 号 

議案第 28 号 
上尾市立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公
務災害補償に関する条例の一部を改正する条例の制定に
係る意見の申出について 

全員一致 
原案可決 

議決第
28 号 

議案第 29 号 上尾市社会教育委員の委嘱・任命について 
全員一致 
原案可決 

議決第
29 号 

平成 30 年 
6 月 27 日 

議案第 30 号 上尾市人権教育集会所運営委員会委員の委嘱について 
全員一致 
原案可決 

議決第
30 号 

議案第 31 号 上尾市図書館協議会委員の任命について 全員一致 
原案可決 

議決第
31 号 

議案第 32 号 教育委員会事務局及び教育機関の職員の人事異動につい
て 

全員一致 
原案可決 

議決第
32 号 

平成 30 年 
7 月 18 日 

議案第 33 号 平成３１年度使用小学校用教科用図書の採択について 全員一致 
原案可決 

議決第
33 号 平成 30 年 

8 月９日 
議案第 34 号 平成３１年度使用中学校用教科用図書の採択について 全員一致 

原案可決 
議決第
34 号 

議案第 35 号 平成２９年度上尾市一般会計歳入歳出決算の認定に係る
意見の申出について 

全員一致 
原案可決 

議決第
35 号 

平成 30 年 
8 月 23 日 

議案第 36 号 平成３０年度当初教職員人事異動の方針について 
全員一致 

原案可決 
議決第 
36 号 

平成 30 年 
9 月 25 日 

議案第 37 号 平成 30 年度教育に関する事務の管理及び執行の状況につ
いて 

全員一致 

原案可決 
議決第 
37 号 平成 30 年 

10 月 18 日 
議案第 38 号 上尾市スポーツ推進審議会委員の委嘱又は任命について 

全員一致 

原案可決 
議決第 
38 号 

議案第 39 号 平成３１年度当初給食調理員人事異動方針について 
全員一致 

原案可決 
議決第 
39 号 

平成 30 年 
11 月 19 日 

議案第 40 号 教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部改正に伴う意見
の申出について 

全員一致 

原案可決 
議決第 
40 号 

議案第 41 号 
平成３０年度上尾市一般会計補正予算に係る意見の申出
について 

全員一致 

原案可決 
議決第 
41 号 

議案第 42 号 
上尾市教育委員会傍聴人規則の一部を改正する規則の制
定について 

全員一致 

原案可決 
議決第 
42 号 平成 30 年 

12 月 27 日 
議案第 43 号 

上尾市教育委員会の所管に属する機関の職制等に関する
規則の一部を改正する規則の制定について 

全員一致 

原案可決 
議決第 
43 号 
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議案番号 議 案 名 
採決 
結果 

議決 

番号 
議決 

年月日 

議案第44 号 
上尾市教育委員会の権限に属する事務の委任等に関する
規則の一部を改正する規則の制定について 

全員一致 

原案可決 
議決第 
44 号 

議案第45 号 上尾市教育委員会の権限に属する事務の決裁に関する規
程の一部を改正する訓令の制定について 

全員一致 

原案可決 
議決第 
45 号 

議案第46 号 上尾市立学校用務員服務規程の一部を改正する訓令の制
定について 

全員一致 

原案可決 
議決第 
46 号 

議案第47 号 教育委員会事務局職員の人事異動について 
全員一致 

原案可決 
議決第 
47 号 

議案第1 号 上尾市立小・中学校通学区域に関する規則の一部を改正
する規則の制定について 

全員一致 

原案可決 
議決第 
1 号 

平成 31 年 

2 月 20 日 

議案第2 号 
上尾市立小・中学校管理規則の一部を改正する規則の制
定について 

全員一致 

原案可決 
議決第 
2 号 

議案第3 号 平成３１年度上尾市教育行政重点施策の策定について 
全員一致 

原案可決 
議決第 
3 号 

議案第4 号 
上尾市教育委員会教育長の職務に専念する義務の特例に
関する条例の一部を改正する条例の制定に係る協議及び
意見の申出について 

全員一致 

原案可決 
議決第 
4 号 

議案第5 号 上尾市文化財保護条例の一部を改正する条例の制定に係
る意見の申出について 

全員一致 
原案可決 

議決第 
5 号 

議案第6 号 平成３０年度上尾市一般会計補正予算に係る意見の申出
について 

全員一致 
原案可決 

議決第 
6 号 

議案第7 号 
平成３１年度上尾市一般会計予算に係る意見の申出につ
いて 

全員一致 
原案可決 

議決第 
7 号 

議案第8 号 平成３１年度当初教職員人事異動に係る内申について 全員一致 
原案可決 

議決第 
8 号 

議案第9 号 上尾市民体育館管理規則の一部を改正する規則の制定に
ついて 

全員一致 
原案可決 

議決第 
９号 

平成 31 年 

3 月 22 日 

議案第10 号 上尾市図書館規則の一部を改正する規則の制定について 全員一致 
原案可決 

議決第 
10 号 

議案第11 号 上尾市学校運営協議会委員の任命について 
全員一致 
原案可決 

議決第 
11 号 

議案第12 号 
上尾市学校運営協議会規則の一部を改正する規則の制定
について 

全員一致 
原案可決 

議決第 
12 号 

議案第13 号 
上尾市立小・中学校使用教科用図書の採択に関する規則
の一部を改正する規則の制定について 

全員一致 
原案可決 

議決第 
13 号 

議案第14 号 上尾市幼児教育振興協議会規則の一部を改正する規則の
制定について 

全員一致 
原案可決 

議決第 
14 号 

議案第15 号 上尾市立学校車両管理規程の一部を改正する訓令の制定
について 

全員一致 
原案可決 

議決第 
15 号 

議案第16 号 教育委員会事務局及び教育機関の職員の人事異動につい
て 

全員一致 
原案可決 

議決第 
16 号 

議案第17 号 
上尾市教育委員会教育長の勤務時間に関する規則を廃止
する規則の制定について 

全員一致 
原案可決 

議決第 
17 号 

議案第18 号 
上尾市教育委員会の権限に属する事務の決裁に関する規
程の一部を改正する訓令の制定について 

全員一致 
原案可決 

議決第 
18 号 
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７ 平成３０年度教育委員会委員の主な活動 

月 日 件 名 場 所 

4 月2 日 小・中学校新採用・転入教職員等着任式 上尾小学校 

4 月6 日 上尾市小学校評議員委嘱式及び研修会 上尾市文化センター 

4 月9 日 小・中学校入学式 各小・中学校 

4 月20 日 教育委員会 4 月定例会 上尾市役所 

4 月27 日 上尾・桶川・伊奈教育委員会連絡協議会総会 伊奈町 

5 月8 日 埼玉県市町村教育委員会連合会総会 川越市 

5 月9 日 埼玉県南部地区教育委員会連合会総会 草加市 

5 月21 日 教育委員会 5 月定例会 上尾市役所 

5 月25 日 関東甲信越静市町村教育委員会連合会総会 静岡県藤枝市 

5 月29 日 教育委員学校訪問 上尾小学校 

6 月6 日 教育委員学校訪問 大石南小学校 

6 月18 日 教育委員学校訪問 上尾中学校 

6 月19 日 教育委員学校訪問 西中学校 

6 月27 日 教育委員学校訪問 東町小学校 

6 月27 日 教育委員会 6 月定例会 中学校給食共同調理場 

7 月9 日 上尾・桶川・伊奈教育委員会連絡協議会視察研修 茨城県 

7 月18 日 教育委員会７月定例会 上尾市役所 

7 月19 日 埼玉県市町村教育委員会教育委員研究協議会 さいたま市 

7 月22 日 中学校吹奏楽演奏会 上尾市文化センター 

8 月9 日 教育委員会第１回臨時会 上尾市役所 

８月23 日 教育委員会 8 月定例会 上尾市役所 

9 月15 日 中学校体育祭 市内中学校 

9 月16 日、22 日、29 日 小学校運動会 市内小学校 

9 月25 日 教育委員会 9 月定例会 上尾市役所 

１０月6 日 向原分校体育祭 向原分校 

10 月6 日 市制施行 60 周年記念式典 上尾市文化センター 

10 月7 日  上尾運動公園 

10 月13 日 平方幼稚園運動会 平方幼稚園 

10 月15 日 上平中学校・平方東小学校委嘱研究発表 上平中学校・平方東小学校 

10 月17 日 上尾市小学校陸上競技大会 上尾運動公園 

10 月18 日 教育委員会 10 月定例会 上尾市役所 

11 月12 日 芝川小学校・大石中学校委嘱研究発表 芝川小学校・大石中学校 

11 月18 日 
市制施行・体育協会創立６０周年記念 

第３１回２０１８上尾シティマラソン 
上尾運動公園 
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月 日 件 名 場 所 

11 月1９日 教育委員会 11 月定例会／教育懇談会 上尾市役所 

11 月22 日 大石小学校国研研究発表 大石小学校 

11 月28 日 原市南小学校・大谷中学校委嘱研究発表 原市南小学校・大谷中学校 

12 月27 日 教育委員会 12 月定例会 上尾市役所 

1 月4 日 平成 31 年教育委員会年頭式 上尾公民館 

1 月13 日 成人式 上尾市文化センター 

1 月23 日 平成 30 年度市町村教育委員会研究協議会 東京都 

1 月24 日 教育委員会 1 月定例会 上尾市役所 

1 月29 日 東小学校・上平北小学校委嘱研究発表 東小学校・上平北小学校 

2 月18 日 図書館整備事業説明 上尾市役所 

2 月20 日 教育委員会 2 月定例会／総合教育会議 上尾市役所 

2 月26 日 平成 30 年度市町村教育委員会研究協議会 東京都 

3 月15 日 中学校卒業証書授与式 各中学校 

3 月22 日 小学校卒業証書授与式・教育委員会 3 月定例会 上尾市役所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〔第１章 教育行政・教育財政〕 

26 〔 ８ 教育予算 〕 

教育総務費

1,002,068 

18.4%
小学校費

958,625 

17.6%

中学校費

667,567

12.2％
幼稚園費

40,652

0.7％

社会教育費

899,792 

16.5%

保健体育費

1,885,144 

34.6%

８ 教育予算 
 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

  

 

  

  

 

 

（１）平成 3１年度 上尾市一般会計歳出予算（当初）【目的別】 

  

平成 31度 平成 30度 比較増減 （C） 増減率 

予算額 （A） 
構成比

(%) 
予算額 （A） 

構成比

(%) 
〔（A）―（B）〕 〔（C）/ （B）＊100〕 

議 会 費 430,221 0.7 428,895 0.7  1,326 0.3 

総 務 費 6,996,756 10.7 6,000,569 9.4  996,187 16.6 

民 生 費 31,069,598 47.7 29,639,929 46.5  1,429,669 4.8 

衛 生 費 5,534,113 8.5 5,582,039 8.8   ▲47,926 ▲0.9 

農林水産業費 179,890 0.3 185,532 0.3  ▲5,642 ▲3.0 

商 工 費 540,437 0.8 447,568 0.7  92,869 20.7 

土 木 費 5,208,870 8.0 4,550,615 7.1  658,255 14.5 

消 防 費 2,642,710 4.1 2,590,181 4.1  52,529 2.0 

教 育 費 5,453,848 8.4 7,430,567 11.7  ▲1,976,719 ▲26.6 

公 債 費 6,963,483 10.7 6,734,105 10.6  229,378 3.4 

予 備 費 80,000 0.1 80,000 0.1  0 ― 

合 計 65,099,926 100.0  63,670,000 100.0  960,000 1.5 

 

（単位：千円） 

平成 31 年度 上尾市一般会計予算（当初） [ 単位：千円 ] 

 

 

議会費

430,221 

0.7%

総務費

6,996,756 

10.7%

民生費

31,069,598

47.7%

衛生費

5,534,113 

8.5%

農林水産業費

179,890 

0.3%

商工費

540,437 

0.8%

土木費

5,208,870 

8.0%

消防費

2,642,710 

4.1%

公債費

6,963,483 

10.7%

予備費

80,000 

0.1%

教育費 

5,453,848 

8.4% 
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（２）平成 3１年度 教育費歳出予算内訳（当初）   

 

 

 

 

 

 

 

 

平成31年度 平成30年度 比較増減 対前年度比

1,002,068 953,622 48,446 5.08

教育委員会費 4,777 4,715 62 1.31

事務局費 592,894 578,661 14,233 2.46

教育指導費 401,229 367,050 34,179 9.31

教育センター運営費 3,168 3,196 ▲ 28 ▲ 0.88

958,625 883,021 75,604 8.56

学校管理費 872,827 817,232 55,595 6.80

教育振興費 85,798 65,789 20,009 30.41

667,567 509,426 158,141 31.04

学校管理費 606,205 441,742 164,463 37.23

教育振興費 61,362 67,684 ▲ 6,322 ▲ 9.34

学校建設費 0 0 0 0.00

40,652 41,073 ▲ 421 ▲ 1.03

幼稚園費 40,652 41,073 ▲ 421 ▲ 1.03

899,792 3,541,039 ▲ 2,641,247 ▲ 74.59

社会教育総務費 166,667 157,976 8,691 5.50

公民館費 263,723 233,131 30,592 13.12

図書館費 429,347 391,009 38,338 9.80

図書館複合施設建設費 0 2,726,600 ▲ 2,726,600 100.00

子どもの読書活動推進費 7,904 5,332 2,572 48.24

集会所運営費 15,343 12,463 2,880 23.11

文化財保護費 14,849 12,766 2,083 16.32

市史編さん費 1,959 1,762 197 11.18

1,885,144 1,502,386 382,758 25.48

保健体育総務費 344,802 332,767 12,035 3.62

学校給食費 673,252 657,654 15,598 2.37

共同調理場運営費 318,838 322,068 ▲ 3,230 ▲ 1.00

社会体育費 53,656 40,833 12,823 31.40

スポーツ施設費 494,596 149,064 345,532 231.80

5,453,848 7,430,567 ▲ 1,976,719 ▲ 26.60

○社会教育費

○保健体育費

合　　計

○教育総務費

○小学校費

○中学校費

○幼稚園費

（単位：千円） 
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（３）平成 3１年度 教育予算主要事業概要 ［★印は新規又は拡充等の事業］ 

 教育総務費  

○教育指導費 

きめ細かな学習指導を展開するためのアッピースマイルサポーターや学校運営の新たな仕組みであるコミュ

ニティ・スクールの推進などに係る経費のほか、英語力４技能測定などの英語教育推進に係る経費などを新た

に計上している。 

         事 業 名 （★印は新規事業） 
平成 31 年
度予算額 

平成 30 年
度予算額 

特別支援学級補助員派遣事業 34,242 28,309 

さわやかスクールサポート事業（学級支援） 109,293 110,774 

さわやかスクールサポート事業（学校図書館支援) 20,497 19,625 

★指導方法改善事業 

（全小学校にプログラミングロボット教材を購入【定住促進】） 

13,366 

（5,567） 

15,666 

（    －） 

中学生海外派遣研修事業 11,115 11,578 

★ＡＬＴ活用事業 

（英語教育充実のために小学校の ALT を増員【政策企画】） 
137,893 108,994 

★コミュニティ・スクール研究推進事業 

（全小・中学校で実施） 
1,625 405 

★英語教育推進事業 

（英語力４技能測定を実施【政策企画】） 

8,907 

（8,861） 

2,745 

（    －） 

   

○教育センター運営費 

教育相談・不登校児童生徒の学校適応指導などに係る経費を計上している。 

いじめ根絶対策事業(相談事業) 1,200 987 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔イングリッシュ・カフェ〕 〔夏休みのイングリッシュキャンプ〕 
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 小学校費・中学校費  

○学校管理費 

学校施設の管理運営に係る経費（特別支援学級を含む）のほか、小学校のＩＣＴ環境の整備（タブレット PC

の導入と校内無線 LAN の整備）をするための経費や中学校に特別支援学級を設置するための経費を新たに

計上している。 

         事 業 名 （★印は新規事業） 
平成 31年
度予算額 

平成 30年度
予算額 

小学校管理運営事業 647,173 684,093 

中学校管理運営事業 456,846 370,164 

★小学校コンピュータ整備事業 

（タブレット PC の導入と校内無線 LAN の整備） 
223,039 132,539 

中学校コンピュータ整備事業 125,012 61,525 

★中学校特別支援学級設置事業 

（東中学校に特別支援学級を設置） 
15,998 ― 

 

○教育振興費 

経済的理由により、就学が困難と認められる児童生徒の保護者に支給する就学援助費に係る経費などを計

上している。 

小学校就学援助費補助事業 44,921 26,503 

中学校就学援助費補助事業  31,081 37,364 

 

                 

 

、 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会教育費  

○社会教育総務費 

学校施設開放や文化・芸術に係る経費のほか、放課後子供教室を実施するための経費などを新たに計上し

ている。 

学校施設開放（生涯学習）事業 3,427 3,709 

★放課後子供教室運営事業【政策企画】 8,817 ― 

 

 

〔上平中学校武道場屋根防水改修〕 〔東中学校受水槽改修〕 〔大石中学校体育館屋根防水改修〕 
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○公民館費 

市内 6公民館の講座事業などに係る経費を計上している。 

         事 業 名 （★印は新規事業） 
平成 31年度

予算額 
平成 30年
度予算額 

公民館講座事業 3,581 3,584 

 ○図書館費 

図書館本館、上尾駅前・大石・瓦葺・平方・たちばなの 5分館、各公民館図書室の図書の購入や貸出しな

どに係る経費のほか、たちばな分館改修に係る経費を新たに計上している。 

図書館運営事業 184,443 155,878 

図書館資料整備事業 34,653 34,302 

★図書館分館改修事業【政策企画】 

（たちばな分館改修） 
2,397 ― 

 

○子どもの読書活動推進費 

子どもの読書活動支援センターの運営に係る経費やブックスタートに係る経費を計上している。 

子どもの読書活動支援センター運営事業 2,086 2,066 

ブックスタート事業 2,901 2,902 

 

○集会所運営費 

人権教育推進の拠点施設である原市・畔吉集会所の講座の開催などに係る経費を計上している。 

人権教育集会所運営事業 1,336 1,330 

○文化財保護費 

文化財の調査、保護及び普及に係る経費を計上している。 

「上尾の摘田・畑作用具」資料調査整備事業 8,006 4,503 

埋蔵文化財調査事業 4,025 3,871 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔坂上遺跡第 8次発掘調査風景〕 〔坂上遺跡方形周溝墓出土品（指定文化財〕 
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 保健体育費  

○保健体育総務費 

児童生徒の各種健康診断や通学路の安全対策を図るための改善工事等に係る経費を計上している。 

         事 業 名 （★印は新規事業） 
平成 31年度

予算額 
平成 30年度

予算額 

学校健康診断及び健康管理事業 82,362 82,349 

児童生徒安全推進事業 21,775 24,265 

通学路安全対策事業 1,844 2,578 

 

○学校給食費 

経済的な理由により就学が困難と認められる児童生徒の保護者に対する学校給食費の援助に係る経費や

小学校給食の調理業務に係る経費を計上している。 

準要保護児童生徒給食費援助事業 89,455 89,610 

小学校給食調理支援事業 124,336 119,416 

 

○共同調理場運営費 
中学校給食共同調理場及び各中学校給食の調理業務や配送などに係る経費を計上している。 

中学校給食調理業務委託事業 215,166 216,713 

 

○社会体育費 

市民体育祭や市民駅伝競走大会、シティマラソンなどのイベントの開催に係る経費や全国高等学校総合体

育大会開催に向けた準備に係る経費のほか、東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会関連事業に係る

経費を新たに計上している。 

スポーツ大会・教室等開催事業 19,293 19,229 

学校施設開放（スポーツ振興）事業 17,126 14,074 

全国高等学校総合体育大会開催事業 3,811 192 

★東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会関連事業 3,956 ― 

 

○スポーツ施設費 
スポーツ施設などの管理運営、平方野球場用地購入に係る経費、市民体育館の指定管理者制度による管

理運営に係る経費や、平塚サッカー場の人工芝化・夜間照明の設置に向けた工事に係る経費などを計上して
いる。  

屋外スポーツ施設管理運営事業 

（平方野球場用地購入） 

72,781 

（ 50,132） 

69,783 

（ 49,334） 

市民体育館管理運営事業 68,602 62,877 

平塚サッカー場改修事業 

（人工芝化・夜間照明の設置に向けた工事） 
353,213 16,404 
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９ 教育費決算 

（１）平成３０年度教育費決算 節別内訳 

  教育費合計 教育総務費 小学校費 
  

  

１節   報酬 45,165,526  44,801,776 0   

２節   給料 211,059,622  195,514,772 0   

３節   職員手当等 152,225,961  142,194,600 0   

４節   共済費 74,263,772  68,366,187 0   

５節   災害補償費 0  0 0   

６節   恩給退職年金 0  0 0   

７節   賃金 200,025,212  200,025,212 0   

８節   報償費 6,823,145  4,583,690 2226702   

９節   旅費 1,714,901  1,683,471 0   

１０節   交際費 274,864  274,864 0   

１１節 需用費 296,388,948  30,706,117 263,198,539   

    消耗品費 91,600,524  26,775,925 64,331,262   

   燃料費 1,597,123  0 1,515,077   

   食糧費 48,704  48,704 0   

   印刷製本費 7,320,024  3,865,741 2,129,419   

   光熱水費 150,027,963  0 150,022,799   

   修繕料 45,780,799  13,817 45,199,982   

   賄材料費 0  0 0   

   飼料費 0  0 0   

    医薬材料費 13,811  1,930 0   

１２節   役務費 23,977,657  2,297,637 21,379,112   

１３節   委託料 230,057,708  155,729,748 73,958,600   

１４節   使用料及び賃借料 226,236,721  579,809 225,591,823   

１５節   工事請負費 184,295,628  0 182,810,628   

１６節   原材料費 1,132,196  0 1,132,196   

１７節   公有財産購入費 0  0 0   

１８節   備品購入費 70,327,939  22,464 69,878,865   

１９節   負担金補助及び交付金 24,034,441  17,939,341 6,038,000   

２０節   扶助費 29,650,369  0 29,650,369   

２１節   貸付金 8,580,000  8,580,000 0   

２２節   補償・補てん及び賠償金 0  0 0   

２３節   償還金・利子及び割引料 0  0 0   

２４節   投資及び出資金 0  0 0   

２５節   積立金 0  0 0   

２６節   寄附金 0  0 0   

２７節   公課費 0  0  0   

２８節   繰出金 0  0  0   

合  計 4,573,262,904  898,242,842  875,864,834    
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中学校費 幼稚園費 社会教育費 保健体育費 

0  363,750 39,510,100 64,529,557  

5,726,400  15,544,850 168,262,602 262,851,408  

2,980,104  10,031,361 91,723,896 148,526,458  

1,403,902  5,897,585 54,074,455 81,744,455  

0  0 0 0  

0  0 0 0  

0    6,032,765 136,478,253  

2,235,898  12,753 7,320,979 1,289,747  

0  26,776 1,216,195 294,298  

0    0 0  

137,133,452 705,064 49,602,714 135,814,403 

38,324,626 364,437 11,877,618 45,592,688  

1,175,195 82,046 321,423 33,743,168  

0 0 200,777 142,338  

1,355,898 25,300 3,747,410 1,183,687  

72,395,704 0 26,733,011 35,051,371  

23,882,029 221,400 6,708,501 17,026,856  

0 0 0 510,257  

0 0 0 0  

0 11,881 13,974 2,564,038  

12,016,456 241,862 4,392,857 7,079,760  

48,716,110 304,560 201,145,799 358,254,926  

95,111,794 65,089 33,638,593 26,180,308  

128,947,615 1,485,000 74,499,934 27,654,835  

659,359 0 0 302,000  

0 0 0 49,333,200  

42,457,556 426,610 32,503,908 46,182,636  

7,209,624 44,100 9,176,444 35,632,065  

38,975,771   0 83,112,760  

0   0 0  

0   2,055,574 0  

0   0 0  

0   0 0  

0   13,943 0  

0   0 0  

0   0 0  

0   0 0  

523,574,041  35,149,360  775,170,758  1,465,261,069  

１節

２節

３節

４節

５節

６節

７節

８節

９節

１０節

１１節

１２節

１３節

１４節

１５節

１６節

１７節

１８節

１９節

２０節

２１節

２２節

２３節

２４節

２５節

２６節

２７節

２８節

報酬

給料

寄附金

光熱水費

修繕料

賄材料費

役務費

職員手当等

共済費

原材料費

償還金・利子及び割引料

投資及び出資金

積立金

恩給退職年金

賃金

報償費

旅費

交際費

医薬材料費

節　名

需用費

公課費

公有財産購入費

備品購入費

負担金補助及び交付金

扶助費

貸付金

補償・補てん及び賠償金

災害補償費

繰出金

合　　計

消耗品費

燃料費

食糧費

印刷製本費

委託料

使用料及び賃借料

工事請負費

飼料費
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（２）平成３０年度教育費決算 性質別歳出内訳及び財源内訳 

  総 額 
教育 

総務費 
小学校費 中学校費 幼稚園費 

社会 

教育費 

保健体育費 

体育 

施設費等 

学校 

給食費 

人件費 1,391,523 440,839 40,505 30,534 31,597 352,666 82,612 412,770 

物件費 2,267,010 29,073 874,092 443,139 1,119 321,997 84,614 512,976 

維持補修

費 
67,772 0 39,770 20,994 221 5,310 1,477 0 

扶助費 263,469 0 9,955 5,835 164,646 0 0 83,033 

補助費等 495,581 424,021 15,327 16,238 67 19,675 19,821 432 

普通建設 

事業費 
521,457 0 199,688 132,817 1,530 76,735 78,582 32,105 

積立金 14 0 0 0 0 14 0 0 

投資及び 

出資金 
0 0 0 0 0 0 0 0 

貸付金 7,060 7,060 0 0 0 0 0 0 

繰出金 0 0 0 0 0 0 0 0 

歳出合計 5,013,886 900,993 1,179,337 649,557 199,180 776,397 267,106 1,041,316 

国庫支出

金 
194,648 122,545 5,203 3,537 59,883 3,480 0 0 

都道府県 

支出金 
67,277 13,094 393 849 51644 727 0 570 

使用料 

手数料 
20,498 0 203 134 1,536 17,634 991 0 

分担金・ 

負担金・ 

寄付金 

0 0 0 0 0 0 0 0 

財産収入 14 0 0 0 0 14 0 0 

繰入金 5,177 0 0 2,205 0 2,567 405 0 

諸収入 5,718 148 1,108 0 0 3,880 342 240 

繰越金 6,945 0 0 0 0 6,945 0 0 

地方債 168,000 0 86,100 39,500 0 42,400 0 0 

一般財源

等 
4,545,609 765,206 1,086,330 603,332 86,117 698,750 265,368 1,040,506 

［出典：平成３０年度 地方財政状況調査（１１表）］ 

人件費：報酬、給料、手当等、一定の勤務に対する対価、報

酬として地方公共団体から支払われる一切の経費。 

物件費：人件費、維持補修費、扶助費、補助費等以外の地方

公共団体が支出する消費的性質の経費の総称で、パート賃

金、旅費、教育委員会交際費、需用費、役務費、備品購入

費、報償費、委託料、使用料及び賃借料、原材料費等をい

う。 

維持補修費：地方公共団体が管理する公共用又は公用施設の

効用を維持するための経費をいう。 

扶助費：地方公共団体が法律に基づいて支給する費用及び地方

公共団体が単独で行う各種扶助の支出額をいう。教育費では就

学援助費等が該当する。 

補助費等：報償費のうち報償金及び賞賜金、役務費のうち保

険料、物件費に計上されない委託料、負担金補助及び交付

金、公課費などをいう。 

普通建設事業費：投資的経費の代表的なもので、道路、橋り

ょう、学校などの建設・大規模修繕等に要する経費。 

（単位：円） 

人件費

1,391,523

27.75%

物件費

2,267,010

45.21%
維持

補修費

67,772

1.35%

扶助費

263,469

5.25%

補助費等

495,581

9.88%
普通建設

事業費

521,457 

11.04％

貸付金

7,060

0.14%
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（３）一般会計・教育費決算額の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  教育総務費 小学校費 中学校費 幼稚園費 社会教育費 保健体育費 教育費合計 

平成１９年度 728,647,962 1,159,633,623 924,470,912 355,280,095 877,152,221 1,255,537,940 5,300,722,753 

平成２０年度 718,441,527 1,727,278,365 645,064,158 366,999,341 807,374,959 1,300,070,613 5,565,228,963 

平成２１年度 727,247,575 1,750,179,883 899,888,936 378,921,744 800,470,216 1,281,375,694 5,838,084,048 

平成２２年度 745,616,856 2,003,534,523 716,904,945 400,424,764 743,234,494 1,213,313,426 5,823,029,008 

平成２３年度 902,044,967 3,618,507,100 496,808,804 423,063,614 752,006,065 1,256,194,053 7,448,624,603 

平成２４年度 819,813,863 1,456,855,814 853,389,327 414,235,320 757,720,791 1,804,060,341 6,106,075,456 

平成２５年度 801,523,529 2,254,628,053 977,534,198 438,384,809 902,227,036 1,277,591,159 6,651,888,784 

平成２６年度 812,654,870 803,428,888 1,255,599,989 45,316,144 741,165,307 1,337,513,546 4,995,678,744 

平成２７年度 891,274,929 721,890,436 2,368,384,648 41,896,207 744,491,822 1,356,204,967 6,124,143,009 

平成２８年度 869,678,457 779,925,898 872,788,591 45,662,721 1,026,487,482 1,355,998,868 4,950,542,017 

平成２９年度 878,306,580 752,803,440 462,923,852 34,730,407 926,185,004 1,410,338,035 4,465,287,318 

平成３０年度 898,242,842 875,864,834 523,574,041 35,149,360 775,170,758 1,465,261,069 4,573,262,904 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  一般会計歳出額 教育費 合計 構成比（%） 増減率（%） 

平成１９年度 51,536,553,337 5,300,722,753 10.29 ▲1.95 

平成２０年度 51,771,491,589 5,565,228,963 10.75 4.99 

平成２１年度 56,642,264,638 5,838,084,048 10.3１ 4.90 

平成２２年度 56,417,623,161 5,823,029,008 10.32 ▲0.26 

平成２３年度 56,620,163,136 7,448,624,603 13.16 27.92 

平成２４年度 58,132,713,835 6,106,075,456 10.5 ▲18.02 

平成２５年度 56,752,202,004 6,651,888,784 11.72 8.94 

平成２６年度 57,151,023,517 4,995,678,744 8.74 ▲24.90 

平成２７年度 59,788,838,359 6,124,143,009 10.24 22.59 

平成２８年度 60,757,521,838 4,950,542,017 8.15 ▲19.16 

平成２９年度 61,146,034,630 4,465,287,318 7.30 ▲9.80 

平成３０年度 60,048,138,478 4,573,262,904 7.61 2.41 

【
教
育
費
】 

【
一
般
会
計
】 

（単位：千円） （単位：千円） 

（単位：千円） 

（単位：円） 
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中学校吹奏楽演奏会 

 イングリッシュキャンプ 

上尾市小学校陸上競技大会 

小学生ドッジボール大会

会 
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平成３１年度上尾市教育委員会紹介パネル 
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１ 学校教育の指導の重点 

（１） 上尾市教育指導目標 

    新学習指導要領への移行及び全面実施を見据え、各学校が主体的に「カリキュラム・マネ

ジメント」に基づく「授業改革」を進めることにより、児童生徒に以下の資質・能力を育成する。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

○ 学んだことの意義を実感できるような学 
習活動と学習評価の充実 

○ 教科横断的な学習やグループ学習、体 
験的・実験的な活動の充実 

○ 学習活動の成果や過程を表現し、振り 
返る学びのサイクルの確立 

○ 習熟を図る個別学習、補習学習の導入 
○ ＩＣＴを活用した習熟学習（ｅラーニング） 
○ 反復学習などの丁寧な繰り返し指導 
○ 時間割の工夫（朝読書・朝自習） 
○ 構造的な板書の工夫 
○ 知識･技能を定着させる個別指導と評価

の充実 

ア 主体的に学習に取り組む態度の 
育成 

 

イ メタ認知（自己調整能力、対人関 
係の社会スキル）の育成 

ア 各教科等に固有の知識や個別の
スキルの確実な定着 

 
イ 個別の知識が相互に関連付けら 
れた生きて働く知識の育成 

 

○「自ら課題を発見し、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、行動し、よりよく問題を解決す
る資質や能力」を育成する授業への転換 

○学校組織全体で取り組む「主体的・対話的で深い学び」の視点での授業改善と効果検証 
○教科や単元を見通したカリキュラム・マネジメントの実現 
○習得・活用・探究の学びの過程を踏まえた学習指導の展開 
○教科等を横断する汎用的なスキル（問題解決能力、論理的思考力、コミュニケーション能力など）の育成 
○観察・実験などの体験的な学習を通して、考えたり表現したりする学習活動の工夫 
○多面的・多角的な話合いが実現する指導の工夫（明確な課題・グループ編成・対話力） 

 

 

 

ア 児童生徒一人一人が考えをもち、
考えを整理する力の育成 

 
イ 「知識・技能」を相互に関連付けた 
り、表現したりする力の育成 

○ 「見方・考え方」を軸とした授業改善 
○ 知識・技能の活用を図る学習の充実 
○ 問題発見・解決的な学習活動の充実 
○ ＩＣＴ等の活用と言語活動の充実 
○ 見通したり振り返ったりする活動の充実 
○ 思考ツールを用いた話合い活動の充実 

ア「基礎学力」＝読み・書き・計算 
イ 「学ぶための５つの力」の育成 
～毎日の「繰り返し学習」の実践～ 
①継続して学習する力 
②集中して学習する力 
③静かに学習する力 
④丁寧に学習する力 
⑤分からないことを自分で調べる力 
 

○規律ある授業の確立 
○全ての授業で紙・筆記用具を使
い、書く活動の徹底 

○家庭学習（予習・復習）を生かす 
授業の創意・工夫 

○授業以外の時間帯の有効活用 
○個別学習、補習学習の導入 
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（２） 目指す児童像・生徒像 
 

   自分に厳しく、相手に優しくできる自己を確立し、友達や大人から「頼もしい」と信頼され、頼ら

れる児童生徒。 

実現のための行動指針１０項目 

１ 早寝・早起きを心がけ、規則正しく生活する習慣を身に付ける 

２ 自分から進んであいさつをする 

３ いじめを「しない・させない・許さない」強い意志をもつ 

４ 学校や家庭、地域のルールを守り、社会の一員としての責任をもつ 

５ 一時間一時間の授業に集中する 

６ 授業中は真剣に考え、友達と互いに学び合う 

７ 毎日、必ず、家庭学習を行う 

８ 本を読む習慣を身に付ける 

９ 進んで体を動かし、たくましい心と体を育てる 

10 健康に気を付け、安全で楽しい生活を送る 

 

（３） 目指す教師像 
 

   自分に厳しく、相手に優しくできる人間として、児童生徒、保護者、地域、同僚から「頼もしい」と

信頼され、授業で勝負し、頼られる教師。 

実現のための行動指針１０項目 

１ 教育は感化、自らの「人間性」を常に磨き続ける教師 

２ 謙虚な姿勢で、丁寧な言葉や立ち居振る舞いを身に付けた教師 

３ 児童生徒の心に寄り添い、温かい人間関係を築ける教師 

４ 児童生徒の深い学びを追究するため、教材研究を続ける教師 

５ 児童生徒の努力やよさを認め、ほめ、「自己有用感」を育てる教師 

６ 教えるのではなく学ばせ、児童生徒に学び方を指導する教師 

７ 児童生徒の好奇心をゆさぶり、学習意欲を引き出せる教師 

８ 各時間のめあてを示し、児童生徒に達成感を味わわせる教師 

９ 学び合いを促すことで、児童生徒に学びがいを実感させる教師 

10 ＩＣＴ機器を有効に活用し、児童生徒の理解を深めさせる教師 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更予定 
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（４） 指導の重点  （○…平成３０年度の成果 ▲…平成３０年度の課題） 
 

① 学校（園）経営 

○ コミュニティ・スクールの全校実施に向け、市では「学校運営協議会運営の手引き」を作成・配布し、

各校における学校運営協議会の設置に向けた準備を進めることができた。 

▲ 新学習指導要領実施に向け、移行期間中の指導計画を適切に作成するとともに、全面実施に向けて

の準備を行う。 

 
ア カリキュラム・マネジメントの確立 

(ア) 新学習指導要領の理念や内容についての理解を深め、移行措置を確実に実施する。 

(イ) 各教科等の教育内容を相互の関係で捉え、必要な教育内容を組織的に配列し、更に必要な資源を投

入する。 

(ウ) 管理職のみならず全ての教職員がその必要性を理解し、日々の授業等についても、教育課程全体の中

での位置付けを意識しながら取り組む。 

 

イ 児童生徒の学力向上と家庭や地域社会との積極的な連携及び協働 

(ア) 確かな指導力と学び続ける使命感を備えた教員の資質向上を目指し、学校の教育課題を明確にして児

童生徒の学力向上策を推進する。 

(イ) 学校としての説明責任を果たし、家庭や地域社会との積極的な連携及び協働を一層深め、魅力ある教

育活動を展開する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

② 学級経営 

○ 全国学力・学習状況調査の質問紙調査では、「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思い

ますか」で「はい」と答えた上尾市の小学生は５４．３％（全国４２．５％）、中学生は３５．１％（全国３２．

５％）となっており、全国に比べて市内の児童生徒に自己有用感が育まれている。 

▲ 学力向上と生徒指導の一体的な取組を展開するために、各種質問紙調査及び hyper-ＱＵ調査等の

分析をもとに実態を把握し、児童生徒が安心して学校生活を送ることができる学級づくりをより一層推進

する。 

学習指導要領総則の構造とカリキュラム･マネジメントのイメージ 

文部科学省『新しい学習指導要領の考え方―中央教育審議会における議論から改訂そして実施へー』より 
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▲ 不登校対策として授業の充実を図るとともに、児童生徒に自己有用感をもたせるために「全ての児童

生徒の『心の居場所』となる学級づくり」を行う。 

 

ア 学校の教育目標の達成を図る学級経営 

(ア) 学校（園）の経営方針に基づき、幼児児童生徒の実態、保護者の願いなどを踏まえた学級目標を設定

する。 

(イ) 学級目標の達成に向けて努力目標を明確にし、教育活動全体を通じて幼児児童生徒理解を深め、信頼

関係や好ましい人間関係を育てるようにするとともに、魅力ある学級づくりに努める。 

（ウ）幼稚園においては、新学習指導要領の趣旨を踏まえ、教育課程の見直し、工夫、改善に努める。 

 

 イ 教職員間の協力と創意工夫を生かした学級経営 

(ア) 教員間の共通理解を図りながら、集団の発達の特性や学級の実態等に即した学級経営案を作成し、意

図的、計画的な教育実践に努める。 

(イ) 多面的、共感的な幼児児童生徒の理解に努め、児童生徒一人一人の能力・適性を生かした指導を学

校生活のあらゆる場面で総合的に行う。 

(ウ) 入学時や新学期当初の時期にはガイダンス機能の充実に努め、不安を解消し、新しい学校、学級生活

へ適応できるよう配慮する。 

 

 ウ 豊かな心の育成と児童生徒が様々な活動に自主的、実践的に取り組む学級経営 

(ア) 学級担任は、学びの基盤となる学級づくりに努めるとともに、児童生徒一人一人に目標をもたせ、主体的

に活動する態度を養い、確かな学力、豊かな心、健やかな体を育成する。 

(イ) 学級会などの話合い活動を通して、学級や学校における生活づくりへの参画を図るとともに、児童生徒一

人一人が認められ、よさや可能性を発揮し、他者の失敗や短所に寛容し、共感できる雰囲気の醸成に努

める。 

(ウ) 幼児児童生徒が「心の居場所」となり、充実した学校生活が送れるように支持的雰囲気のあるよりよい人

間関係の形成に努める。 
 

③ 学習指導 

○ 児童生徒が主体的に見通しを立てて課題を解決し、対話的に学び合う活動を取り入れた学習指導が

展開されている。 

○ ＩＣＴ機器を活用し、視覚的に事象を捉えさせることで児童生徒の興味関心を高めたり、個々の考えを

共有したりする学習指導が展開されている。 

○ 児童生徒のつまずきを捉え、個に応じた指導が充実されつつある。 

▲ 児童生徒が学習内容や学びの過程を振り返る活動の時間を確保し、知識・技能の習得を図るとともに

次の学習につなげる。 

▲ 学習内容の定着の見届けと適切な評価を行うとともに、保護者等と連携して家庭学習の習慣化を図

る。 

▲ 話合い活動においては、ねらいに迫る「深い学び」にするために、児童生徒に具体的な話合いの視点

を与える。 

▲ 学習のねらいに迫るために、ＩＣＴ機器を効果的に活用する。 

▲ 国・県・市の学力調査等の結果を分析して実態や課題を把握し、効果のあった取組を実践、検証す

るとともに、「学力向上プラン」等により計画的に改善を図る。 

 
 ア 生きて働く「知識及び技能」の習得 

(ア) 基礎的・基本的な知識・技能（学習指導要領に示された学習内容）の着実な定着に努めるとともに、既

存の知識と関連付けたり組み合わせたりしていくことにより学習内容を深く理解し、生活や授業などの様々

な場面で活用できる「生きて働く知識・技能」の定着を図る。 

 

 イ 未知の状況にも対応できる「思考力、判断力、表現力等」の育成 

(ア) 日常事象などから問題を見出し、その問題を定義して解決の方向性を決定し、解決の計画を立てて結

果を予測しながら実行し、振り返って次の問題の発見ができるような学習活動の展開に努める。 

(イ) 精査した情報を基に自分の考えを表現したり、目的や場面、状況等に応じて互いの考えを適切に伝え合
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い、多様な考えを理解したり、集団としての考えを形成したりしていく言語活動の充実を図る。 

(ウ) 思いや考えを基に自らの考えを構想し、意味や価値を創造していく過程を重視する。 

 

 ウ 学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力、人間性等」の涵養 

(ア) 主体的に学習に取り組む態度も含めた学びに向かう力、自己の感情や行動を統制する力、自らの思考

の過程等を客観的に捉える力の育成に努める。 

(イ) 児童生徒一人一人が幸福な人生を自ら創り出していくために、よりよい生活や人間関係を自主的に形成

する態度の育成に努める。 

 

④ 生徒指導 

○ 各学校が、児童生徒の成長を促す積極的な生徒指導に取り組んでいる。 

○ 各学校では、いじめを積極的に認知し、組織的に指導や見守りを行っている。 

○ 各学校では、いじめを正確に漏れなく認知するために、いじめの認知に関する考え方の共通理解を図

っている。 

▲ 校内の生徒指導体制を一層充実させる。教職員一人一人の役割を明確にするとともに、全教職員共

通理解の下に協力して指導し、効果的な生徒指導を推進する。 

 

ア いじめを許さない気運の醸成 

(ア) 教師と児童生徒及び児童生徒相互の好ましい人間関係の育成に努める。 

(イ) 児童生徒一人一人が自己有用感をもち、生き生きと生活できる集団の形成に努める。 

(ウ) 望ましい集団活動の指導の充実と他の教育活動との関連を図る。 

 

 イ 校内生徒指導体制の充実 

  (ア) 全教職員による自校のいじめ防止基本方針の共通理解に基づいた校内指導体制を確立し、各教科等の

指導と関連を図りながら積極的な生徒指導を推進する。 

  (イ) 児童生徒一人一人が積極的に自己を生かすことができるよう教育活動全体を通して指導・援助し、児童

生徒が定めた目標に向けて努力する態度や能力を育成する。 

 (ウ) 指導方針を家庭や地域へ伝えるとともに、連携して児童生徒の健全育成に努める。 

 

⑤ 進路指導・キャリア教育 

○ 進路講演会、ふれあい講演会、職場体験などの啓発事業が計画的に行われている。 

○ 中学校の教員が小学校で「出前授業」を行うなど、小学校との連携を図っている。 

○ 高等学校の教員を招聘して中学校で「出前授業」を行うなど、高等学校との連携を図っている。 

▲ 小学校段階からの発達段階に応じた進路・キャリア教育を充実させる。 

▲ 不登校児童生徒への進路・キャリア教育を充実させる。 

 

 ア 個に応じたきめ細かい進路指導の充実 

  (ア) 社会との接続を意識して、地域・幼(保)小・中の円滑な連携を意図的、計画的、組織的に推進する。 

 (イ) 職業選択・学校選択に終わることなく、将来、児童生徒の自らの意志と責任で選択決定できるよう、進路・

キャリア教育の意義を踏まえた指導・援助に努める。 

  (ウ) ｅラーニングを有効に活用し、どの児童生徒にも学力を保証する指導を行い、自立する力の育成に努める。 

 

⑥ 道徳教育 

○ 道徳教育における全体計画、別葉、年間指導計画が作成され、道徳科・道徳の時間と各教科等との

関連が位置付けられている。 

○ 学級における指導計画が各校で作成され、全体計画を各学級の児童生徒の実態に合わせて行う道

徳教育について具体化している。 

▲ 校長の方針の下に、学校の教育目標を踏まえ、道徳教育の重点目標、各学年の重点目標を設定す

る。道徳科・道徳の時間を要として、学校の教育活動全体を通じて、方針に基づいた道徳教育を充実

させる。 

▲ 教師と児童生徒の信頼関係及び児童生徒相互の人間関係を深め、家庭や地域社会と連携を図りな

がら、豊かな体験を通じ、内面に根差した道徳性を育成する。 
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 ア 人間としてよりよい生き方を考え、実践できる児童生徒の育成 

  (ア) 全体計画を常に活用し、全教育活動が有機的に関連し合い、意図的、計画的、組織的に道徳教育を推

進する。 

  (イ) 校長の方針の下、道徳教育推進教師を中心とした校内の指導体制を充実させ、全体計画の具体化や改

善にかかわる共通理解に努める。 

  (ウ) 教職員と児童生徒の信頼関係及び児童生徒相互の好ましい人間関係を確立し、家庭と連携して「規律あ

る態度」をはじめとする基本的な生活習慣や社会生活上のきまり、基本的なモラルの育成などに関わる道

徳的実践の指導の充実、定着を図る。 

 (エ) 教師と児童生徒の信頼関係及び児童生徒相互の人間関係を深め、家庭や地域社会と連携を図りながら、

豊かな体験を通じ、内面に根差した道徳性を育成する。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 学校教育相談 

○ 学校やさわやか相談室相談員、教育センター相談員が密に連絡を取り合い、効果的な相談活動を

進めることができた。 

▲ 増加傾向にある不登校や発達障害等に対する基本的な対応の仕方について教員一人一人の理解

を深めるとともに、学校や関係機関の果たす役割を明確にして連携を図る。 

 

ア 学校教育相談体制の充実 

(ア) 教育計画全体の中に学校教育相談を位置付けるとともに、学級等における学校教育相談の具体的な実

H29年度道徳教育指導者養成研修ブロック説明会 行政説明資料より 
(独立行政法人教職員支援機構・開催県教育委員会主催,文部科学省共催) 

道徳科の目標の構造 



44 〔 １ 学校教育の指導の重点 〕 

施計画を作成し、実践する。 

(イ) 教育相談部会において、教育相談主任が中心となり各児童生徒の情報を的確に把握し、見立て・対応

策を検討するとともに、関係教職員による具体的な対応策の共通理解及び情報の蓄積・引継を行う。 

(ウ) 学校教育相談を効果的に進めるために、教育相談主任を中心に、教職員、教育相談員、スクールカウン

セラー、スクールソーシャルワーカー等が児童生徒一人一人の情報を的確に把握し、連携・協働していく

体制の充実に努める。 

(エ) 学校教育相談を進めるに当たっては、上尾市教育センター、県立総合教育センター、児童相談所等の

相談機関と緊密な連携を図る。その際、各学校が相談機関と学校の果たす役割を明確にし、相互に協力

しながら児童生徒の支援に当たる。 

 

 イ 相談活動の活性化 

  (ア) 日常の相談活動や定期相談等を組織的・計画的に行い、児童生徒が相談しやすい雰囲気を醸成すると

ともに、不登校を未然に防止する教育活動の工夫・改善を図る。 

 (イ) 不登校傾向の児童生徒に対しては、早期に相談活動を実施し、共感的理解の下に組織的・継続的に支

援する。 

 (ウ) 教職員一人一人が、児童生徒理解に基づいた教育活動を推進するために、研修等を通してカウンセリン

グ理論の習得や技法の向上に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 体育 

○ 児童生徒自らが運動の課題を解決できるような指導計画の工夫が各校で行われている。 

▲ 個々の運動経験や技能の程度、学校や地域の特色、児童生徒の心身の発達の段階や特性等に応

じた指導計画や小学校６年間、中学校３年間を見据えた指導計画を整備する。 

 

 ア 児童生徒が主体的に運動する授業の実践 

 (ア) 発達の段階のまとまりを考慮し、指導内容を整理し体系化を図り、指導計画や学習過程を工夫するととも

に、児童生徒一人一人の能力・適性等に応じた課題をもたせ、課題解決に必要な学習の場を工夫し、適

切な評価を行い指導に生かす。 

 (イ) 健やかな体と豊かな心をもった児童生徒の育成を目指し、地域や学校の実態を十分考慮して活動時間

や活動内容などを工夫するとともに、体育施設・設備の計画的な整備及び児童生徒の安全確保に努め

る。 

 

⑨ 健康教育 

○ 養護教諭や栄養教諭など専門的な知識をもつ教職員と連携した授業が数多く実践されるようになっ

た。 

▲ 指導方法の工夫改善を図り、健康に関する課題を解決する学習活動を実施する。 
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 ア 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 

  (ア) 関連教科における保健学習においては、児童生徒の健康増進に必要な知識の習得を重視した上で、健

康に関する課題を解決する学習活動を実践的・科学的に行う。 

  (イ) 保健指導においては、学級活動、学校行事等において、身近な生活における具体的な健康問題を取り上

げ、自らの健康を適切に管理していく思考力・判断力・表現力等を育成し、健康な生活を送ることができる

実践力を育てる。 

 

⑩ 人権教育 

○ 管理職や教職員対象の研修、講義形式や施設体験型の研修など、人権教育に関わる充実した研修

を行うことができた。 

○ 上尾市人権教育小中学校研究会において、充実した研究活動が行われている。 

 ・人権作文・標語集（第２５集）の全児童生徒への配布 

 ・「かがやき」や「事業報告集」による啓発 

 ・人権教育授業実践及び実践報告 

▲ 各学校の授業において人権感覚育成プログラムを十分に活用する。 

 

ア 教育活動全体を通した人権教育の推進 

  (ア) 人権問題を正しく理解し、人権感覚を身に付け、様々な人権課題を解決しようとする児童生徒の育成に

努める。 

  (イ) 学校が、保護者や地域社会と連携し、学校の実態に応じた全体計画・年間指導計画を作成する。また、

年間指導計画には県の示す９つの「人権感覚育成のための視点」（人間の尊厳・価値の尊厳、コミュニケ

ーション能力等）を位置付ける。 

  (ウ) 人権感覚育成プログラムを活用し、「自分の大切さとともに他の人の大切さを認めること」ができる豊かな人

権感覚の育成に努める。 

  (エ) 各学校においては、様々な人権課題に対応した校内研修を更に充実させ、教職員 

の人権意識の高揚を図る。 

 

⑪ 特別支援教育 

○ 児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じた適切な指導及び必要な支援が多く見られた。 

▲ 個別の教育支援計画を作成するなど、長期的視点に立ち一貫した支援を行う。 

▲ 通常の学級に在籍する障害のある児童生徒について、学校全体で適切な支援を計画的に行う。 

 

 ア 発達障害を含む障害のある児童生徒への適切な指導の充実 

(ア) 児童生徒 一人一人の教育的ニーズに応じた、特別の教育課程や「個別の教育支援計画」「個別の指

導計画」の定期的な見直しと改善に努める。 

(イ) 各学校が、特別支援教育コーディネーターを中心とした校内支援体制の整備と充実を図る。 

(ウ) 保護者や医療、福祉等の関係機関と連携して個別の教育支援計画を作成するなど、長期的視点に立ち

一貫した支援を行う。 

 

 イ 小・中学校の通常の学級に在籍する障害のある児童生徒への支援の充実 

(ア) 小・中学校の通常の学級に在籍する障害のある児童生徒については、特別支援学校の助言・援助を活

用しつつ個別の指導計画を作成し、学校全体で児童生徒一人一人に応じた適切な支援を計画的に行う。 

(イ) 小・中学校においては、児童生徒の実態に応じて、特別支援学級の弾力的な運用や通級による指導等

を進める。 

 

⑫ 国際理解教育 

○ 各学校が、外国語活動、外国語、総合的な学習の時間等を中心としてグローバル化の視点に立った

取組を推進している。 

○ ＡＬＴとのティーム・ティーチングを通し、児童生徒の主体的なコミュニケーション能力を育成している。 

▲ ＡＬＴや地域の在日外国人の方との交流会など異文化理解、多文化共生の視点に立つ教育を推進

する。 
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ア 具体的、継続的な指導の実現 

(ア) 外国人児童生徒や帰国児童生徒の能力や特性を伸ばすとともに、多文化共生の観点から人権に配慮し、

他の児童生徒との相互啓発を図る。 

(イ) ＡＬＴや地域の在日外国人の方の協力を求め、国際理解教育の充実を図り、グローバル化社会に対応で

きる人材の育成に努める。 

(ウ) 外国語で主体的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成する。 

(エ) 国際社会の様々な課題を自らの課題として捉え、身近なことから取り組むことで、国際協力・国際貢献に

対する意識の醸成に努める。 

 

⑬ 情報教育 

○ 情報機器を活用した全体計画、年間指導計画が作成され、教科等の中に情報教育が具体的に位置

付けられている。 

○ デジタル教科書を効果的に活用した授業が実践されている。 

▲ 「情報モラル教育実践ガイダンス」（国立教育政策研究所）や「情報モラル教育指導資料」（埼玉県教

育委員会）を参考に、教育活動全体を通して、情報モラル等の指導の充実を図る。 

▲ パソコン室を積極的に使用し、学習支援ソフトを十分に活用する。 

▲ 小学校においては、教科の特性に応じて、「プログラミング的思考」を育む内容を取り入れる。 

 

 ア 情報教育の推進 

  (ア) 「情報活用の実践力」「情報の科学的な理解」「情報社会に参画する態度」をバランスよく指導し、普段の

生活の中で適切に活用できるまでの能力育成に努める。 

  (イ) 情報教育（機器の操作、情報活用、情報モラル指導等）を具体的に教科等の指導計画に位置付け、教

職員の共通理解の下、各教科等の特質に応じてＩＣＴを適切に使用して継続して指導する。 

 

 イ プログラミング教育の推進 

  (ア)小学校では、各教科等の学習活動に「プログラミング的思考」を育む内容を取り入れ、教科の特性に応じ
たプログラミング学習を推進する。 

 

⑭ 環境教育 

○ 全体計画、年間指導計画を作成し、各学校が特色を生かした取組を行っている。 

▲ 教職員の共通理解に基づいた環境教育の推進体制を確立する。 

▲ 各学校において、実態等に基づいた全体計画を作成し、児童生徒が主体的に学習できるように指導

方法を工夫・改善する。 

 

 ア 教職員の共通理解に基づいた環境教育推進体制の確立 

  (ア) 環境への理解を深め、環境を大切にする心と態度を育成し、環境の保全に向けて、主体的に行動できる

実践的な態度や資質、能力の育成を図る。 

 (イ) 環境教育の推進に当たっては、各学校では、学習指導要領の趣旨を踏まえ、文部科学省や環境省、県

教育委員会発行の指導資料等を活用した研修を計画的に実施する。 

 

 イ 各教科等の連携を図った全体計画・年間指導計画の作成と指導の工夫・改善 

  (ア) 学校教育における環境教育の重要性を踏まえ、地域や学校、児童生徒の実態等に基づき、各教科、特

別の教科 道徳、総合的な学習の時間、特別活動等、相互の連携を図った全体計画を作成する。 

  (イ) 安全に十分配慮した上で、体験的な活動を取り入れるなど、児童生徒が主体的に学習できるように指導

方法の工夫・改善に努める。 
 

⑮ ボランティア・福祉教育 

○ 児童生徒の実態や発達段階に配慮し、各教科、総合的な学習の時間及び特別活動等においてボラ

ンティア活動・福祉体験が推進されている。 

▲ 体験活動のねらいを明確にする。 
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ア 発達段階に即したボランティア活動・福祉体験の推進 

  (ア) 各教科等において体験活動を実施する際は、そのねらいを明確にし、教育効果を高めるように努める。 

  (イ) 指導方法・指導内容を創意工夫し、地域の人々や社会福祉施設等の理解・協力を得ながら、各学校の

実態に応じたボランティア・福祉教育を推進する。 

 

⑯ 男女平等教育 

○ 男女平等の重要性、男女の相互理解と協力、男女共同参画の大切さなど、男女共同参画の視点に

立った教育が行われている。 

 
ア 男女共同参画社会の実現を目指す教育の推進 

  (ア) 児童生徒一人一人が個性や能力を発揮して自らの意志によって行動できるよう、学校教育において男女

平等意識を高める教育を推進する。 

  (イ) 校内研修等を通して教職員の共通理解を図り、教育活動全体を通じて、組織的、計画的、継続的な指導

を行うよう努める。 

  (ウ) 男女平等教育のねらいや取組について、家庭や地域の人々の理解と協力を得ながら、男女が互いに理

解し、協力していく態度の育成を図る。 
 
⑰ 学校図書館教育 

○ 司書教諭、アッピースマイル学校図書館支援員等が中心となって、学校図書館の充実に取り組み、

授業等で活用しやすい環境や読書に対する関心を高める環境を整備し、利用者の増加等を図ってい

る。 

▲ 調べ学習や新聞を活用した学習など、各教科等の様々な授業で実施する。 

▲ 児童生徒が読書に親しむ機会を増やすために、計画的に読書活動を推進する。 

 
ア 学校図書館を活用した授業の充実 

  (ア) 教科等の授業において、学校図書館の「読書センター」「学習センター」「情報センター」としての役割を十

分に機能させるように努める。 

 (イ) 各教科等においては、団体貸出等も含め、図書・新聞・視聴覚資料等を利活用した学習を通して、児童

生徒の「思考力・判断力・表現力等」を育む授業の充実に努める。特に、探求的な学習活動等では、情報

の収集・選択・活用などの情報活用能力を育む。 

 

 イ 学校図書館の充実 

  (ア) 司書教諭等を中心とした教職員の共通理解、協力体制を確立させる。特に、開館時間の確保、心の居場

所としての学校図書館経営、読書好きな子供の増加に努める。 

 (イ) 学校図書館の利用に関しては、利用方法の基本的な知識を身に付けさせるとともに、マナーなどの指導を

徹底する。 

 ウ 計画的な読書活動の推進 

  (ア) 年間指導計画に各教科等における学校図書館の活用を位置付け、授業において計画的、継続的に図

書・新聞・視聴覚資料等の利活用に努める。 

  (イ) 教育活動全体を通じて多様で計画的な読書指導を推進し、児童生徒の読書に親しむ態度を育成し、読

書習慣を身に付けさせる。 

 

⑱ 交流及び共同学習 

○ 各校の実情に合わせた、交流及び共同学習が行われている。 

▲ 障害のある児童生徒と障害のない児童生徒が同じ仲間であるという意識を育てる。 

▲ 単に交流する機会をもつだけでなく、共に学び合い、全ての児童生徒に成果が期待できる共同学習を

重視する。 

 
ア 共生社会の形成を目指した教育の推進 

  (ア) 障害のある児童生徒と障害のない児童生徒が、共に学び、互いに触れ合うことを通して、同じ仲間として

共生社会を形成する一員であるという意識を育てる。 
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  (イ) 障害のある児童生徒が、在籍する学校や学級以外においても、「同じ学校、同じ学級の子供」として学習

活動を行うことができる支援籍学習の推進を図り、児童生徒一人一人の違いを認め合える共生社会の形

成を目指した教育の推進に努める。 

 

 イ 全体計画に位置付けた計画的、継続的な実施 

  (ア) 支援籍学習等の交流及び共同学習は、直接触れ合い共に学習する場合と、作品や手紙の交換等による

間接的な交流とがあり、計画・実施に当たっては、地域や学校、児童生徒の実態に即して活動の種類や

時期、実施方法等を適切に定める。 

  (イ) 計画の策定に当たっては、障害のある児童生徒と障害のない児童生徒が、単に交流する機会をもつだけ

でなく、共に学び合い、全ての児童生徒に成果が期待できる共同学習の側面をより重視する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（5） 指導の努力点 （○…平成３０年度の成果 ▲…平成３０年度の課題） 

① 国語 

○ 授業の見通しや振り返りを位置付けた授業が増えている。 

○ 学習過程を明確にし、児童生徒が学習する目的を理解した授業が増えている。 

▲ 指導事項の系統性を明らかにし、ふさわしい言語活動を設定した授業をする。 

▲ 授業における話合い活動において、目的や方向性を児童生徒に理解させる。 

▲ 児童生徒が自分の考えをノートやワークシートに記述する時間を十分に確保する。 

 

ア 言語活動を通して指導事項を指導する単元展開 

  基礎的・基本的な知識・技能を活用して課題を探求できる言語能力を身に付けさせるために、言語活動を

通して指導事項を指導する。その際、主体的・対話的で深い学びの視点から言語活動を充実させ、学びの

質の向上を図る。また、授業を通じて、言語のどのような知識・技能を身に付けさせ、どのような思考力・判断

力・表現力等を育てるかを明確にして指導する。既習事項とともに授業を通して身に付けた力を児童生徒が

自覚し、その後の学習や日常生活において活用してみようという意欲につなげる。 

 

イ 学年間の系統性を明らかにした指導計画の作成・活用・検証 

  小学校６年間、中学校３年間の学習の系統性を明らかにした指導計画を作成し、見通しをもって指導を展

開するとともに、評価結果や各種調査結果の分析を踏まえ、修正や重点化・焦点化・系統性に係る検証を加

えるなどして活用する。 

資質・能力の育成と主体的・対話的で深い学びの関係 

中央教育審議会『幼稚園、小学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改
善及び必要な方策等について（答申）』補足資料より 
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ウ 学習の達成状況を明確にした学習活動に即した指導と評価 

  学習内容を身に付けた姿がどのようになっていればよいのかを具体的に表して指導に当たり、学習の定着状

況を確実に見届けて評価し、その後の指導に生かす。また、授業の目標・単元の評価規準の整合性を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 社会 

○ 基礎的・基本的な知識や技能を定着させ、それらを活用して考える問題解決型の授業が広く行われて

いる。 

○ 主体的・対話的で深い学びのための授業改善が積極的に行われている。 

▲ 知識・技能を着実に習得させ、資料活用能力を育成する授業を展開する。 

▲ ペアやグループなどでの学習活動において、課題を追求したり解決したりする話合いを行う。 

 
ア 地域や学校、児童生徒の実態を生かした指導と評価の計画の作成 
   主体的・対話的で深い学びの実現に向けて、言語活動の充実を図り、評価規準や評価方法を明確にして評

価を行う。また、地域素材の教材化と観察や調査・見学などの体験的な学習を充実させる。 
 
 イ 基礎的・基本的な知識や技能の確実な習得と、それらを活用して考える授業展開の工夫 

   児童生徒による、見通しと振り返りのある主体的な学び、話合いや討論による対話的な学びを重視する。その

際、基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得し、それらを活用して考える授業展開を工夫する。 
 
 ウ 人間尊重の精神と国際社会に生きる日本人としての自覚をもつ児童生徒の育成 

   平和で民主的な国家・社会の形成者として互いに個人の尊厳と基本的人権を尊重し、日本人としての自覚

をもって国際社会で主体的に生きる児童生徒を育成する。 
 

③ 算数、数学 

○ ＩＣＴ機器を効果的に使う等、教材・教具を工夫し、児童生徒の興味関心や学習意欲を高める導入が行

われている。 

○ 問題の解決に向けて見通しをもたせる等、児童生徒が数学的な見方・考え方を働かせ、主体的に学習

する授業が増えている。 

○ 自力解決や話合い活動を行う等、主体的、対話的な活動を位置付けた授業改善が行われている。 

▲ 学びの過程を質的に高めるという視点で、授業の工夫・改善に取り組む。 

▲ 授業のねらい「何を学ぶか」を明確にし、ねらいに迫るための問題発見・課題設定や、よりよい考えに高

めたり思考を深めたりするための発問を工夫する。 

▲ 児童生徒一人一人の学習内容の定着状況を確実に見届け、適用問題や振り返りの活動の時間を確保

し、適切に評価する。 

 
 ア 自校の課題を明確にした年間指導計画・学力向上プランの改善・充実 

   上尾市立小・中学校学力調査、県学力・学習状況調査、全国学力・学習状況調査問題の趣旨を理解する

とともに、調査結果から学習状況を把握し、児童生徒一人一人の伸びや授業改善の成果、自校の課題を明

確にする。 

全国学力・学習状況調査問題を活用した授業を実施するなど、出題の趣旨を踏まえた授業改善を行い、

児童生徒の学力向上に資する指導方法の工夫・改善を図る。 
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イ 児童の実態に即した指導と評価の改善と充実 

   小・中学校の指導内容の系統や領域間の指導の関連を踏まえ、児童の実態に即した指導と評価の計画を

作成する。児童が主体的に学習できるよう教材研究の充実を図るとともに、児童一人一人の一単位時間ごと

の学習内容の定着状況を確実に見届けられる指導方法の工夫・改善を図る。 

 

 ウ 学ぶことの楽しさと充実感のある学習展開の工夫とより一層の数学的活動の充実 

   数学的な見方や考え方を働かせ、数学的活動を楽しさやよさを実感し、算数、数学を学習することの意義や

必要性を感得させる。また、問題解決的な学習などを通して、粘り強く取り組む態度を育成するとともに、多

様な見方や考え方を説明したり話し合ったりする活動を通してよりよいものを追究し、学習内容を振り返って

生活や学習に活用する態度を育成する。 

 

④ 理科 

○ ＩＣＴ機器を用いて、児童生徒の興味関心を高める導入が行われている。 

○ 観察・実験を積極的に行い、体験的な学習をする機会が多く設定されている。 

▲ 小・中学校の学習内容の系統性を踏まえ、指導内容の重点化を図る。 

▲ 理科を学ぶことの意義や有用性を実感できるよう、日常生活や社会との関連を重視した指導を行う。 

▲ クラス単位で観察、実験を実施することを想定した予備実験や事前調査を行うなどの安全管理を徹底

する。 

 
 ア 学習目標の明確な設定と指導計画の活用・改善 

   小・中学校の学習内容の系統性を踏まえ、日常生活に見られる自然現象や他教科、 

特別の教科 道徳等との関連に留意しながら、指導内容を重点化する。 

 

 イ 主体的・対話的で深い学びにつながる活動の重視と指導方法の工夫 

   児童生徒が自ら問題を見いだし、見通しをもって観察、実験を行うなどの、体験的な学習や問題解決的な学

習を重視した指導を行う。その際、既習の知識・技能を活用するなど、理科の見方・考え方を働かせる学習

場面の工夫により、自然に対する興味・関心を高めるとともに、理科で育成を目指す資質・能力を身に付けさ

せる。また、日常生活や社会との関連を重視した指導を行うことにより、理科を学ぶことの意義や有用性を実

感できるよう指導の工夫に努める。 

 

 ウ 学習環境の整備・充実と事故防止 

   理科室の整備・充実を図り、積極的に活用する。また、学校内外の自然環境の教材化を進めるとともに、図

書館、博物館等と積極的に連携し、協力を図る。 

観察、実験等に当たっては、クラス単位で実施することを想定した予備実験や事前 

調査を行うなどの安全管理を徹底するとともに、万一の事故等に備えた校内体制を全 

教職員で共有しておく。また、児童生徒に観察、実験等の基本的な技能や態度を身に付けさせ、安全対策

に目を向けさせることで事故防止に努める。 

 

⑤ 生活 

○ 学校や地域の特色を生かした体験活動が積極的に行われている。 

▲ 児童の気付きの質を高める授業を展開する。 

▲ 円滑な接続を図るスタートカリキュラムを活用する。 

 
 ア 学校や地域の特性、児童の実態を生かした指導計画の改善 

   ２年間を見通した年間指導計画を見直すとともに、児童が身近な人々、社会及び自然と関わる活動や体験

を充実させる。教育課程全体を視野に入れたスタートカリキュラムに学校全体で取り組めるようにする。 

 

イ 主体的・対話的で深い学びのある授業の実現 

   体験活動と表現活動の相互作用を意識して身近な生活に関わる見方・考え方を生かし、主体的・対話的で

深い学びの実現を図る。そのために、具体的な活動や体験に位置付け、言葉などで活動や体験を振り返り、

表現したり、伝え合い交流をしたりする場を工夫したりする。また、試行錯誤や繰り返す活動、見付ける、比べ

る、たとえる、試す、見通す、工夫する等の多様な学習活動の設定等、気付きの質を高める授業の展開に努
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める。 

   評価を行うに当たっては、多様な評価資料を関連させ、多面的に評価することで、一人一人の児童の学習

状況に即した指導に生かしていくようにする。 
 

⑥ 音楽 

○ 合唱や合奏などの技能の指導だけでなく、音楽づくり、鑑賞など、各活動がバランスよく計画されている。 

▲ 指導のねらいや手立てを明確にし、児童生徒が主体的に学習に取り組み、感性を高め、思考・判断し、

表現する一連の流れを大切にした学習の充実を図る。 

 

 ア 学年間・校種間の連続性や系統性を踏まえた指導と評価の計画の作成と活用 

   指導計画の作成について目標及び内容を十分に踏まえ、児童生徒や学校地域の実態等を考慮し、学校

間・校種間の連続性や系統性、他の教育活動との関連を図るとともに歌唱、器楽、創作、鑑賞の各活動の

充実に努める。 

 

 イ 感性を高め、思考・判断し、表現する過程を重視した学習指導の工夫 

   児童生徒が楽しく音楽活動とかかわり、直接的な音楽体験を通して主体的に学習を進めることができるような、

指導のねらいや手立てを明確にした授業展開を工夫する。音や音楽によるコミュニケーションを図りながら、

協働して音楽活動する楽しさを感じ取らせるような指導を工夫する。 

 

⑦ 図画工作、美術 

○ 「学習のねらい」や見通しと振り返りを意識した授業や、ＩＣＴ機器を効果的に活用する授業が多く行われ

ている。 

▲ 表現及び鑑賞に関する資質・能力を相互に関連させた学習活動を工夫する。 

▲ つくりだす喜びを十分に味わい、造形的な創作活動の基礎的な能力を培う授業を展開する。 

  
 ア 児童生徒一人一人の資質や能力を高める指導と評価の改善・充実 

   児童生徒一人一人の造形的な見方・考え方を大切にし、個性を生かして活動できるよう、学習活動や表現

方法に幅をもたせた柔軟な指導を行う。 

  

 イ つくりだす喜びを十分に味わい、造形的な創作活動の基礎的な能力を培う授業展開の工夫 

   学習のねらいを明確にするとともに、振り返りの機会を設定し、指導と評価の一体化に努める。 
 

⑧ 家庭、技術・家庭 

○ 生活や社会の中から課題を設定して、それを解決しようとする学習過程を踏まえた授業が積極的に行

われている。 

▲ 「生活の営みに係る見方・考え方」「技術の見方・考え方」を働かせ、習得した知識・技能を活用し、課

題を解決する力や生活を工夫しようとする実践的な態度を養う指導及び評価の工夫・改善に努める。 

 
 ア 資質・能力の育成に向けた題材及び指導計画の工夫 

   日常生活の中から問題を見出して課題を設定し、解決に向けて計画、実践、評価・改善し、さらに家庭や地

域で実践するなどの学習過程を踏まえた題材の構成を図る。 

 

 イ 資質・能力の育成に向けた指導・評価の工夫・改善 

   ねらいを達成した児童生徒の姿を具体的に想定した評価規準を設定し、学習状況を的確に把握できる評価

場面や評価方法を工夫・改善する。 

 

⑨ 体育、保健体育 

○ 『学習規律を確立させ、力いっぱい運動し、思いっきり汗をか「楽しい」く体育授業』が各校で実践されて

いる。 

▲ スピード、柔軟性、投力を育て、バランスの取れた体力向上を進める。 

▲ 児童生徒の課題解決のための場の設定とそれに応じた指導を行う。 
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ア 学習活動と学習内容を明確にした指導計画の作成 

   学校や地域の実態及び児童生徒の心身の発達の段階や特性等を十分考慮して、小学校では２学年間及び

６学年間を、中学校では３学年間を見通した指導計画を作成し、日常的な活用及び見直しを図る。 

  

イ 学習指導の充実 

   児童生徒に身に付けさせたい資質・能力の三つの柱を各学年で明確かつ具体的に示し、指導すべきことを

徹底して指導する授業の工夫・改善を図る。 

 

⑩ 道徳科 

○ 登場人物の心情理解に偏った形式的な指導にとらわれず、いろいろな指導方法に挑戦しようとする授

業が広く行われている。 

▲ どの指導方法を用いても、道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を広い視野から

多面的・多角的に考え、人間としての生き方についての考えを深める学習の着実な実践と充実を図

る。 

▲ 児童生徒が、自らを振り返り成長を実感したり、これからの課題や目標を見付けたりすることができるよう

な話合い（対話）の時間を確保し、個々の成長を認め、励ます評価を行うとともに、自らの指導を評価し、

改善に努める。 

 
 ア 道徳科における学習指導の創意工夫 

   教科書に加え「彩の国の道徳」などの地域教材を活用し、児童生徒自らが道徳的価値を実現するための課

題や目標、及び道徳性を養うことのよさや意義について考えることができるよう指導を工夫する。また、児童

生徒が主体的に考えることができるように問題解決的な学習や体験的な学習を取り入れるなど、指導のねら

いや教材に応じて効果的な学習を設定し、「考え、議論する道徳」への転換を図る。その際、学習指導が形

式化することがないよう十分留意する。 
 
 イ 家庭・地域社会との共通理解を深める工夫 

   学校は、家庭・地域社会に道徳の授業を公開したり、学校便り等で道徳教育の取組を紹介したりして、理解と

協力を得る。また、「家庭用『彩の国の道徳』」などの資料を活用し、全ての教育活動において保護者や地域

の人々とともに同じ視点に立って指導できるように工夫する。 
  
 ウ 評価の工夫と授業改善 

   道徳科における評価は、道徳科の学習活動に着目し、児童生徒が自らの成長を実感し、意欲の向上につな

げていくことができるようにする。 

道徳的諸価値について理解を基に、自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、自己（人間としての）

生き方についての考えを深める学習を通して、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる。 

多面的・多角的な見方へと発展しているか、児童生徒の学習状況の把握を基にして、教師自らの指導を

評価し、指導の改善・充実に取り組む指導と評価の一体化に努める。 

 

⑪ 外国語活動、外国語 

○ 主体的にコミュニケーションを図ろうとする児童生徒を育成するため、外国語を使った様々な形態の言

語活動が工夫されて行われている。 

▲ 小学校・中学校の円滑な接続を一層推進する。 

▲ 体験的な言語活動を取り入れた授業の構築に向けたＡＬＴの効果的な活用方法を研究する。 

▲ 各校においてＣＡＮ-ＤＯリストを整.0備する。 

  ア 学校・学年間の接続を踏まえた指導計画の作成と活用 

   小学校の外国語活動において、外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませながら、コミュニケーション能

力の素地を養い、児童の学習段階を考慮し、基本的な事項を繰り返し取り上げる。中学校の外国語において

は、小学校の素地・基礎を土台に生徒の「聞く」「読む」「話す」「書く」能力のより一層の育成を図る。また、言

語材料は、題材と関連付けて指導し、繰り返し活用させることで定着を図る。 

   新学習指導要領の移行措置期間に行うべき内容について、全面実施へ向けた内容についても計画的に取り

入れながら指導計画を作成・実施する。 
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 イ 主体的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成 

ＡＬＴとのティーム・ティーチングを通して体験的に理解を深め、児童・生徒が課題に関心をもつ導入や言

語活動における目的・場面・状況等の設定の工夫、学習形態の工夫、ＩＣＴ等の効率的な活用等により、外国

語を使って主体的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成する。 

小学校においては、実際に外国語を聞いたり、話したり、読んだり、書いたりして、コミュニケーションを図る

楽しさを体験する活動を充実させる。中学校においては、コミュニケーションを行う目的や場面、状況に配慮

し、自分の考えや気持ちを外国語で伝え合う言語活動を中心に授業を展開する。 

 

ウ 児童生徒の学習意欲を高める評価の工夫 

小学校においては、授業の最後にまとめと振り返りを行い、評価の方法、場面、時期等を工夫しながら、児

童生徒一人一人の学習状況を十分把握する。中学校においては、評価規準に照らしてパフォーマンステスト

等で適切に評価し、適宜フィードバックを行うなど個に応じた適切な指導を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫ 総合的な学習の時間 

○ 学校や地域の実態・状況に応じて、特色ある学習活動を適切に位置付け、探求的な学習を繰り返し行

っていくような単元計画、学習活動が多く組まれていた。 

○ 自分の考えをまとめる場面や話合いの場面で、考えるための技法（思考ツール等）を活用している。 

▲ 文字言語を中心とした振り返りにより、自己変容を自覚し、次の学習に生かす。 

▲ 探求的な学習としての位置付けではなく、学校行事との関連やスキル学習のための授業が実施されて

いる。総合的な学習の時間の目標に沿った授業を展開する。 

 
 ア 総合的な学習の時間の目標を踏まえた全体計画及び年間指導計画の改善 

   各学校において目標、目標を実現するにふさわしい探求課題及び探求課題の解決を通して育成を目指す資

質・能力、内容を定め、絶えず見直しを図るとともに、地域や学校、児童の実態等を生かした全体計画及び

年間指導計画の改善・充実に努める。 

  

 イ 主体的・対話的で深い学びを実現する学習活動の展開 

   相互に考え、話し合い、学び合う活動や地域の人々との意見交換や交流活動など他者と協働して問題を解

決したり、言語により分析してまとめたりするなどの学習活動や、各教科等との関連を意識した学習活動など

を工夫する。特に、導入の課題設定の場面で見通しやゴールのイメージをもつこと、整理・分析場面で、考え

るための技法（思考ツール等）による相互作用を行うこと、さらに、文字言語を中心とした振り返りにより自己変

容を自覚し、次に生かすことなど、主体的・対話的で深い学びを実現するための探求のプロセスを一層重視

する。 

 ウ 児童生徒の学習活動をよりよく改善するための評価 

   各学校で定めた目標や育てようとする資質や能力及び態度等を踏まえ、評価の観点や評価規準を設定し評

価活動を適切に進める。 

 

⑬ 特別活動 

○ 学級活動（１）では、教員が意図的、計画的に指導しており、集団としての議題の選定や児童生徒主体の

話合いが行われている授業が多く見られる。 

○ 学級活動（２）（３）では、ＩＣＴ等を用いて児童生徒の興味関心を高める資料が提示され、養護教諭や栄

養教諭等、専門性を生かしたＴＴによる授業が見られる。 
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▲ 学級活動（１）では、少数意見を生かす等、集団としての合意形成を図る授業を実施する。 

▲ 学級活動（２）（３）では、話合いを生かして考えを深め、児童生徒一人一人の意思決定を図る授業を実

施する。また、それに基づく実践を大切にする活動を展開する。 

  
 ア よりよい人間関係を築く学級活動の推進 

   学級活動（１）では、発達の段階に応じた折り合いのつけ方を身に付けさせるための指導と評価の工夫と改善

を図るとともに、学級活動（２）（３）では、児童生徒一人一人が意思決定を行い実践に結び付けるための、指

導と評価の工夫と改善を図る。また、学級活動リーフレット等を参考にしながら学級経営の充実を図り、児童

生徒一人一人のよさや可能性を生かすとともに、他者を尊重する共感的な雰囲気の醸成に努める。 

 

 イ 個を生かす児童会・生徒会活動の展開と魅力ある学校行事の創造 

   共生社会の担い手として求められる社会に参画する態度や自治的能力を育む児童会・生徒会活動又は学

校行事における集団活動の指導方法及び評価方法を工夫する。また、学校行事のねらいを明確にし、各教

科等との関連を図りながら内容の充実に努める。 

 

⑭ 幼稚園教育 

○ 「上尾市接続期プログラム集」を活用した、保幼小の交流が行われている。 

○ 小学校が作成したアッピ―スタートカリキュラム for２weeks を活用し、幼児教育の円滑化を図っている。 

▲ 新教育要領の趣旨を踏まえ、教育課程の見直し、工夫、改善を行う。 

 
 ア 教育課程の編成、実施、改善 

   教育課程の編成、実施、改善が教育活動や園運営の中核になることを踏まえ、教育課程に基づき教育活動

の資質向上を図るカリキュラム・マネジメントを学校評価と関連付けて園全体で実施する。 

 

イ 小学校教育への円滑な接続 

  幼児が幼稚園生活から小学校生活に円滑に移行できるよう、幼児と児童の交流活動や小学校体験等の活

動を積極的に実施する。 

  幼児教育施設や小学校との合同の研修課や協議会を設け、異校種の教職員との情報や意見の交換をす

ることにより、それぞれの教育の独自性と連続性について共通理解を図る。 

   「接続期プログラム」を活用するとともに、「スタートカリキュラム」「アプローチカリキュラム」を見直すことを通し

て、幼稚園教育と小学校教育との円滑な接続に努める。 
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 ２ 魅力ある学校づくり 

（１）令和元年度 学校課題研究一覧 
【幼稚園】                                             ※ 白抜き字 は令和元年度発表校 

No 学 校 名 研究領域 研究主題または内容 
研究委嘱 

等機関 

委嘱 

期間 
発表日 

1 平方幼稚園 幼稚園教育 幼児が充実感を味わうための戸外遊びの環境や活動の工夫 自主研修     

【小学校】 

No 学 校 名 研究領域 研究主題または内容 
研究委嘱 

等機関 

委嘱 

期間 
発表日 

1 上尾小 学習指導 
未来社会につなぐ資質・能力の育成 

～主体的・対話的で深い学びの実現を目指した授業の創造～ 
市教委 H31,R2 

令和２年度 

発表予定 

2 中央小 学習指導 
自分の思いや考えをもち、共に高め合う子供の育成 

～ＩＣＴを活用した指導方法の工夫を通して～ 
市教委 H31,R2 

令和２年度 

発表予定 

3 大谷小 学習指導 
考えを広げ 深めるために対話する 大谷っ子の育成 

～主体的に学ぶ国語科・道徳科の指導を通して～ 
市教委 H31,R2 

令和２年度 

発表予定 

4 平方小 学力向上 

「わかる・できる」の喜びを味わう児童の育成」 

～基礎的・基本的な知識・技能の習得を目指した指導方法の工夫・

改善～ 

市教委 30,31 R2.1.30 

5 大石小 
学習指導 

（図画工作科） 
自分の思いを広げ、豊かに発想や構想をする児童の育成 自主研修 なし なし 

6 原市小 
学習指導 

（算数科） 

楽しさを実感し、自ら学び、考え、学習に取り組もうとする児童の育成 

～基礎・基本を身に付け、主体的に取り組める算数科の授業・活動

を通して～ 

市教委 30,31 R2.1.30 

7 上平小 外国語活動 

生き生きと活動する子供たちを目指して 

～英語に親しみをもち、主体的にコミュニケーションを図ろうとする児

童の育成～ 

市教委 30,31 R1.11.28 

8 富士見小 学習指導 
豊かな表現力を身に付け、共に学び合う富士見っ子の育成 

 ～「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指して～ 
市教委 H31,R2 

令和２年度 

発表予定 

9 尾山台小 
学習指導 

（国語科） 

生き生きと学び、自分の思いや考えたことを伝え合うことができる児童

の育成 ～「書くこと」の言語活動の充実を通して～ 
自主研修 なし なし 

10 東小 
プログラミング教

育 

児童が繰り返しチャレンジできる学びの研究 

～論理的思考を支える確かな学力の構築～ 
自主研修 なし なし 

11 大石南小 
学習指導 

（算数科） 

主体的に考え、学び合うことができる児童の育成 

～児童が自分の考えを表現し、互いに学び合う算数科授業を目指し

て～ 

市教委 H31,R2 
令和２年度 

発表予定 

12 平方東小 学力向上 

基礎基本を身に付け、自らの考えをもって意見を発信できる子の育

成 

～ 算数科における学力向上を通して ～ 

自主研修 なし なし 

13 原市南小 学習指導 

基礎・基本の確実な定着と各教科の見方・考え方を深める学習指導

の工夫 

～ プログラミング教育の視点をふまえて ～ 

自主研修 なし なし 

14 鴨川小 
総合的な学習の

時間 

新しい社会を生き抜く児童の育成 

～発達段階に応じたプログラミング教育～ 

国研 

市教委 
H31,R2 

令和２年度 

発表予定 

15 芝川小 外国語活動 
コミュニケーション活動を楽しみ、異文化を受け入れられる児童の育

成 
～コミュニケーション能力を高めて、相手や他者を尊重する授業づくり～ 

自主研修 なし なし 

16 瓦葺小 道徳科 
「考え、議論する道徳」の指導方法と評価の研究 

～対話による多面的・多角的な授業づくりを目指して～ 
市教委 H31,R2 

令和２年度 

発表予定 

17 今泉小 
学習指導 

（国語科） 

自ら考え、生き生きと活動する児童の育成 

～伝え合い、学び合う場面を通して～ 
市教委 30,31 R1.10.29 
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No 学 校 名 研究領域 研究主題または内容 
研究委嘱 

等機関 

委嘱 

期間 
発表日 

18 西小 道徳科 
豊かな心があふれる 西小っ子の育成 

～自己を見つめ、他者との関わりを深める道徳の授業を目指して～ 
市教委 30,31 R1.11.12 

19 東町小 学習指導 児童一人一人の確かな学力の育成 
県教委 

市教委 
H31,R2 

令和２年度 

発表予定 

20 平方北小 特別支援教育 

特別支援教育の視点に立った学力向上の取組 

～教育活動全体のユニバーサルデザイン化による、児童の実践力の

育成～ 

市教委 30,31 R1.10.25 

21 大石北小 
規律ある態度の

育成 

主体的に行動できる児童の育成 

～学習規律の確立を基盤とした学力の向上～ 
市教委 30,31 R1.10.25 

22 上平北小 学力向上 
児童一人一人を確実に伸ばす指導改善サイクルの研究 

～学力調査等の客観的な結果分析を通して～ 
自主研修 なし なし 

 

 

【中学校】 

No 学 校 名 研究領域 研究主題または内容 
研究委嘱 

等機関 

委嘱 

期間 
発表日 

1 上尾中 道徳教育 

いかに生きるべきか自ら考え続ける生徒の育成 

～自立と共生を基盤とする道徳性を養う道徳科の授業実践を通して

～ 

県教委 

市教委 
30,31 R1.11.22 

2 太平中 生徒指導 望ましい人間関係を築き、社会に貢献できる生徒の育成 市教委 H31,R2 
令和２年度 

発表予定 

3 大石中 道徳教育 
自らの考えを伝え合い、多様な価値観に触れ、自己の生き方を考え

る道徳教育の実践 
自主研修 なし なし 

4 原市中 学習指導 
学び合う学びの創造 

～カリキュラム・マネジメントを生かした指導方法の工夫改善～ 
市教委 30,31 R1.11.28 

5 上平中 学習指導 
学ぶ意欲を高め、確かな学力を育む指導方法の在り方 

～積極的なＩＣＴ機器の活用を通して～ 
自主研修 なし なし 

6 西中 
ボランティア・ 

福祉教育 

福祉ボランティア わたしたちにできること 

～「気づき・考え・実行」する西中生をめざして～ 
市教委 30,31 R1.10.29 

7 東中 
総合的な学習の

時間 

シティズンシップ教育の推進 

～持続可能な社会の創り手の育成を目指して～ 
自主研修 なし なし 

8 
東中 

向原分校 
学習指導 

児童・生徒一人一人の生きる力を育成するための個に応じた指導 

～施設内学校の特色を生かして～ 
自主研修 なし なし 

9 大石南中 学習指導 
確かな学力を育成する教育活動の工夫 

～基礎的・汎用的能力の育成と学習に向かう集団の確立～ 
市教委 30,31 R1.11.12 

10 瓦葺中 特別活動 
生徒が学び合い、支え合い、つながり合う学級集団づくり 

～特別活動と各教科、道徳科との連携を図って～ 
市教委 H31,R2 

令和２年度 

発表予定 

11 南中 道徳教育 

教育活動全体を通して、道徳価値を理解し、自ら実践する生徒の育

成 

～体験的・問題解決的活動を重視し「考え、議論する」道徳教育の

充実～ 

市教委 H31,R2 
令和２年度 

発表予定 

12 大谷中 学習指導 生徒一人一人の学力を確実に伸ばす、指導改善サイクルの研究 自主研修 なし なし 
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健康教育（上尾市教育委員会委嘱） 

 

 

（２）平成３０年度委嘱研究発表 

   

 
  

研究主題  感性を働かせ、自ら考え、表現や干渉の活動に取り組む児童の育成 

       ～思考力、判断力、表現力等の育成を視点にした指導方法の工夫～ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 研究主題  豊かな人間性を育み、よりよく生きようとする児童の育成 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 研究主題  未来を切り拓く東っ子の健康教育 

～知・徳・体の主体的な学びを通して～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図画工作科（国立教育政策研究所・上尾市教育委員会委嘱） 

道徳科（上尾市教育委員会委嘱） 
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 研究主題  自己を見つめ果敢に挑戦し、よりよく生きる児童の育成 

      ～運動の特性や魅力を味わい、夢中になる体育学習～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
           

 研究主題  外国語を通じて、自律的・主体的にコミュニケーションを図ろうとする児童の育成 

～学習指導要領の改訂を見据えて～ 

 

 

 

 

 

   

 

 

 
 

 研究主題  伝え合う力を身に付け、生き生きと学ぶ児童の育成 

～主体的に学び合う社会科・生活科の授業づくりを通して～ 

 

 

 

 

 

 

 

外国語活動（上尾市教育委員会委嘱） 

学習指導（上尾市教育委員会委嘱） 

体育科（上尾市教育委員会委嘱） 
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生徒指導（上尾市教育委員会委嘱） 

 

 

 研究主題  規律ある態度を身に付け、生き生きと学ぶ児童の育成 

       ～上北まるごとキラキラっ子を目指して～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 研究主題  自ら学び、思考したことを表現する生徒の育成 

～主体的な学びを通した思考力・判断力・表現力の育成～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

 研究主題  仲間と共に学ぶ喜びを感じ、自己有用感を育む指導の工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

規律ある態度の育成（上尾市教育委員会委嘱） 

学習指導（上尾市教育委員会委嘱） 
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道徳教育（上尾市教育委員会委嘱）      

新教科グローバルシティズンシップ科（文部科学省・上尾市教育委員会委嘱）   
 

 研究主題  グローバル化に対応する力を身に付け、持続可能な社会づくりの担い手を育成するために 

「グローバルシティズンシップ科」を設置し、中学校の教育課程におけるシティズンシップ 

教育の在り方に関する研究開発 

   

 
 

 

 

 

   

 

 

 

 
 

道徳的判断力を身に付け、心豊かに生きる生徒の育成 

～話合い活動を通して、道徳的実践意欲と態度を育む～ 
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 上尾市教育月間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【幼稚園】 【中学校】

幼稚園名 実施(公開)期日 取組の名称 学校名 実施(公開)期日 取組の名称 学校名 実施(公開)期日 取組の名称

１０月５日（土） 運動会 １０月２６日（土） 学校公開　校内音楽会 １０月２８日（月）～１１月１日（金） 学校公開

１１月１２日（火） 幼稚園公開 １１月９日（土） 東小フェスティバル １１月１日（金） 合唱祭

１１月９日（土） 親子・地域ふれあいの日 １１月２６日（火） 持久走大会 １１月１６日（土） 友垣祭

【小学校】
１０月２６日（土） 学校公開、ふれあい広場 １１月２９日（金） ふれあい講演会

学校名 実施(公開)期日 取組の名称 １１月１日（金） 音楽の広場 １０月１９日（土） 土曜参観

１０月１９日（土） PTAバザー １１月２２日（金） 持久走大会 １０月２９日（火）
～１１月２日（土） 学校公開

１１月２日（土） 学校公開　きらきら音楽会PART２ １０月２６日（土）
ＰＴＡフェスティバル　学校公開

校内音楽会 １１月２日（土） 太平祭

１１月２日（土） 音楽会 １１月２７日（水） 校内持久走大会 １１月２日（土） 合唱コンクール

１１月２日（土） ドリームフェスティバル １０月１９日（土） ふれあい広場 １０月３０日（水）
～１１月１日（金） 学校公開

１１月１日（金）～
１５日（金） 校内作品展 １０月２７日（日）
学校公開　校内音楽会

学校運営協議会
１１月１日（金）・２日（土） 学校公開

１１月２７日（水） 持久走大会 １０月２６日（土） 学校公開　音楽の広場 １１月２日（土） 合唱祭

１０月２６日（土） 大谷っ子まつり
11月1日（金）～7日（木）

（土日祝を除く）
学校公開 １１月の毎週木曜日 原市寺子屋

１１月２日（土） 学校公開 １１月２７日（水） 持久走大会 １０月２１日（月） ふれあい講演会

１１月２日（土） 音楽会 １０月２６日（土） 芝川っ子コンサート １１月１日（金）～７日（木） 学校公開

１１月２７日（水） 持久走大会 １１月１日（金）
学校公開

薬物乱用防止教室
１１月１日（金） 合唱祭

１１月１日（金）・２日（土） 学校公開 １１月１０日（日） ふれあいフェスティバル １１月９日（土） 授業参観　ＰＴＡバザー

１１月２日（土） 第３回学校運営協議会 １１月１３日（水） マラソン大会
西中

℡781-1541
１１月５日（火）～７日（木） 学校公開

１１月２日（土） 平方ミュージックフェスティバル １１月２日（土） 学校公開　音楽会　葺小まつり １０月２９（火）～１１月２日（土） 学校公開

１１月１６日（土） 平方小キッズフェスタ １１月２１日（木） 持久走大会 １１月２日（土） くすのき祭

１１月１日（金） 大石話の達人グランプリ １１月１日（金） 学校公開 １１月１日（金）～７日（木） 学校公開

１１月７日（木）
クリーン活動（児童）

環境美化活動（学校応援団）
１１月１０日（日）

ふれあいコンサート

ふれあい広場
１１月２日（土）

合唱祭

リサイクル活動（資源回収）

１１月９日（土） 学校公開　校内音楽会 １１月２１日（木） 持久走大会 １０月２６日（土） 合唱祭

１１月１６日（土）・１７日（日） 大石の森美術館展
１０月９日（水）

１１月６日（水）
西小学校応援団定期活動日 １０月２７日（日） 多文化交流フェア

１１月１日（金） 学校公開 １０月１９日（土） 西小ふれあいまつり １１月１６日（土） トークフォークダンス

１１月８日（金） 第４回学校運営協議会 １０月２６日（土） 校内音楽会 １１月２９日（金） 薬物乱用・非行防止教室

１１月９日（土）
学校公開

ふれあいコンサート・ふれあいバザー
１１月１日（金） 学校公開 １０月１７日（木） ふれあい講演会

１０月１９日（土） 上平小ふれあい広場 １１月２２日（金） 校内持久走大会 １０月１９日（土） 土曜参観

１０月２６日（土） 上平っ子コンサート １０月１２日（土） 東町小まつり １０月２６日（土） 資源回収

１１月２６日（火） 持久走大会 １１月２日（土）
学校公開　音楽会

第４回学校運営協議会
１１月１日（金） 音楽祭

１０月１９日（土） PTAバザー １１月２日（土）～２２日（金） 作品展公開 １１月１日（金）～７日（木） 学校公開

１１月１日（金） 学校公開
１０月６日（日）

１１月３日（日）
ＰＴＡ資源回収 １１月２９日（金） いのちの講演会

１１月２日（土） 公開音楽会 １０月５日（土） PTAリサイクル活動 １１月１日（金）
合唱祭

吹奏楽定期演奏会

10月29日（火）～11月2日（土） 校内児童作品展 １１月１日（金） 学校公開　出前授業 １０月２８日（月）～１１月１日（金） 学校公開

１１月１日（金） 薬物乱用防止教室 １１月９日（土）
きらきらコンサート

わんぱく広場

１１月２６日（火） 持久走大会 １１月２０日（水） プロ棋士金井恒太さん講演

１１月１日（金）

１１月９日（土）
学校公開 １０月１９日（土） 北小まつり

１１月９日（土） 音楽発表会 １１月１日（金） あいさつ運動

１１月９日（土） 学校公開　くすのきコンサート

１０月２６日（土） いちょうまつり

１１月１日（金） 学校公開

１１月２日（土） なかよし集会

１１月２６日（火） 持久走大会

大谷中

℡781-9080

上平中

℡771-1555

東中

℡775-6566

大石南中

℡726-0511

芝川小

℡773-2560

東町小

℡775-6569

南中

℡781-2299

上平北小

℡775-4427

大石北小

℡775-4428

富士見小

℡771-0505

上平小

℡771-1751

平方北小

℡726-2120

尾山台小

℡721-3400

上尾中

℡771-0129

太平中

℡725-2026

大石中

℡772-2660

今泉小

℡781-4318

平方幼稚園

℡725-2008

大石小

℡781-0342

大石南小

℡726-2655

上尾小

℡771-0067

原市中

℡721-0636

瓦葺中

℡722-2101

東小

℡773-2490

平方東小

℡725-2623

原市南小

℡722-2100

瓦葺小

℡721-4618

西小

℡781-6567

原市小

℡721-1536

大谷小

℡781-0120

平方小

℡725-2070

鴨川小

℡775-6562

中央小

℡771-0256

市教育委員会では、教育に対する関心と理解を一層深めるとともに、学校・家庭・地域の連携による教育の充実のため、１１月を「上尾市教育月
間」として取り組んでいます。各学校では、保護者や地域の皆様と連携を深め、児童・生徒が夢と感動を味わうことのできる取組を計画し、公開して
おります。

 
教育月間の取組（写真は昨年度のもの
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いじめ根絶に向けた取組について 
いじめ根絶に向けた取組について 

① いじめの防止等のための基本的な方針  

上尾市では、平成２６年２月に「上尾市いじめの防止等のための基本的な方針」*を策定いたしま

した。上尾市教育委員会では、「いじめは決して許されないこと」であり、また、「いじめは、どの学校で

も、どの子供にも起こりうるものである」との認識に立ち、「いじめの根絶」及び「いじめの早期解消」に

取り組んでまいりました。（*平成３０年３月に一部改定） 

「いじめの根絶」及び「いじめの早期解消」には、子供の実態を日常的に把握し、学校、家庭、地

域社会や関係機関が連携して「いじめの根絶」に取り組むとともに、子供たち自らが「いじめをしない、

させない、許さない」強い意志をもつことが大切です。そのためには、各教職員が「いじめは人として

絶対に許されない行為であり、いじめられて苦しんでいる子供たちを全力で守る」という強い意志を

持ち、児童生徒の指導にあたることが何よりも重要です。 

上尾市教育委員会では、すべての子供が、なかよく楽しい学校生活を送ることができるよう「いじ

めのない学校」を実現するため、学校との連携を一層深め、いじめ根絶に取り組んでまいります。 

 

② いじめ根絶に向けた上尾市の取組 

年 月 内   容 

平成１８年１１月 

 

     １１月 

平成１９年 ８月 

平成２２年 

平成２４年 ８月 

 

      

 

 

      ８月 

     １１月 

平成２５年 ４月 

      ６月 

 

    ７～８月 

 

   ８～１２月 

 

     １１月 

平成２６年 ２月 

      ３月 

    ６～７月 

      ６月 

 

      ７月 

 

     １０月 

 

 

いじめ根絶を訴える緊急アピール 

（教育長、ＰＴＡ連合会長、小学校長会長、中学校長会長） 

教師用指導資料「いじめのない学校を目指して」作成 

「いじめをなくす宣言」 第１７回子ども議会で採択 

教師用指導資料「いじめのない学校を目指して」改訂 

上尾市いじめ根絶対策会議を開催 

（全小・中学校の校長と生徒指導主任が参加） 

○児童・生徒及び保護者を対象とする統一したアンケート調査の実施 

○教師用チェックリストの作成 

○各家庭向けの保護者用チェックリストの配布 

教師用指導資料「いじめのない学校を目指して」改訂 

なかよく楽しい学校生活を送るための標語募集 

「子ども・いじめホットライン」、「子ども・いじめホットメール」開設 

楽しい学校生活を送るためのアンケート「Ｑ－Ｕ」調査の実施 

（小学校３年生以上の全児童生徒が実施） 

ＣＡＰ研修会を全小・中学校で実施 

○教職員の実践的指導力の向上を図る 

上尾市「いじめ根絶」中学生サミット 

 ○上尾市「いじめ根絶」中学生宣言 

なかよく楽しい学校生活を送るための標語募集 

「上尾市いじめの防止等のための基本的な方針」策定 

学校いじめ防止基本方針を各小・中学校で策定 

ＣＡＰ研修会（新任教諭、他市からの転入教諭を対象） 

楽しい学校生活を送るためのアンケート「ｈｙｐｅｒ－ＱＵ」調査の実施 

（小学校３年生以上の全児童生徒が実施） 

「夢・感動教育 子供すこやかシンポジウム」開催 

 ○ネットトラブル防止に関する基調講演及びパネルディスカッション 

「第１回上尾市ネットトラブル防止対策会議」開催 

 ○ネットトラブル防止に関する情報交換並びに対策の方向性・行動指針

について検討 
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     １２月 

 

平成２７年 ４月 

     ４月～ 

      ５月 

 

    ６～７月 

６月 

 

      ７月 

 

 

   ５～１１月 

     

 

平成２８年 ３月 

    ６～７月 

６月 

 

      ７月 

 

 

 

 

 

     １１月 

平成２９年 ２月 

 

  ３月 

 

    ６～７月 

６月 

 

      ７月 

 

 

 

８月 

 

     １１月 

平成３０年 ２月 

 

  ３月 

 

６～７月 

６月 

 

７月 

 

 

 

「第２回上尾市ネットトラブル防止対策会議」開催 

 ○保護者に向けたネットトラブル防止に係る啓発活動の方法を検討 

「上尾市ネットトラブル防止宣言」ポスター・リーフレットの配布 

上尾市立中学校非公式サイト監視調査開始 

「上尾市スマホ・ケータイ安心ネット会議」準備委員会開催 

 ○小・中学生に向けたネットトラブル防止に啓発活動の方法を検討 

ＣＡＰ研修会（新任教諭、他市からの転入教諭を対象） 

楽しい学校生活を送るためのアンケート「ｈｙｐｅｒ－ＱＵ」調査の実施 

（小学校３年生以上の全児童生徒が実施） 

「夢・感動教育 子供すこやかシンポジウム」開催 

 ○スマホ・ケータイの正しい使い方に関する基調講演及び保護者と教諭

によるパネルディスカッション 

「上尾市スマホ・ケータイ安心ネット会議」開催 

 ○ネットトラブル防止の被害者・加害者にならないために、自分自身の

ルールやマナー等「行動宣言」を策定し、地域の集いで報告 

「上尾市中学校区スマホケータイつかい方行動宣言」リーフレットの配布 

ＣＡＰ研修会（新任教諭、他市からの転入教諭を対象） 

楽しい学校生活を送るためのアンケート「ｈｙｐｅｒ－ＱＵ」調査の実施 

（小学校３年生以上の全児童生徒が実施） 

「夢・感動教育 子供すこやかシンポジウム」開催  

パネルディスカッション 

 ○各中学校区の「スマホ・ケータイ行動宣言」に対する児童生徒の意識

の状況及び今後の具体的な指導について 

〇さらに進化していくネット社会に向けての問題提起、脱・スマホ依存

について 

なかよく楽しい学校生活を送るための標語募集 

なかよく楽しい学校生活を送るための標語ポスター 

（各小・中学校、公共施設等に３００枚配布） 

上尾市ネットトラブル防止宣言「ネット社会子供を守る大人の目」マグネ

ットの配布リーフレットの配布（１回目） 

ＣＡＰ研修会（新任教諭、臨時的任用教諭、他市からの転入教諭を対象） 

楽しい学校生活を送るためのアンケート「ｈｙｐｅｒ－ＱＵ」調査の実施 

（小学校３年生以上の全児童生徒が実施） 

「夢・感動教育 子供すこやかシンポジウム」開催  

○講演「いじめのない学校生活の実現を目指して」丸山 綱男 氏  

○グループ協議「いじめのない学校生活の実現のために、地域・学校が

連携してできる具体的な方策」 

上尾市「いじめ根絶」小学生サミット開催 

○上尾市「いじめ根絶」小学生の誓い 

なかよく楽しい学校生活を送るための標語募集 
なかよく楽しい学校生活を送るための標語ポスター 

（各小・中学校、公共施設等に３００枚配布） 

上尾市ネットトラブル防止宣言「ネット社会子供を守る大人の目」マグネ

ットの配布リーフレットの配布（２回目） 

ＣＡＰ研修会（新任教諭、臨時的任用教諭、他市からの転入教諭を対象） 

楽しい学校生活を送るためのアンケート「ｈｙｐｅｒ－ＱＵ」調査の実施 

（小学校３年生以上の全児童生徒が実施） 

「夢・感動教育 子供すこやかシンポジウム」開催  

○講演「楽しいコミュニケーションを考えよう～子どものネットトラブル

を防ぐための３つの対策～」ＬＩＮＥ株式会社 柴田 保文氏  
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     １１月 

１２月 

平成３１年 ２月 

 

 

   

３月 

 

令和元年６～７月 

７月 

 

○グループ協議「ネットいじめ、ＳＮＳいじめから子供を守るためには 

～地域・家庭・学校が連携してできる具体的な方策～」 

なかよく楽しい学校生活を送るための標語募集 

上尾市「いじめ根絶」小学生サミット開催 

なかよく楽しい学校生活を送るための標語ポスター 

（各小・中学校、公共施設等に３００枚配布） 

「いじめを考える授業」研究協議会（市内小・中学校生徒指導主任対象） 

 ○富士見小学校で１回開催 

上尾市ネットトラブル防止宣言「ネット社会子供を守る大人の目」付箋配

布 

ＣＡＰ研修会（新任教諭、臨時的任用教諭、他市からの転入教諭を対象） 

楽しい学校生活を送るためのアンケート「ｈｙｐｅｒ－ＱＵ」調査の実施 

（小学校３年生以上の全児童生徒が実施） 

「夢・感動教育 子供すこやかシンポジウム」開催  

○講演「「いじめ根絶へ向けた自己有用感を育む教育」 

東松山市立総合教育センター副所長 

城西国際大学兼任講師   稲垣 孝章 氏 
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③ 上尾市「いじめ根絶」小学生サミット  
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④ 上尾市「いじめ根絶」中学生宣言  
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３ 教職員の資質の向上 

（１） 指導方法に関する研修  

実施時期 研修会名 研修内容 対象 

 
４月 

 

特別支援学級担任等
研修会 

指導方法の工夫・改善を図る 特別支援学級担任等 

 
４月 

 

魅力ある学校づくり
研修会 

学校研究主題に係る研修 小・中教頭 

4・5   
月 

 
司書教諭等研修会 
 

学校図書館運営の充実を図る 
小・中司書教諭 
小・中図書館教育主任 

4･5･6･7 

9･11･1･3 

月 

アッピースマイル 
学校図書館支援員 
研修会 

学校図書館支援員の専門性の
向上を図る研修 

アッピースマイル学校図書館支援員 

４・７・２ 
月 

特別支援教育コーデ
ィネーター研修会 

通常学級において特別な教育
的支援を必要とする児童生徒
への支援の在り方 

特別支援教育コーディネーター 

４・７
月 

 
道徳教育研修会 
 

「特別の教科 道徳」に係る
研修 

小・中道徳教育推進教師、 
道徳主任等 

４・８
月 

外国語活動指導力向
上研修会 

指導力・英語力の向上を図る 小教員（各小学校で実施） 

５月 
ｈｙｐｅｒ－ＱＵ 
実施活用研修会 

ｈｙｐｅｒ－ＱＵの調査結果
を学級経営に活用するための
研修 

小・中主幹教諭、または教務主任 

５・６ 
1１・2 
月 

教育課程研究協議会 
教育課程・学力向上に係る研
修 

小・中主幹教諭、または教務主任 

 
７月 

 

人 権 教 育 管 理 職  
研修会 

人権教育推進における管理職
としての役割等について  

小・中校長等 

 
７月 

 

情 報セキュリティ 
研修会 

情報セキュリティに関する 
研修 

小・中情報教育担当者 

 
７月 

 
情報モラル研修会 

ネットトラブルの未然防止対
策等のための情報モラル指導
について 

小・中情報教育担当者 

 
７月 

 
CAP研修会 

いじめの早期発見、早期対応
やいじめの起こりにくい学級
づくりについて 

小・中教員 

７・９
１０・２ 
月 

学力向上プロジェク
ト研究会 

学力調査結果分析に基づく、
算数・数学科の授業改善の研
究 

小・中教員 

 
８月 

 

人権教育施設体験 
研修会 

フィールドワーク研修 
小・中人権教育主任、 
担当教員他  

 
８月 

 

外国語活動・外国語
科実技研修会 

指導力・英語力の向上を図る 
小外国語活動担当教員 
中外国語科担当教員 

 
８月 

 

幼・保・小連携合同
研修会 

連携に係る情報交換と接続期
プログラム及び３つのめばえ
の活用・実施等 

公立幼・保教員、私立幼・保教
員、幼保小連携担当教員、低学
年担任等 
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実施時期 研修会名 研修内容 対象 

８月 体育実技伝達講習会 
体育実技に関する指導方法に
ついて 

小教員 

８月 
★ 理 科 施 設 体 験  

研修会 
指導方法の工夫・改善を図る
ための現地研修  

小教員・中理科担当教員  

８・２ 
月 

特別支援学級、通級
指導教室担当者研修会 

特別支援学級の特性を生かし
た指導の充実を図る 

 
小・中特別支援学級等担当教員 
 

８・11 
月 

小学校プログラミン
グ教育研修会 

小学校プログラミング教育必
修化に係る研修 

小・中教員 

１・２ 
月 

特別支援教育推進 
研修会 

特別支援教育についての理解
を深める 

 
小・中教員 
 

２月 
コミュニティスクー
ル研修会 

学校運営協議会についての理
解を深める。 

小・中管理職、教員 
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（２） 教育相談等に関する研修（教育センター所管の研修） 

実施時期 研 修 会 名 研 修 内 容 対象・定員 

５月 就学相談員研修会 
就学相談員としての心構え、資質
を向上させるための講義等 

上尾市就学相談員  

７・８
月 

生徒指導・教育相談 
中級研修会（総セ・市町共催） 

校内の生徒指導・教育相談の推進
者として必要な理論や技法を習得
するための演習 

教員（初級修了者） 

８月 初任者研修（施設体験研修） 
市内の文化財・史跡・公共施設・
福祉施設等の見学及び体験等 

初任者教員 

７～11
月 

５年経験者研修 
学級経営・教科指導についての実
践的指導力の向上を目指すための
講義及び福祉体験等 

教員 
（教職経験５年前後） 

８月 臨時的任用教員研修 
教員としての資質向上を図るた
め、「教員としての心得」や教育
課題について講義 

臨時的任用教員 

８月 ★知能検査講習会 
知能検査の実施・解釈のための講
義・演習 

教員 
さわやか相談室相談
員 

１０月 
難聴障害に関する指導方法
研修会 

難聴の児童生徒の理解と指導のあ
り方 

難聴・言語障害通級
指導教室担当教員  

１１月 
言語障害に関する指導方法
研修会 

言語障害の児童生徒の理解と指導
のあり方 

難聴・言語障害通級
指導教室担当教員   

年間９回 
アッピースマイルサポーター
研修会 

アッピースマイルサポーターの資質
向上を図るための協議及び演習 

アッピースマイルサ
ポーター  

年間９回 特別支援学級補助員研修会 
特別支援学級補助員の資質向上を図
るための協議及び演習 

特別支援学級補助員  

年間４回 
さわやか相談室相談員 
研修会 

相談員の資質向上を図るための協
議 

さわやか相談室相談員 

年間２回 
教育相談主任会議・さわや
か相談室相談員合同研修会 

児童生徒や保護者に対する教職員
の対応力、児童生徒理解に関する
力を向上させる講義及び演習 

教員 
さわやか相談室相談
員 
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（３） 保健・安全衛生に関する研修 

実施時期 研 修 会 名 研 修 内 容 対 象 

４月 
小学校給食調理員春季
講習会 学校給食施設・設備の衛生管理 小学校給食業務従事職員 

５月 プール水質管理講習会 
プール水質管理について、技術向上
を図る 

プール水質管理担当教諭 

４・５・
６月 

心肺蘇生法研修 救急救命法の技術向上を図る 教員 

６・２月 保健主事研究協議会 健康教育の課題を研究協議する 保健主事 

８月 

応急手当普及員講習会 救急救命法指導者の養成 教員 

応急手当普及員更新 

講習会 

応急手当普及員資格取得後３年を経
過する教員向けの資格更新講習 

教員 

８月 
学校給食関係職員夏季
講習会 

学校給食調理員の衛生管理及び 
アサーティブ・コミュニケーション 

学校給食関係職員 

２月 労働安全衛生研修会 
学校における労働安全衛生管理体制
の向上を図る 

校長、教頭、 
衛生管理者、衛生推進者 

３月 伝達講習会 養護教諭の専門性を高める 養護教諭 

各月１回 養護教員研究協議会 
健康教育の課題を研究し、資質向上
を図る 

養護教諭 

（４） 各教科等授業研究会 

実施時期 研 修 会 名 研 修 内 容 対 象 

２学期 理科授業研究会 
授業研究会をとおして理科に関
する指導力の向上を図る。 

小・中理科担当教員 

〃 
★外国語活動・外国語科 
授業研究会 

授業研究会をとおして外国語活
動・英語科に関する指導力の向
上を図る。 

小  外国語活動担当者 
中  外国語科等担当教員 

〃 人権教育授業研究会 
授業研究及び研究協議をとおし
て人権教育の推進を図る。 

小・中人権教育担当教員 

〃 
学力向上プロジェクト 
授業研究会 

「主体的・対話的で深い学び」
の視点からの算数・数学科の授
業研究 

小・中教員 

３学期 
いじめを考える 
授業研究会 

いじめを許さない気運を醸成させ
るための、いじめ問題の防止をね
らいとした道徳科の授業研究 

小・中生徒指導主任 

 

（５） 学校訪問 
上尾市教育委員会では、市内各小・中学校に対し、教育指導行政上の諸問題の解決及び各教科等

における指導方法の工夫・改善等を目指し、計画的に学校訪問を実施している。 

教職員の指導力向上に一層の充実を期するために、市内教員の中から教科等指導員を任命してい

る。 
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４ 教育相談の充実 
 本市の教育相談は、昭和６３年に開所した上尾市教育センターを中心に、着実に実践を積み上げて

いる。市民の教育相談に対するニーズは高く、相談業務には教育心理専門員・相談員、スクールソー

シャルワーカー等の 1１人が対応している。 

また、学校適応指導教室を平成５年度から開設し、不登校児童生徒の自立と学校生活への適応を図

っている。教育心理専門員１人・指導員３人が学校復帰個別支援計画を作成し、児童生徒の登校支援

を行っている。さらに、教育相談主任会議、さわやか相談室相談員研修会等を定期的に開催し、各学

校と連携して教育相談の充実を図っている。 

（１） 教育センターの組織                                （２） 教育センターの施設 

 

 

 

 

 

 

（３） 教育相談の内容 

○不登校についての相談（学校を休みがち、学校に行けない・行かない等） 

○学習・発達についての相談 （学習が遅れている、ある教科がふるわない、発達の遅れ・発達の程度が知りたい） 

○性格・行動・情緒についての相談（いじめられる、乱暴をする、落ちつきがない、ほとんどしゃべらない、友だちとよく遊

べない、目ばたきが激しい・爪をかむ等気になるくせがある等） 

○言葉についての相談（ある音を正確に発音できない、幼児語・言葉のつかえ・聞こえ等言葉に関すること） 

○進路についての相談（就学・進学等についての問題） 

○養育・しつけ・その他についての相談 

○ほっとルーム 

開設日時 ： 月～金曜日 10:00～17:00 

活動内容 ： ゆるやかな小集団活動の場として、相談員が関わりながら自主学習と軽いスポーツ等を行う。 

（４） 学校適応指導教室（かもめ・けやき・ステップルーム） 

上尾市教育センターには、不登校児童生徒の自立と学校生活への適応を図り、学校への復帰を支援するた

めの様々な指導・援助を行う学校適応指導教室「かもめ教室」（小学生対象）、「けやき教室」（中学生対象）、

「ステップルーム」を設置している。 

毎日決まった時間、学校適応指導教室で生活することにより、生活のリズムを安定させ、集団に適応していけ

る生活態度を育てている。一人一人の学校復帰の思いと揺れ動く心を大切にしながら、きめ細かい指導を積み

重ねている。 

相談室 

プレイルーム 

和室 

事務室 

学校適応指導教室 

研修室 

資料室 

調理室 

４ 

１ 

１ 

１ 

2 

1 

１ 

１ 

◎かもめ・けやき教室 

開設日時 ： 月・火・木・金曜日 9:30～14:00 

活動内容 
・自主学習を中心とした学習活動 
・体験活動（野外体験活動、宿泊体験活動、福祉体験活動、調理実習、創作
活動、スポーツ体験活動等） 
・児童生徒への個別カウンセリング 
・家庭への支援・援助（個別相談、三者面談、保護者会、行事への参加等） 
・学校との連携（在籍校との担任面談、学校復帰のための受け入れ体制づくり
等） 

◎ステップルーム 

開設日時 ： 月・火・木・金曜日  

9:30～14:00 

活動内容 

・学習意欲をもつ不登校児童生徒
が、必要に応じて学生ボランティア
等による学習支援を受けながら、自
らの計画による個別学習を行う。 

面接相談・訪問相談 
電話相談・電子メール相談 
就学相談 
集団カウンセリング 
グループ相談 
ほっとルーム 
 

教育相談 

教育心理専門員２人 

相談員 ５人 

ＳＳＷ  ４人 

学校適応指導教室 
教育心理専門員１人 
指導員 ３人 
学習支援ボランティア 

所 長 

主 幹 

副主幹 

主 査 かもめ教室 

けやき教室 

ステップルーム 

生活指導 

個別学習 

体験学習 
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（５） 教育相談等の流れ 

●教育相談の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
●就学相談の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
●学校適応指導教室入級の流れ 

                             〔教育相談の風景〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

電話相談 面接相談申込 

終 結 

他機関の紹介 

心 理 検 査 等 

訪 問 相 談 
ケース会議 

面接相談 

電子メール相談 

助 言 

学齢児童生徒保護者 

就学時の健康診断等 

教
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５ 学校保健活動の充実 

（１） 児童生徒の健康保持増進 

学校保健安全法に基づき、各種健康診断等を実施することにより、児童生徒の健康状態を把握し、

保護者と連携を深めながら早期治療の指示を迅速に行い、児童生徒が心身ともに健康的な学校生活が

送れるよう努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 学校職員の健康保持増進 

各種健康診断を実施することにより、学校職員の健康状態を把握し、心身ともに健康な状態を保持

増進するよう努めています。 

 

 

 

 

 

 

（３） 学校環境衛生の管理 

学校環境衛生基準に基づき、学校内の各種環境検査を実施することにより、児童生徒が安全な学校

生活を送れるよう努めています。 

 

  

 

 

 

 

 

 
［健康診断の風景］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎児童、生徒の各種健康診断 

・児童、生徒の定期健康診断 ・児童、生徒の心臓検診 

・児童、生徒の尿検査 ・生徒の貧血検査 

・就学時健康診断 

 

◎学校職員の各種健康診断 

・定期健康診断（正規採用職員４０歳以上の者は特定健康診査含む）  

・B 型・Ｃ型肝炎抗体検査 

・ストレスチェック（実施対象校のみ）  

・面接指導 

 

◎各種環境検査 

・飲料水検査        ・簡易専用水道管理検査  ・プール水質検査 

・給食室衛生検査    ・ダニアレルゲン検査     ・照度検査 

・空気検査        ・黒板検査 
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６ 学校安全活動の充実 

（１） 安全教育の充実 

児童生徒が自他の生命を尊重し、生涯にわたっ

て安全な生活を営むとともに、他者の安全にも進ん

で協力することができる態度や能力を身につけるこ

とを目指します。そのため、予測される危険に対して

的確に判断し、適切に行動できる実践的な資質や

能力を養う各種啓発活動を行っています。 

 

（２） 交通安全指導の徹底 

交通事故を未然に防ぐために、発達段階に即し

て、交通安全指導を関係機関と連携し進めていま

す。また、通学路の点検、安全マップの作成、登下

校の安全確保に努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 学校防犯体制の整備 

学校の安全・安心を確保するため、保護者や地

域住民と協力して学校防犯体制を整備しています。

地域防犯マップの作成、登下校の見守り活動、子ど

も１１０番の家との連携、防犯ブザーの配布など、児

童生徒を対象とした犯罪を未然に防ぐことに努めて

います。 

 

（４） 学校安全パトロールカー事業の推進 

平成１９年度から、市内１１の全中学校区に学校

安全パトロールカーを配備し、平成２９年８月に車両

を更新しました。登下校を中心に、学校区内の小・

中学校、保護者、地域が一体となって、児童生徒

の安全を確保するパトロールを実施しています。 

◆学校安全パトロールカー運行実績 

 回数(回) 距離(㎞) 時 間 

28 年度 
2,091 

（15.8） 

30,729 

（14.8） 

2,192 時間 

（1 時間６分） 

29 年度 
1,510 

（13.7） 

25,174 

（15.1） 

1,665 時間 

（1 時間６分） 

30 年度 
1,879 

（14.2） 

30,865 

（16.4） 

2,085 時間 

（1 時間 7 分） 

合  計 5,480 86,768 5,942 時間 

   

 

（５） 防災教育の推進 

災害時に適切な行動が取れるように、避難訓練

を中心とした防災指導を徹底しています。また、災

害時に学校が組織的に機能できる体制を整備する

よう、上尾市学校安

全マニュアル（防災

編）に基づき、大地

震発生時の対応の

訓練に取り組んでい

ます。 
 

（６） 安全管理体制の強化 

市立幼稚園・小・中学校全３５校（分校を含む）

に自動体外式除細動器（ＡＥＤ）を各２台設置し、安

全管理体制の強化を図っています。全教職員を対

象にＡＥＤの使用法も含めた救急救命研修を実施

し、教職員の資質向上に努めています。また、校内

指導者の養成にも取り組んでいます。さらに学校安

全計画を作成し、施設等の安全点検を毎月実施す

るなど、安全な学校環境づくりにも組織的に取り組

んでいます。 

 
（７） 日本スポーツ振興センター災害共済給付制

度及び児童生徒賠償責任保険 

市では独立行政法人日本スポーツ振興センター

の災害共済給付制度に加入しており、市立の幼稚

園・小学校・中学校に在籍する幼児・児童・生徒が

学校管理下において負傷等を負った場合、災害共

済給付として医療費等を支給しています。 

また、日本スポーツ振興センターの災害共済給

付制度を補完するものとして、全国市長会学校災

害賠償補償保険に加入しています。これは学校管

理下において、市が所有する学校施設の瑕疵、市

の行う学校教育業務遂行上の過失に起因して、小

中学校の児童生徒が他の児童生徒あるいは第三

者の身体を害したり又はその財物を破損したりした

場合に保険金が支払われるものです。 

〔小学校わくわく子ども自転車体験〕 

〔登下校の見守り活動〕 

※表中（ ）内の回数は１台１月の平均、距離と時間は１回平均。 

※平成 29年度は 7、8月分を除く、１0 か月分で平均を算出。 

〔一斉避難訓練〕 
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７ 学校における食育の充実 

健康教育の一環としての学校給食は、かつては食糧不足の時代に栄養補給を目的として実施されたが、現在
は飽食の時代といわれるくらい物質的には豊かな社会となった反面、欠食や偏食による栄養のアンバランス、肥
満傾向児童・生徒の増加、家庭における食生活の変化、食料生産の体験不足による食に対する理解度の低下な
どのため、健康や食習慣上の課題が指摘されている。そうした中で、「生涯にわたる健康づくりの基礎を培う学校給
食」としての役割が求められている。 

 
（１） 学校給食の運営組織 

小学校と中学校の学校給食の適正かつ効果的な運営と資質の向上を図ることを目的として「上尾市学校給食

会」を構成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（２） 小学校給食 

① 実施状況 （令和元年５月１日現在） 

学校名 調理方式 開始年月 給食数 
給食関係従事者 

栄養職員 調 理 員 

上尾小学校 自校方式 昭和 31.9 ５５９食 １人(栄養教諭) ２ 〔２〕 (１) 人 

中央小学校 自校方式 昭和 37.2 ５８７食 １人(栄養教諭) ２ 〔２〕 (１) 人 

大谷小学校 自校方式 昭和 37.2 ８５７食 １人(栄養教諭) ２ 〔４〕 (１) 人 

平方小学校 自校方式 昭和 38.5 ３４３食 １人(臨時学校栄養士) ２ 〔１〕 (１) 人 

大石小学校 自校方式 昭和 35.1 １，００２食 １人(栄養教諭) ２ 〔６〕  人 

原市小学校 自校方式 昭和 37.12 ６７１食 １人 ２ 〔３〕  人 

上平小学校 自校方式 昭和 38.1 ５２９食 １人（臨時学校栄養士） ２ 〔２〕 (１) 人 

富士見小学校 自校方式 昭和 39.6 ７５０食 １人(栄養教諭) ２ 〔３〕 (１) 人 

尾山台小学校 自校方式 昭和 42.4 ２６７食 １人（臨時学校栄養士） ２ 〔１〕  人 

東 小 学 校 自校方式 昭和 44.4 ８３８食 １人(栄養教諭) ２ 〔３〕 (２) 人 

大石南小学校 自校方式 昭和 47.4 ３１２食 １人（臨時学校栄養士） ２ 〔１〕  人 

平方東小学校 自校方式 昭和 49.4 ２３５食 １人（臨時学校栄養士） ２ 〔１〕  人 

原市南小学校 自校方式 昭和 49.4 ５６４食 １人   ２ 〔２〕 (１) 人 

鴨川小学校 自校方式 昭和 49.4 ４５１食 １人（臨時学校栄養士） ２ 〔１〕 (１) 人 

芝川小学校 自校方式 昭和 50.6 ５８３食 １人(栄養教諭) ２ 〔２〕 (１) 人 

瓦葺小学校 自校方式 昭和 50.4 ４６８食 １人（臨時学校栄養士） ２ 〔１〕 (１) 人 

今泉小学校 自校方式 昭和 51.4 ４７１食 １人（臨時学校栄養士） ２ 〔１〕 (１) 人 

西 小 学 校 自校方式 昭和 51.4 ４６０食 １人（臨時学校栄養士） ３ 〔１〕 (１) 人 

東町小学校 自校方式 昭和 52.4 ７６９食 １人(栄養教諭) ２ 〔４〕  人 

平方北小学校 自校方式 昭和 52.4 １８６食 １人（臨時学校栄養士） ２ 〔１〕  人 

大石北小学校 自校方式 昭和 54.4 ８００食 １人(栄養教諭)   ２ 〔４〕  人 

上平北小学校 自校方式 昭和 54.4 ２８７食 １人（臨時学校栄養士） ２ 〔１〕  人 

合                計 １１，９８９
食 

２２人 45 〔４７〕 (１４) 人 
※「調理員」は再任用職員を含む。「調理員」の〔 〕は嘱託給食調理員数、（ ）は臨時給食調理員数 

○実施回数 187 回 ○月額給食費 4,300 円(8 月分は 1 食単価 250 円×実施回数 4回)○1 食単価 250 円

○ 献立の作成、新献立・新製品の研究 

 

○ 物資納入業者の選定、物資の購入 

○ 食に関する指導の研究 

献立委員会 

物資委員会 
上尾市立小学校給食 

運営委員会 

上尾市立中学校給食 

共同調理場運営委員会 

○ 献立の作成、新献立・新製品の研究 

○ 物資納入業者の選定、物資の購入 

○ 食に関する指導の研究 

献立部会 

指導部会 

会食給校学市尾上 

物資部会 

指導委員会 
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② 給食の内容 

全校で各月の献立を統一して実施している。献立

の作成は学校の栄養士があたり、献立委員会で審議

検討する。 

〔主食〕 

○米飯…月に平均１１回実施している。そのうち自校

炊飯が月２回～３回、残りは委託炊飯である。

自校炊飯では、混ぜごはん・ピラフ・炊き込

みごはん等を実施している。委託炊飯では

白飯が主となるが、カレーライス・手巻ずし

等に人気がある。 

○パン…食パン・コッペパン他、子供パン・バターロー

ルパン・はちみつパン・クロワッサン・デニッシ

ュなどを用いている。特に揚げパンは人気が

ある。 

○めん…月に平均２回実施している。めんを副食とし、

減量パンと組み合わせて使用する時の主な

献立には、スパゲッティナポリタン・煮込みう

どん・焼きそば等がある。主食として使用す

る主な献立には、みそラーメン等のつけめん

がある。 

 

〔牛乳〕 

毎日の飲用のほかに、料理にも牛乳・乳製品の使

用を心掛けている。 

〔おかず〕 

材料の購入は、一部共同購入とし、物資委員会に

おいて品質、安全性、価格等を考慮し選定する。 

献立は加工品の使用を控え、手作りを多く取り入れ、

きめの細かい心のこもった調理を行っている。コロッケ・

メンチカツ・手作りグラタン・手作りカレー・かきあげ等は、

手作り献立の代表的なもので、児童にも大変好評である。 

 

 

◎児童１人１回当たりの学校給食摂取基準（平成 30 年度改定） 

区 分 
ｴﾈﾙｷﾞｰ

(kcal) 
たんぱく質

(g) 
ｶﾙｼｳﾑ

(㎎) 
鉄 

(㎎) 

栄養量 650 19～36 350 3.0 

 

区 分 
ﾋﾞﾀﾐﾝ A 
(μgRAE) 

ﾋﾞﾀﾐﾝ B1 
(㎎) 

ﾋﾞﾀﾐﾝ B2 
(㎎) 

ﾋﾞﾀﾐﾝ C 
(㎎) 

栄養量 200 0.４ 0.４ 20 

 

区 分 
食 塩 

(g) 
食物繊維

(g) 
脂肪(％) 

栄養量 2.0未満 5.0以上 
学校給食による 

摂取ｴﾈﾙｷﾞｰ全体の

20%～30% 

 

③ 上尾市学校給食食物アレルギー対応方針 

学校における食の安全を図るため、平成３１年３月に上尾市学校給食食物アレルギ

ー対応方針を策定し、平成３１年度から運用している。各学校では食物アレルギーを有

する児童を把握し、保護者が提出した学校生活管理指導表を基に保護者面談を行い、

給食のみならず食材・食物を扱う様々な活動等について、組織的に取り組んでいる。給

食については、安全性確保のため、「原因食物の完全除去対応（提供するか、しない

か）」を原則とする。 
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（３） 中学校給食 

生徒の栄養改善や健康の増進を図るとともに望まし

い食習慣を育成するため、以下の点に留意しながら栄

養バランスのとれた豊かな食事の提供に努めている。 

① 栄養のバランスへの配慮 

学校給食摂取基準及び食品構成表に基づき、栄

養バランスのとれた魅力的な食事内容となる献立を

作成する。 

 

② 豊かで多様な献立の推進 

地域における食生活の特性や教育的意義も高い地

場産物を積極的に導入するとともに、伝統的な食文

化の継承と醸成につながる四季折々の行事食、郷土

料理などを取り入れ、豊かで多様な献立を作成する。 

 

③ 生きた教材としての献立の工夫 

学校給食は、教育の一環としての役割を果たし、生

徒が望ましい食習慣や人間関係を身に付けるための

生きた教材として活用する必要がある。そのため、献

立の内容を学校における食育指導計画や指導内容と

関連させ、教科指導をはじめ特別活動、学校行事な

どと一体となった取り組みができるよう配慮する。 

 

④ 米飯給食の推進 

学校給食への米飯の導入は、食事内容の多様化

を図り、栄養に配慮した米飯の正しい食習慣を身に付

ける見地から教育上有意義と考えられている。そのた

め、米飯を中心とした日本型食生活や食文化を伝承

するよい機会ととらえ、米飯給食を積極的に取り入れ

る。 

 

⑤ 牛乳の積極的飲用の推進 

「パンまたは米飯、ミルク、おかず」の 3点がそろった

給食が完全給食であり、牛乳の飲用は完全給食の大

切な要件である。したがって、良質なたんぱく質と不足

しがちなカルシウムやビタミン B2 などを含む牛乳は、

成長期にある中学生にとって重要な食品であることか

ら、積極的な飲用の推進に努める。 

 

◎ 実施状況（令和元年５月１日現在） 

中学校給食は、共同調理場（セントラルキッチン）プラ

ス自校調理場（サテライトキッチン）方式（上尾方式）

により、平成５年１月１８日から開始された。この方式

は、センター方式と自校方式の機能を効果的に組み

合わせた全国的にも珍しいもので、共同調理場施設

のほかに各中学校にも小規模自校調理場施設が設

置されている。 

(ｱ) 対象校と給食数 

中学校１１校、約 6,100 食（教職員等を含む） 

(ｲ) 実施回数と給食費 

年間実施予定回数 185 回、月額 5,200 円 

年額 58,440 円 １食平均単価 310円 
 

(ｳ) 調理施設概要 

a 共同調理場（セントラルキッチン） 
・名 称 上尾市立中学校給食共同調理場 
・所 在 地 上尾市大字上尾村 476番地１ 
・電話番号 048-777-1552 
・竣工年月 平成 4年 12月 
・敷地面積 4,512 ㎡ 
・延床面積 2,306 ㎡ 

（1 階 1,853 ㎡、2 階 453 ㎡） 
・主な施設 検収室、食品庫、下処理コーナー、

調理コーナー、炊飯室、食品加工室、
揚物・焼物室、洗浄室、プラットホー
ム、機械室、残滓回収室、準備室、
休憩室、運転手控室、洗濯乾燥室、
調理研修室、見学者通路、事務室等 

・調理能力 10,000 食／日 
・床 ドライシステム 
 

b 各中学校自校調理場（サテライトキッチン） 
・名 称 上尾市立中学校給食自校調理場 
・所 在 地 各中学校に同じ 
・電話番号 各中学校に同じ 
・敷地面積 各中学校用地の一部（既設受入施

設を増改築９校、新設２校） 
・延床面積 １１校平均１６０㎡（配膳室、休憩室

含む） 
・床 ドライシステム 
 

(ｴ) 調理業務の形態 
民間業者による委託方式を採用。委託内容

は、共同調理場及び自校調理場における調理、

配缶、配送（配送車を含む）、配膳、洗浄、保管、

施設設備日常清掃等の業務、ボイラー管理業

務とその他の関連業務である。 
 

(ｵ) 実施内容 

献立内容により異なるが、共同調理場では炊

飯、主菜となる揚げ物、焼き物、煮物等の調理

を行っている。 

また、各中学校の自校調理場では副菜となる汁

物類、サラダ類、和え物、果物類、デザート類等を

調理し、配送される調理品と合わせて、各クラス用

配膳車（配膳台兼用）に仕分けをし、各校舎各階に

設置されている配膳室まで運搬している。 

a 食器と盆 
強化磁器食器４点（大皿１、小皿１、飯碗１、 

汁碗１）を使用し、献立によって３点まで使い分け
をし、盆は強化プラスチック（ＦＲＰ）製を使用してい
る。 
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b 配送と回収 
配送車６台によるコンテナ方式で、共同調理場

から１１校に配送し、給食終了後に回収している。
食器、盆は調理品とは別に配送している。 

ｃ 洗浄と保管 
食器類、食缶類、コンテナ等は、共同調理場で

回収後一括洗浄と保管を行い、自校調理場で使
用する食缶、フライケース等はそれぞれの自校調
理場で洗浄と保管を行っている。 

 

◎ 給食の内容 
献立は、全校同一で東西で実施日が異なる二部制

で実施している。共同調理場の栄養士が献立案を作
成し、委託業者との打合わせを経て献立部会にてさら
に審議決定し、実施している。また、学校給食は健康
の増進、体位の向上、正しい食習慣を身に付け、好ま
しい人間関係づくり等を図ることにあるため「家庭の食
事」の規範の一助になるよう研さんして取り組んでいる。 

 

〔主食〕 
○米飯…月に平均１０回実施している。そのうち共同

調理場の炊飯が東西で月 8～9 回ずつ、残
りは委託炊飯である。月 1 回程度、炊き込
みごはんやピラフなどの「変わりご飯」を実施
している。 

○パン…月に平均5.5回実施している。厚切り食パン・
子供パンスライス以外にも各種の加工パン
を用いて給食に変化をつけている。 

○めん…月に平均 1.5 回実施している。しょうゆラーメ
ン、肉うどんなど。 

 

〔牛乳・乳製品〕 
カルシウムの確保のため、毎日の飲用のほかに、グ

ラタン、シチュー、ミルクゼリーなどに使用している。 
 

〔おかず〕 
肉や魚を主とした主菜一品のほか、副菜を 2～3品

付けることを基本としている。また、物資選定にあたっ
ては、物資部会を通じて、安全性を含めてよい食品を
適正な価格で入手することを目標としている。さらに、
加工品や半加工品を極力使わず、素材を生かし、大
規模な集団給食に対しても手づくりが取り入れられる
よう委託業者の調理担当者とも綿密な連絡を取りな
がら工夫する努力を続けている。 
 
 

〔学校給食摂取基準〕 
学校給食における栄養所要量の基準は、厚生労働

省が定める日本人の食事摂取基準を参考とし、児童
生徒の健康の保持増進を図るのに望ましい栄養量を
文部科学省が算出したものである。 
 
 
 

◎生徒１人１回当たりの学校給食摂取基準（平成 30 年度改定） 

区 分 ｴﾈﾙｷﾞｰ 
(kcal) 

たんぱく質 
(g) 

ｶﾙｼｳﾑ 
(㎎) 

鉄 
(㎎) 

栄養量 830 27～42 450 4 
   

区 分 ﾋﾞﾀﾐﾝ A 
(μgRAE) 

ﾋﾞﾀﾐﾝ B1 
(㎎) 

ﾋﾞﾀﾐﾝ B2 
(㎎) 

ﾋﾞﾀﾐﾝ C 
(㎎) 

栄養量 300 0.5 0.6 30 
   

区 分 食塩 
(g) 

食物繊維 
(g) 脂肪(％) 

栄養量 2.5 未満 6.5 以上 
学校給食による摂取ｴﾈ
ﾙｷﾞｰ全体の 20%～30% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 上尾市学校給食食物アレルギー対応方針 

 学校における食の安全を図るため、平成３１年３月

に上尾市学校給食食物アレルギー対応方針を策定し、

平成３１年度から運用している。各学校では食物アレ

ルギーを有する生徒を把握し、保護者が提出した学

校生活管理指導表を基に保護者面談を行い、給食

のみならず食材・食物を扱う様々な活動等について、

組織的に取り組んでいる。 

給食については、安全性確保のため、「原因食物の

完全除去対応（提供するか、しないか）」を原則とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔共同調理場 セントラルキッチン〕 
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８ 教育費支援の充実 

（１） 入学準備金貸付制度 

高等学校、中等教育学校の後期課程、特別支援
学校の高等部、短期大学、大学、高等専門学校、専
修学校（高等課程及び専門課程）に進学の意欲を有
する者で経済的な理由により修学が困難なものの保
護者に対して、入学に要する入学金その他の費用に
ついて、無利子で貸付けを行っている。 

※返還は６ヵ月据置き、２０万円・５０万円は四半期ごとの１
７回割賦、３０万円は四半期ごとの１３回割賦、無利子。 
（平成３０年度実績） 

 

（２） 奨学金貸付制度 

高等学校、中等教育学校の後期課程、特別支援
学校の高等部、短期大学、大学、高等専門学校、専
修学校（高等課程及び専門課程）に在学する者で、
学資の支出が困難な生徒や学生に対して、奨学金を
無利子で貸し付けている。 
※返還は卒業後６カ月据置き、四半期ごとの２０回割
賦、無利子。       
（平成３０年度実績） 

 

（３）就学援助費 

【趣旨】 

経済的理由により、就学が困難と認められる学齢

児童生徒又は、就学予定の児童生徒の保護者の負

担軽減を図るため、就学に必要な経費の一部を支

給します。 

【対象者】 

次の２つの条件を満たす人（あらかじめ申請が必

要です） 

・上尾市に住んでいて、公立の小学校又は中学校に

就学又は、就学予定の児童生徒の保護者 

・上尾市教育委員会が、生活保護法に規定する要

保護者に準ずる程度に生活が困窮していると認め

た人 

【支給対象費目】 

学用品費、通学用品費、新入学児童生徒学用品

費、校外活動費、修学旅行費、学校給食費（※） 

※ 学校給食費は全額が支給対象です。 

 

 

（４） 特別支援教育就学奨励費 

【趣旨】 

特別支援学級等に在籍する学齢児童生徒の保

護者の経済的負担を軽減するため、その負担能力

に応じ就学に必要な経費の一部を支給します。 

【対象者】 

・市内小・中学校の特別支援学級、または、通級指

導教室に通級する児童生徒の保護者 

・市内小・中学校の通常学級に在籍し、一定の障害

に該当する児童生徒の保護者 

【支給対象費目】 

学用品・通学用品購入費、校外活動等参加費、

新入学児童生徒学用品・通学用品購入費、修学旅

行費、学校給食費、通学費、交流学習交通費、職

場実習交通費 

※ 所得によっては支給されない費目があります。 

※ 通級指導教室に通う児童生徒の保護者には、 

その通学費のみ支給します。 

 

 

 

 

 

 

区  分 
種

別 
貸付額 

貸
付
人
員 

貸付金額 

高等学校、中

等教育学校

の後期課程、

高等専門学

校、専修学校

（高等課程） 

公

立 

200,000

円 
３人 

600,000

円 

私

立 

300,000

円 
１人 

300,000

円 

短期大学、大

学、専修学校

（専門課程） 

公

立 

300,000

円 
０人 

0 

円 

私

立 

500,000

円 
８人 

4,000,000

円 

区  分 
貸付額と貸付

期間 

貸
付
人
員 

貸付金額 

高等学校、中

等教育学校の

後期課程、高

等専門学校、

専修学校（高等

課程） 

月額 10,000 円 

（正規の修業

期間内） 

０人 
        

0 円 

短期大学、大

学、専修学校

（専門課程） 

月額 20,000 円 

（正規の修業

期間内） 

０人 0 円 
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９ 学校施設の整備 

（１） 学校施設状況 （令和元年 5 月 1 日現在） ※東小学校の普通教室保有数のみ、向原分教室の教室数を含む。 

 

   施設事項 普通 特別   校舎等保有面積   

  教室 教室 給食室     プール   

格技場 

 

㎡ 

 校    舎    

  保有数 保有数   ㎡   ㎡ 木造 

㎡ 

鉄筋コンク

リート 

㎡ 

鉄 骨

㎡ 

計 

㎡ 

  

学校名        
  

平方幼稚園 2 0   20     235 257 492   

上尾小学校 19 10 244 375     4,564 118 4,682   

中央小学校 20 11 248 375   25 6,552 66 6,643   

大谷小学校 26 7 316 400   20 4,614 451 5,085   

平方小学校 14 14 394 375   31 5,338 77 5,446   

大石小学校 29 10 291 375   40 5,958 149 6,147   

原市小学校 21 12 306 375   23 6,829 100 6,952   

上平小学校 18 12 314 375   17 5,533 152 5,702   

富士見小学校 24 12 502 400     7,575 886 8,461   

尾山台小学校 11 9 178 375   19 3,918 13 3,950   

東小学校 28 10 299 375     4,906 111 5,017   

大石南小学校 14 11 295 375     5,755 83 5,838   

平方東小学校 10 13 167 375     5,858 84 5,942   

原市南小学校 20 7 264 375     4,340 92 4,432   

鴨川小学校 16 9 252 375     4,181 87 4,268   

芝川小学校 19 14 265 375     6,612 122 6,734   

瓦葺小学校 15 8 292 375     4,762 96 4,858   

今泉小学校 17 10 295 375     5,248 88 5,336   

西小学校 15 18 306 375   7 5,824 86 5,917   

東町小学校 25 8 325 375     4,878 472 5,350   

平方北小学校 9 10 286 375     6,057 67 6,124   

大石北小学校 27 11 321 395     5,542 494 6,036   

上平北小学校 12 7 325 395     3,635 94 3,729  

小 学 校   計 409  233  6,485  8,340  0  182  118,479  3,988  122,649    

上尾中学校 26 18 176 400 965 66 8,459 81 8,606  

太平中学校 13 14 167 400 432 19 6,408 101 6,528   

大石中学校 24 14 143 400 468   5,576 1,082 6,658   

原市中学校 19 16 143 325 422   5,533 597 6,130   

上平中学校 20 14 143 350 436   6,642 250 6,892   

西中学校 19 14 175 400 459   4,853 353 5,206   

東中学校 17 15 158 350 629   6,559 360 6,919   

東中学校 

向原分校 
6 9   415     2,148 79 2,227   

大石南中学校 9 18 146 400 459   7,749 89 7,838   

瓦葺中学校 11 12 84 400 459   3,877 470 4,347   

南中学校 12 11 200 400 552   5,013 89 5,102   

大谷中学校 9 14 166 325 478   4,837   4,837  

中 学 校   計 185 169  1,701  4,565  5,759  85  67,654  3,551  71,290    

総   合   計 596  402  8,186  12,925  5,759  267  186,368  7,796  194,431    
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校舎等保有面積 用地保有面積 

設置 

年度 

屋体・講堂 用 地 

鉄筋コン

クリート 

㎡ 

鉄骨 

㎡ 

計 

㎡ 

建物敷地 

  ㎡ 

屋外運動場 

  ㎡ 
その他 

㎡ 

      860     昭４０ 

788   788 11,861 7160   明６ 

524   524 6,149 11,455   昭３１ 

701   701 11,033 7,160   明２２ 

563   563 4,740 18,208   明５ 

687 17 704 12,062 13,172   明１９ 

778   778 3,779 11,329   明６ 

687   687 6,886 9,795   明６ 

1,369   1,369 10,584 15,418   昭３８ 

672   672 5,410 15,615   昭４２ 

687   687 7,669 15,338   昭４４ 

718   718 13,204 12,890   昭４７ 

741   741 10,233 7,369   昭４９ 

792   792 12,173 12,925   昭４９ 

674   674 10,018 8,436   昭４９ 

729   729 11,460 8,995   昭５０ 

859   859 11,903 10,040   昭５０ 

687   687 9,905 11,531   昭５１ 

712   712 8,949 9,162   昭５１ 

677   677 10,437 10,699   昭５２ 

665   665 11,717 8,701 376 昭５２ 

680   680 10,559 10,992   昭５４ 

545   545 8,413 14,192   昭５４ 

15,935  17  15,952  209,144  250,582  376    

1,038   1,038 12,965 14,633   昭２２ 

762   762 12,574 14,234   昭２２ 

770   770 12,081 12,993   昭２２ 

770   770 11,470 15,077   昭２２ 

762   762 9,632 21,701   昭２２ 

770   770 7,578 15,155   昭４６ 

812   812 11,257 19,760   昭５１ 

800   800 7,998 8,150   平１４ 

788   788 14,750 13,124 900 昭５２ 

789   789 12,614 10,847   昭５２ 

840   840 10,721 16,928   昭５４ 

1,060   1,060 9,880 13,120   昭６０ 

9,961  0  9,961  133,520  175,722  900    

25,896  17  25,913  343,524  426,304  1,276    

   施設事項 

  

  

学校名 

平方幼稚園 

上尾小学校 

中央小学校 

大谷小学校 

平方小学校 

大石小学校 

原市小学校 

上平小学校 

富士見小学校 

尾山台小学校 

東小学校 

大石南小学校 

平方東小学校 

原市南小学校 

鴨川小学校 

芝川小学校 

瓦葺小学校 

今泉小学校 

西小学校 

東町小学校 

平方北小学校 

大石北小学校 

上平北小学校 

小 学 校   

上尾中学校 

太平中学校 

大石中学校 

原市中学校 

上平中学校 

西中学校 

東中学校 

東中学校 

向原分校 

大石南中学校 

瓦葺中学校 

南中学校 

大谷中学校 

中 学 校   計 

総   合   計 
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（２） 小中学校及び幼稚園の棟ごとの耐震性能の状況 （令和元年 10 月現在） 

□小学校 

 

 

1 ＲＣ 3

2 ＲＣ 3

3 ＲＣ 1 2次 1.07

4 ＲＣ 1

5 ＲＣ 1

6 ＲＣ 4

7 ＲＣ 3

8 ＲＣ 3

9 ＲＣ 1

10 ＲＣ 1 1次 0.93

11 ＲＣ 3

12 ＲＣ 3

13 S 1

14 ＲＣ 2 1次 0.81

15 ＲＣ 3

16 ＲＣ 3

17 ＲＣ 2 1次 0.82

18 ＲＣ 3

19 ＲＣ 3

20 ＲＣ 1

21 ＲＣ 2 2次 0.86

22 ＲＣ 3

23 ＲＣ 3

24 ＲＣ 1 2次 1.08

25 ＲＣ 3

26 ＲＣ 3 2次 0.75

27 ＲＣ 3

28 ＲＣ 1 1次 1.63

29 ＲＣ 1

30 ＲＣ 2

31 ＲＣ 4

32 Ｓ 2

33 ＳＲＣ 4

34 ＲＣ 3

35 ＲＣ 3

36 ＲＣ 1 1次 0.90

37 ＲＣ 3

38 ＲＣ 3

39 ＲＣ 2

40 ＲＣ 4

41 ＲＣ 3

42 ＲＣ 3

43 ＲＣ 3

44 ＲＣ 2

45 ＲＣ 4

46 ＲＣ 4

47 ＲＣ 3

48 ＲＣ 4

49 ＲＣ 4

50 ＲＣ 2

51 ＲＣ 2

52 ＲＣ 4

53 ＲＣ 4

54 ＲＣ 3

55 ＲＣ 4

56 ＲＣ 2

57 ＲＣ 4

58 ＲＣ 2

59 ＲＣ 4

60 ＲＣ 3

61 ＲＣ 2 2次 0.88

62 ＲＣ 4

63 ＲＣ 4

64 ＲＣ 1

65 ＲＣ 4

66 ＲＣ 4

67 S 1

68 ＲＣ 1 1次 1.43

69 ＲＣ 2 1次 0.80

70 ＲＣ 3

71 ＲＣ 4

72 ＲＣ 1 1次 1.02

73 ＲＣ 4

74 ＲＣ 2 2次 1.22

75 ＲＣ 4

76 S 1

77 ＲＣ 1 1次 1.40

78 ＲＣ 2 1次 0.84

79 ＲＣ 4

80 ＲＣ 1 2次 1.22

81 ＲＣ 1 1次 0.92

○

給食室棟 ○

改修済

平成１９

○

改修済

平成２１○

改修済

改修済

改修済

新耐震建築物

改修済

平成２３ 3,251

平成２３ 4,960

改修済

昭和５４ 425

普通・特別教室棟 北校舎

改修済

新耐震建築物

昭和４９

図書・メディア棟

体育館・プール棟 平成２３

昭和４４

1,381

1,443 新耐震建築物

1,364

新耐震建築物

新耐震建築物

改修済 平成２４

○

○

北校舎(東)

8 富士見小学校

管理・普通・特別教室 南校舎

9 尾山台小学校 南校舎

10

Ｂ棟

校舎棟

Ｄ棟

北校舎(西)

Ａ棟

北校舎

東小学校

平成１９○

○

平成２０

○

平成２０

平成２５○

○

○

○

○

平成２３

平成２５

○

○

○

○

改修済

優先度
調査

改修済

Ｉｓ値

改修済

北校舎

南校舎(西)

南校舎(東)

Ｃ棟

改修
年度

建築年度番号 学校名 階数校舎名称棟名称 診断
耐震
性能

1 上尾小学校

屋内運動場棟

管理棟

普通･特別教室棟

788

南校舎

北校舎

給食室

平成２５

（㎡）

昭和４３ 1,632

管理棟

普通･特別教室棟

昭和５２

構造
面積

給食室棟

524

新耐震建築物

746

改修済昭和４６・４８ 2,186

4,396

昭和４５

改修済北校舎普通教室･特別教室棟

南校舎(西)

屋内運動場棟

管理･普通教室棟

管理･普通教室棟

改修済

3 大谷小学校
南校舎

中校舎

昭和４９

中央小学校 南校舎(東)

昭和４７ 1,748 平成２４○

701

4 平方小学校 北校舎

南校舎

屋内運動場棟

昭和５１

給食室棟

昭和４４・４６ 3,149 改修済

563

昭和５２ 改修済

平成２０

5 大石小学校
管理･普通教室棟

管理･特別･普通教室棟

昭和５０

北校舎

南校舎 改修済 平成２０

昭和５１

改修済

昭和４６ 2,804

687

昭和４４・４６

○

昭和４６

3,154

改修済

改修済昭和５１

平成２０

○

○

改修済

給食室

平成２０

昭和４７ 2,404

2,735

昭和５４ 2,156

687

平成２０

給食室棟

2,585

管理棟

北校舎

昭和５０

昭和４０・４３・４７ 3,266

給食室 昭和５１ 306

1,204

平成２２

7 上平小学校

屋内運動場棟

普通･特別教室棟

管理･普通･特別教室棟

北校舎

南校舎

管理･普通･特別教室棟 昭和４１ 2,822 改修済 平成１５○北校舎

屋内運動場棟

普通教室棟

管理･普通･特別教室棟 3,659南校舎 昭和４４・４６

昭和５０ 687

北校舎

平成２３改修済

○

平成１３

平成２３ 752

平成２４

平成１９

昭和４９

○

改修済昭和４８

○

○672

○

○

平成２３○

改修済

11 大石南小学校

昭和４８ 3,532

昭和４８

2,115

南校舎普通･特別教室棟

管理･特別･屋内運動場棟 ○

○

平成２３

平成２１

○

○

12 平方東小学校

昭和４９ 2,207 改修済管理･普通教室棟

昭和４９ 1,482

普通教室棟

平成１０○

昭和５０ 1,013 改修済 平成１１○

平成１０○改修済

改修済

昭和４９ 2,064 改修済 平成１１○

13 原市南小学校
昭和４９

校舎棟

1,701

普通･特別教室棟

管理･屋内運動場棟

平成１８○

平成１４○

平成１４○

○

3,695 改修済昭和４９

昭和５０ 1,463

1,287

昭和４９ 3,240 改修済

14 鴨川小学校

南校舎

改修済昭和４９

580昭和５９

平成１８

平成１６○

改修済

昭和５０

昭和５０ 1,128 改修済

改修済

16 瓦葺小学校
管理･屋内運動場棟

普通･特別教室棟

平成１７

○新耐震建築物

平成１６○

○15 芝川小学校

2,050

1,483

普通教室棟

特別･屋内運動場棟

普通教室棟

普通教室棟

管理･特別教室棟

昭和５０

昭和５０

昭和５０

○

平成２１○

平成１８○1,415

改修済

1,805

改修済

4,108 改修済

平成１７

改修済

18 西小学校

昭和５０

平成２３昭和５０

平成２０

○

昭和５０ 2,268

改修済

昭和５０

17 今泉小学校

687

管理棟

教室棟 3,275

屋内運動場棟

管理･特別教室棟

昭和５０

2,532

3,405

管理棟

南校舎

昭和５０

屋内運動場棟

屋内運動場棟

905昭和５０

昭和５１ 325

西校舎

昭和５１

2,257

南校舎

○

給食室

昭和５１

東校舎 2,527

南校舎 平成１２

平成２０

○

3,373

3,546

665

改修済

改修済

平成２１

平成２３

平成２２○

○

○ 平成２３

○ 平成２４

○

○

○

○

平成２２

○

平成１

○昭和５１・５５

677

○

○

昭和５１

昭和５１ 改修済

3,567

西校舎

特別教室棟

管理棟

屋内運動場棟 昭和５３ 680

昭和５３ 676

昭和５３

屋内運動場棟

校舎棟

普通教室棟

昭和５３

北校舎

昭和５１

昭和５３

22 上平北小学校

特別教室棟

管理･普通教室棟

普通･特別教室棟

給食室棟

19

21 大石北小学校

20

東町小学校

管理･普通･特別教室棟

平方北小学校

屋内運動場棟

管理･普通･特別教室棟

管理･普通･特別教室棟

○

改修済

改修済

平成２１

改修済

普通教室棟

普通･特別教室棟

改修済

普通教室棟

管理･屋内運動場棟

管理･普通･特別教室棟

○

537

325 ○

普通･特別教室棟

屋内運動場棟

特別教室棟

○

普通･特別教室

2

○

○

南校舎

6 原市小学校

○

普通･特別教室棟

屋内運動場棟

管理･普通･特別教室棟

特別･屋内運動場棟

普通･特別教室棟

屋内運動場棟

屋内運動場棟

普通教室棟

普通･特別教室棟

普通･特別教室棟

普通･特別教室棟

管理･普通･屋内運動場棟

普通教室棟

平成１８

給食室棟 給食室 昭和５９ 248

昭和５３・５５

昭和４７ 1,057

○

普通･特別教室棟

3,182 平成２２

給食室 平成１１ 291 ○

普通教室棟 東校舎 平成１４

新耐震建築物

昭和４８ 252

新耐震建築物

○

昭和４１

213 ○新耐震建築物

改修済

平成１０ 373 新耐震建築物 ○

○

改修済

1,141

2,202

○

○

1,493

377 新耐震建築物 ○

平成２４

2,797

給食室棟 給食室 昭和５３ 321 ○

管理･普通･特別教室棟

普通教室棟 東校舎

給食室棟 給食室 昭和５３
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□中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 ＲＣ 3

2 ＲＣ 3

3 ＲＣ 2

4 Ｓ 1

5 ＲＣ 2

6 ＲＣ 3

7 ＲＣ 4

8 ＲＣ 4

9 ＲＣ 1

10 ＲＣ 1 2次 1.09

11 S 1

12 ＲＣ 4

13 ＲＣ 4

14 ＲＣ 2

15 Ｓ 2

16 ＲＣ 1

17 Ｓ 2

18 Ｓ 2

19 ＲＣ 4

20 S 1

21 ＲＣ 3

22 ＲＣ 3

23 Ｓ 1

24 ＲＣ 3

25 ＲＣ 1 2次 0.77

26 Ｓ 2

27 S 1

28 ＲＣ 2

29 ＲＣ 3

30 ＲＣ 5

31 ＲＣ 4

32 ＲＣ 2

33 Ｓ 2

34 S 1

ＲＣ 4

S 3

36 ＲＣ 3 3次 0.74

37 ＲＣ 3 2次 0.76

38 Ｓ 1

39 ＲＣ 1

40 S 1

41 ＲＣ 4

42 ＲＣ 4

43 Ｓ 1

44 ＲＣ 4

45 ＲＣ 2 2次 1.04

46 S 2

47 ＲＣ 4

48 ＲＣ 4

49 ＲＣ 4

50 ＲＣ 4

51 ＲＣ 1

52 S 1

53 ＲＣ 4

54 Ｓ 1

55 ＲＣ 1

56 S 1

57 ＲＣ 4

58 ＲＣ 4

59 ＲＣ 4

60 ＲＣ 2

61 S 2

62 ＲＣ 3

63 ＲＣ 4

64 ＲＣ 4

65 ＲＣ 2

66 S 1

番号 学校名 棟名称 校舎名称 建築年度 構造 階数
面積

診断 Ｉｓ値
優先度
調査

耐震
性能

改修
年度（㎡）

1 上尾中学校

普通教室棟 南校舎 平成２７ 5,276

特別教室棟 北校舎(東) 昭和５６ 1,338

新耐震建築物 ○

普通教室棟 北校舎(西) 昭和４１ 1,845 改修済 ○ 平成２１

新耐震建築物 ○

屋内運動場棟 平成２７ 1,038 新耐震建築物 ○

プール・格技場棟 プール・格技場棟 平成２６ 1,141 新耐震建築物 ○

2 太平中学校

管理･普通･特別教室棟 南校舎 昭和４４ 2,132 改修済 ○ 平成１９

○

普通･特別教室棟 北校舎 昭和４９・５２ 2,646 改修済 ○

昭和４５ 762 改修済 ○

平成１９

普通教室棟 西校舎 昭和５６ 1,426 新耐震建築物

平成２５

渡り廊下棟 渡り廊下 昭和５０・平成４ 231 ○

屋内運動場棟

格技場棟 格技場 昭和６３ 432 新耐震建築物 ○

3 大石中学校

管理･普通･特別教室棟 中央校舎(東) 昭和４３ 3,112 改修済 ○ 平成１１

○

普通教室棟 中央校舎(西) 昭和４８ 1,115 改修済 ○

平成１０ 948 新耐震建築物 ○

平成１３

特別教室棟 北校舎 昭和５６ 1,208 新耐震建築物

屋内運動場棟 昭和４６ 770 改修済 ○ 平成２５

普通教室棟 南校舎

○

教官室兼倉庫 昭和６３ 35 新耐震建築物 ○

平成４ 250 新耐震建築物 ○

部室棟 部室 平成３ 141 新耐震建築物

格技場棟 格技場 平成５ 468 新耐震建築物 ○

給食室棟 給食室

4 原市中学校

特別･普通教室棟 Ａ棟(東) 昭和４１ 1,267

特別教室棟 金工･木工室 昭和４８ 246

改修済 ○ 平成１９

特別教室棟 Ｂ棟 昭和４８ 1,458 改修済 ○ 平成１９

平成１９

管理･特別･普通教室棟 Ａ棟(西) 昭和５３ 2,913 改修済 ○ 平成１９

昭和４６ 770 ○

改修済 ○

プール付属屋、管理室 昭和５８ 171 新耐震建築物 ○

屋内運動場棟

687 改修済 ○ 平成２０

格技場棟 格技場 昭和６３ 422 新耐震建築物 ○

昭和４７ 1,340 改修済 ○

5 上平中学校

普通教室棟 北校舎(西) 昭和３９

平成２０

管理･普通･特別教室棟 南校舎(東) 昭和５２ 3,586 改修済 ○ 平成２０

普通･特別教室棟 北校舎(東)

○ 平成２５

普通教室棟 南校舎(西) 昭和５５ 1,122 改修済 ○

昭和５９ 94 新耐震建築物 ○

平成２０

屋内運動場棟 昭和４３ 762 改修済

格技場棟 格技場 平成２ 436 新耐震建築物 ○

管理棟（サブグラウンド）

6 西中学校

35 管理･普通･特別教室棟
北校舎 昭和４６

普通教室棟 南校舎 昭和４８・５０

屋内運動場棟

2,884 改修済 _○_ 平成１２

渡り廊下部分 昭和５１ 52 改修済 〇 平成２９

1,961 ○

渡り廊下棟 渡り廊下 昭和４９ 81 ○ 平成１５

特別教室棟 金工･木工室 昭和４６ 243 改修済 ○ 平成２４

昭和４７ 762 改修済 ○ 平成２５

格技場棟 格技場 平成４ 459 新耐震建築物 ○

7 東中学校

管理･普通教室棟 南校舎 昭和５０ 3,667 改修済 ○ 平成２２

○ 平成２４

特別教室棟 東校舎 昭和５０・５５ 1,298 改修済 ○

昭和５５ 1,689 改修済 ○

平成２４

特別教室棟 特別教室棟 昭和５０ 255 改修済

平成２４

屋内運動場棟 昭和５０ 812 ○

普通教室棟 北校舎

格技場棟 格技場 平成３ 629 新耐震建築物 ○

8 大石南中学校

管理･普通･特別教室棟 北校舎 昭和５１ 4,039 改修済 ○ 平成２２

○ 平成２３

特別教室棟 金工･木工室 昭和５１ 1,199 改修済 ○

昭和５６ 1,473 新耐震建築物 ○

平成２２

普通教室棟 南校舎(東) 昭和５２ 1,145 改修済

屋内運動場棟 昭和５１ 788 改修済 ○ 平成２５

普通教室棟 南校舎(西)

3,961 改修済 ○ 平成２１

格技場棟 格技場 平成２ 459 新耐震建築物 ○

昭和５１ 255 改修済 ○
9 瓦葺中学校

管理･特別･普通教室棟 校舎棟 昭和５１

平成２４

屋内運動場棟 昭和５１ 789 改修済 ○ 平成２５

特別教室棟 木工･美術室

格技場棟 格技場 平成２ 459 新耐震建築物 ○

10 南中学校

管理･普通教室棟 校舎棟(中) 昭和５３・５６ 1,752 改修済 ○ 平成２４

○ 平成２４

普通･特別教室棟 校舎棟(東) 昭和５３ 2,872 改修済 ○

昭和５３ 840 改修済 ○

平成２４

普通教室棟 校舎棟(西) 昭和５６ 487 改修済

平成２５

格技場棟 格技場 平成２ 552 新耐震建築物 ○

屋内運動場棟

11 大谷中学校

管理･普通教室棟 南校舎 昭和５９ 2,991

屋内運動場棟 昭和５９ 1,364

新耐震建築物 ○

特別教室棟 西校舎 昭和５９ 1,717 新耐震建築物 ○

新耐震建築物 ○

体育舎、倉庫、部室 昭和６０ 247 新耐震建築物 ○

格技場棟 格技場 平成３ 478 新耐震建築物 ○
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（３） 平成 3１年度まで過去 10年間の主な学校整備 

年度 増改築・改修等の状況 

22 

富士見小学校校舎改築工事（22～23年度） 

大谷小（南校舎耐震補強・トイレ改修） 西小（南校舎耐震補強・トイレ改修） 
平方北小（管理棟耐震補強・トイレ改修） 上平北小（校舎・給食棟耐震補強・トイレ改修） 
東中（南校舎耐震補強・トイレ改修） 大石南中（北校舎・特別教室棟耐震補強・トイレ改修） 

23 

富士見小学校校舎改築工事（22～23年度） 
中央小（北校舎耐震補強） 東小（南校舎耐震補強・トイレ改修）大石南小（南校舎耐震補強・トイレ改修） 
瓦葺小（南校舎耐震補強・トイレ改修）  西小（管理棟耐震補強・トイレ改修） 
東町小（東校舎耐震補強・トイレ改修）  大石南中（南校舎棟東耐震補強・トイレ改修） 
大谷小（受水槽交換）  平方小（北校舎屋上防水改修）  原市小（南校舎給水設備改修） 
上平北小（プールろ過タンク交換）  太平中（プール改修）  瓦葺中（校舎棟屋上防水改修） 
平方幼稚園（4保育室エアコン設置）  全小学校 [富士見小・中央小を除く］（普通教室エアコン設置） 

24 

中央小学校校舎改築工事（24～25年度） 
大谷小（中校舎耐震補強・トイレ改修） 上平小（屋内運動場耐震補強） 
東小（屋内運動場耐震補強） 西小（屋内運動場耐震補強） 
平方北小（北校舎耐震補強・トイレ改修） 平方東小（屋内運動場アスベスト除去） 
西中（特別教室棟耐震補強） 東中（東校舎・北校舎・特別教室棟耐震補強・トイレ改修） 
瓦葺中（特別教室棟耐震補強） 南中（南校舎耐震補強・トイレ改修） 
大谷小（南校舎屋上防水改修） 大石南小（受水槽改修） 富士見小（太陽光発電装置設置） 
上平中（南校舎屋上防水改修・受水槽改修） 全中学校 （普通教室エアコン設置） 

25 

中央小学校南校舎改築工事（24～25年度） 中央小（太陽光発電装置設置） 
中央小（南校舎東棟耐震補強・大規模改造、北校舎東棟大規模改造） 
中央小（北校舎西棟解体・外構整備） 上尾小（屋内運動場耐震補強）上平小（トイレ改修) 
太平中・大石中・上平中・西中・大石南中・瓦葺中・南中（屋内運動場耐震補強） 
大石中・西中・大谷中（トイレ改修） 
瓦葺小（北校舎屋上防水改修） 今泉小（受水槽改修） 
南中（校舎屋上防水改修） 原市中（受水槽改修）  上尾中（仮設校舎賃貸借） 

26 

瓦葺小（公共下水道接続工事） 今泉小（屋上防水改修工事） 大石南中（受水槽等改修工事） 
西中（プール改修工事） 
上尾中改築事業（（旧）南校舎解体工事・南校舎改築工事・プール･格技場改築工事） 
小学校特別支援学級設置工事(大谷小・大石小・富士見小・鴨川小・芝川小・瓦葺小・東町小) 

27 

上尾中改築事業（南校舎改築工事・屋内運動場改築工事・北校舎（東棟・西棟）大規模改造工事・太陽光発電 
設備工事・校舎解体及び外構グランド等整備工事） 
小学校特別支援学級設置工事（平方小・尾山台小・原市南小・西小・平方北小・上平北小） 
中学校特別支援学級設置工事（太平中） 

28 芝川小（通級指導教室設置工事） 

29 太平中（北校舎外壁改修工事）  西中（渡り廊下棟耐震補強工事） 

30 原市小・大石北小（受水槽改修工事）  西中（南校舎外壁・屋上防水改修工事） 

31 

原市小（体育館屋上防水改修工事）  東中（武道場屋根防水改修工事・受水槽改修工事） 

瓦葺中（受水槽改修工事）  上平中（武道場屋根防水改修工事）  

大石中（体育館屋根防水改修工事） 
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１ 生涯学習の推進 

少子高齢化・情報化に伴い、市民の学習ニーズは増大し、高度化・多様化している。市民生活の充実と

向上のために、学習機会や情報提供、学習相談の充実をすすめ、市民の自発的な学習活動を支援するた

め、「第4次上尾市生涯学習振興基本計画」を策定し、「生涯を通して豊かな学びをサポート～学びで創る 

生きがい つながり 心豊かなくらし～」を基本理念として事業を推進している。 

基本目標として、「学びを伝える」「学びを創る」「学びを支える」「学びを生かす」を掲げ、生涯学習に関す

る情報提供や学習拠点の整備、学習機会の充実などに努め、生涯学習社会を実現するための事業を展開

している。 
 

（１） 生涯学習体制の充実 

① 上尾市生涯学習振興基本計画の策定 
平成 28 年度から平成 32 年度まで 5 年間を計

画期間とする第 4 次上尾市生涯学習振興基本計
画を策定した。 

② 生涯学習グループ情報の提供 
市民の生涯学習活動の推進を図るため、既存の

生涯学習グループの情報を提供。公民館等で活動
する609グループ（令和元年8月現在）の情報を提
供している。 

③ 上尾市まなびすと指導者バンクの運営 
生涯学習活動の分野ごとに指導者（市民講師）を

登録し、学習者に指導者情報を提供。平成８年から
情報提供開始。令和元年 8 月現在の登録件数は
136 件。 

④ あげお市政出前講座 
市民の学習希望に応じ、関係部署の市職員が出

向いて、専門知識・技術などを説明するもの。 

★平成 30年度実施件数 322 件 

⑤ 社会教育団体の支援 
社会教育団体である市ＰＴＡ連合会、ボーイスカ

ウト上尾市連絡協議会、ガールスカウト上尾地区協
議会の活動に対して支援の実施。 

（２） 生涯学習施設の整備 

① 公民館の施設管理 
上尾・上平・平方・原市・大石・大谷の市内 6 公

民館の管理運営事業（別掲）。 

② 学校施設開放事業 
市民の生涯学習の場の確保を図るため、学校教

育に支障の生じない範囲内で学校施設を市民に開
放する事業。平方東小学校・芝川小学校・富士見
小学校の特別教室の一部で実施し、利用登録団体
が活動を行っている。令和元年 8 月現在の利用登
録団体数は 109 団体。 

○平方東小学校開放教室 
 音楽室・図工室・理科室・講座室・多目的室 

○芝川小学校開放教室 
 多目的室・和室・図工室 

○富士見小学校開放教室 
 大会議室・第１音楽室・集会室・生活科教室  

（３）生涯学習機会の提供 

① 公民館事業の充実（別掲） 

上尾・上平・平方・原市・大石・大谷の市内６公民

館での講座事業を実施（別掲）。 

② 大学等との連携事業 

（ア）大学公開講座 
市民の専門的学習意欲に応えるため、聖学院大

学、さいたま市教育委員会、上尾市教育委員会で
運営委員会を組織し、聖学院大学公開講座を実施。 

期間 5月 11 日～7月 13日（毎週土曜日） 

内容 第 1講座「地域社会/国際社会における多様
性」、第 2 講座「役に立つ英会話講座」、第 3 講座
「パソコン講座」、第 4 講座「女声コーラス」 、第 5
講座「初級手話講座」  

延べ参加人数 1,760 人 

（イ）子ども大学あげお・いな・おけがわ 

聖学院大学、日本薬科大学、上尾市教育委員
会、伊奈町教育委員会、桶川市教育委員会で実行
委員会を組織し、各市町の小学校 5・6 年生を対象
とした講座を実施。 

期間 6月 22日（土）、7月 13日（土）、7月 27日
（土）、8月 21 日（水）、9月 7日（土）（全 5回） 

内容 1 日目「友だち１００人できるかな？～コミュニ
ケーション力アップのための心理学～」、2 日目
「植物のもっている色の不思議～花の色素と酸・
アルカリ～」、3 日目「わたしの物語とみんなの物
語を体験しよう！～みんな違う物語を持ちながら、
ひとつの物語を生きている～」、4 日目「ニューシ
ャトルを探検しよう」、5 日目「『酸性雨』ってなんだ
ろう？～地球をむしばむ環境問題を考えてみよう
～」 

会場 聖学院大学、日本薬科大学、埼玉新都市交
通株式会社、 

延べ参加人数 260人 

（ウ）あげお子ども大学 

市内在住の小学校 5・6 年生を対象に、高等教
育機関で行われている学問に触れることで、知識の
向上や知的好奇心を刺激するために実施。 

期間 10月 5日（土）、10月 26日（土）、11月 16
日（土）（全 3回） 
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86 〔 ２ 人権教育の推進 〕 

内容 1 日目：「市場ってどんなところ？～市場の役

割や物流について学ぼう～」 2 日目：「プログラミ

ングに挑戦！～ものづくりを考えよう～」 3 日目：

「遊びで世界を旅しよう！～あなたの国の遊びを

教えてください～」 

会場：埼玉県地方卸売市場上尾市場、埼玉大学、
聖学院大学 

（エ）ＵＤトラックス㈱との連携事業 

多種多様化する市民の学習要望に対応するため
に共催で事業を実施。 

内容 初心者向けタブレットでインターネット体験会 

期日 6月 24 日（月）、7月 22 日（月）、 

9 月 5日（木） 

③ 生涯学習推進事業の実施 

まなびすと指導者バンク登録者の有志で組織する、

まなびすと指導者バンク活動推進会議が学校施設で

行う、市民講座の企画・運営を支援している。 

④ 家庭教育講演会の実施 
○家庭教育講演会 

市ＰＴＡ連合会と共催で小・中学生の保護者を対象に

実施 

期日：令和2年2月22日（土） 

○小 1スタート家庭教育講演会 

未就学児童の保護者を対象に実施 

期日：令和元年11月9日（土） 

講師：首藤 敏元氏（埼玉大学教授） 

⑤ 家庭教育推進事業の実施 
幼稚園保護者会 5 団体に対し、家庭教育に関す

る講座等の開催の支援をしている。また、家庭教育
を推進する事業を市ＰＴＡ連合会に委託している。 

⑥ 上尾市成人式の実施 
新しく大人の仲間入りをした新成人を祝し、成人と

して自覚を高められるよう令和 2年 1月 12日（日）
に式典を開催する。 

会  場：上尾市文化センター  

対象者：2,417人（令和元年 11月 1日現在） 

⑦ 日本の伝統と文化の学習推進事業の実施 

 日本の文化・心をテーマとし、日本の伝統と文化に
関する理解を深めるため、「おとなの“NIPPON”講座」
を実施する。 

２ 人権教育の推進 

憲法や教育基本法では、基本的人権、自由、平等、教育の機会の均等について保障している。 

しかし、同和問題、女性、障害者、子ども、高齢者、外国人などに関するさまざまな人権問題が存在してい

る。これらの問題を解消するため、集会所では憲法や「人権教育及び人権啓発の推進に関する法律」の趣

意にのっとり、地域社会における同和問題・人権問題の解決に向けて人権尊重の精神に徹し、差別を正しく

認識し、差別の解消のために意欲と実践力をもった人間を育てることを目指して事業展開している。その事

業展開については以下の目的をもって実施する。 

◎地域社会における健康で明るい人間関係を図ること 

◎地域の人々の教養を高め、生活の合理化を図ること 

◎人権問題の認識と理解を深めること 

このような目的を果たすために、各種教室・講座、人権研修会、団体育成など幅広い活動を行う。 

（１）人権教育の推進 

○市民に対する人権教育の推進 

○市附属機関、各種団体指導者に対する研修 

○あらゆる学級、講座の中に人権問題を位置
づける 

（２）集会所事業の充実 

●平成３1年度集会所事業 （予定） 

 原市集会所 畔吉集会所 

講 座 数 ２４講座 ２４講座 

実施時間 ９３．５時間 ８２時間 

【平成 31年度原市集会所講座内容】 
姿勢をよくする自力整体、初めて学ぶ水彩画、は

じめての手話講座、子どもお菓子教室、スポーツチ
ャンバラ体験教室、スマホ・タブレット入門講座、ネ
ズミ年の年賀状を消しゴムはんこで作ろう、英語で話
かけてみよう！ほか 

【平成 31年度畔吉集会所講座内容】 
飾ってうれしい素敵なハーバリウム、父の日に、パ
パと一緒にパン作り、ママと楽しい抱っこでダンス、す
てきな貯金箱を作ろう、わくわく理科工作教室、魚を
さばけるようになりませんか、音楽の秋。大きな声で
愛唱歌を歌いましょう、七宝焼きで作る秋色ペンダン
トほか 

●人権問題指導者研修会の実施 
原市集会所・畔吉集会所の利用者全員を対象に

人権研修を行っている。平成 31 年度は、「同和問
題」ほかをテーマとして実施。
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３ 文化・芸術の振興 

（１） 第 51 回上尾市美術展覧会 

広く市民の美術活動の普及を図り、豊かな人間

性を養い、市民文化の向上に寄与することを目的と

する。 

★会期 令和元年 10月 22 日（火・祝） 

～10 月 27 日（日） 
★会場  上尾市コミュニティセンター 

上尾市民ギャラリー 

★部門  第１部＝日本画 （29 点) 

第２部＝洋画 （159 点) 

第３部＝立体造形 (4 点) 

第４部＝工芸 (44 点) 

第５部＝書 (119 点) 

第６部＝写真 (100 点) 

 

（２） 第 46 回上尾市民音楽祭 
市内で活動している音楽（合唱、邦楽、吹奏楽・

器楽）に親しむグループが、それぞれの活動の成果
を発表し、交流を深め、音楽を通じて市民文化の向
上を図るとともに全市的に音楽の輪を広げることを目
的とする。企画・運営は、参加団体による実行委員
会で行っている。 

★合唱祭：令和元年 11月 10 日（日） 27 団体 

★邦楽祭：令和 2年 2月 15 日（土）  14 団体 

★吹奏楽・器楽祭：令和 2年 2月 16日(日）10団体 

 

（３）上尾市ギャラリーの運営 

市民の美術作品などを展示・鑑賞する場を提供し

芸術文化の振興、向上に寄与することを目的に、

「上尾市民ギャラリー」（ＪＲ上尾駅東口アリコベール

上尾サロン館2階）、「上尾市役所ギャラリー」(上尾

市役所敷地内東側)を開設している。 

 

（４） 文化・芸術団体の支援 
文化団体連合会をはじめとした文化芸術団体の

活動を側面から支援している。 

また、市民の文化芸術の振興と普及を図る活動
を支援するため文化芸術振興基金を運用している。 

★上尾市文化団体連合会（8団体） 

NO 団体名 

１ 上尾市いけばな協会 

２ 上尾市美術家協会 

３ 上尾市俳句連盟 

４ 上尾市吟剣詩舞道連盟 

５ 上尾市茶道連盟 

６ 上尾市邦楽邦舞協会 

７ 彩の国上尾将棋連合会 

８ 上尾市民囲碁連盟 

               平成 30 年 5月現在 

 

★第 35回上尾市文化芸術祭 

  上尾市文化団体連合会では、市内の文化団
体が協力し、さまざまな分野の文化芸術活動の
総合的な展示・発表を行っている。 

開催期間 令和元年 11月 2日（土） 

             ～11 月 4日（月・祝） 

会   場  上尾市コミュニティセンター 

分  野 実 施 

茶会 10 月 20 日(日) 

開会式・アトラクション ２日(土) 

いけばな  

 

展示等 

 

 

２日(土)～４日(月・祝) 

俳句 

美術 

将棋 

囲碁 

詩吟・剣舞･

詩舞 
公演 

３日（日・祝） 

筝・三絃･尺

八・舞踊 
４日（月・祝） 

 

★上尾市文化芸術振興基金 

  平成 3１年 3月 31日現在の積立基金 

            12,795,086 円
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４ 文化財の保護・伝統文化の継承 

（１）文化財の保護 

文化財保護事業は、上尾市文化財保護審議会の開催、文化財の保存・管理、埋蔵文化財の保護、伝統

文化の継承・発展、文化財資源の活用と保護思想の普及、歴史資料の収集整理、文化財保護施設の整備、

文化財保護行政の基礎運営の８本柱で計画し、実施している。 

①上尾市文化財保護審議会 
市内に所在する文化財の調査や市教育委員

会の諮問に応じて、文化財の保存と活用に関する
重要事項を審議し、かつ建議する。 
★会議：5 月 30 日（木）、2 月上旬予定 

 

②文化財の保存・管理 

(ｱ) 市指定文化財の指定 

 ・坂上遺跡方形周溝墓出土品 2点を追加指定 

(ｲ) 市登録文化財の登録 

(ｳ) 市指定・登録文化財の修理・修復 

（「小敷谷の祭りばやし」太鼓修理・新調補助、

「二ツ宮の大山灯籠行事」灯籠新調補助、「平方

新田の祭りばやし」櫓屋根改修補助） 

(ｴ) 指定文化財維持交付金の交付 

★7件へ計 210，000 円を交付 

(ｵ) 市指定文化財の状況調査 
市指定文化財の現状を把握することで、円滑

に保存し、維持・管理を進めていく。 
(ｶ) 馬蹄寺のモクコク害虫駆除 

(ｷ) 文化財の調査・研究 

・指定・登録文化財候補調査 

(ｸ) 民具の収集と整理 

・「上尾の摘田・畑作用具」資料調査整備事業 

・民具収蔵庫の燻蒸 

(ケ) 市指定文化財説明板の整備 

 

③埋蔵文化財の保護 

(ｱ) 埋蔵文化財試掘・確認調査 

(ｲ) 埋蔵文化財緊急発掘調査 

  ・坂上遺跡(第 8次) 

  ・後山遺跡(第 9次) 

(ｳ) 市事業による出土遺物の整理調査 

・坂上遺跡(第 8次) 

(ｴ) 調査報告書の刊行 
『上尾市文化財調査報告第 112 集 平方・石井

戸遺跡＜第１分冊＞』刊行予定 

 

④伝統文化の継承・発展 

(ｱ) 無形民俗文化財の公開 

(ｲ) 無形民俗文化財保存団体継承者育成事業 

 

 

 

 

⑤文化財資源の活用と保護思想の普及 

(ｱ) あげお歴史セミナー 

○第 1 回 【テーマ／郷土愛育成事業 あげおを
もっと好きになろう！あげお歴史探検ツアー】 

期日：令和 元年 6月 14日（金） 
講師：生涯学習課職員 
［会場／上尾公民館・現地見学（上尾地区周

辺の文化財）］ 

○第 2 回 【テーマ／中山道の面影を訪ねて 
上尾宿から本庄宿まで】 

期日：令和 元年 11 月 21 日（木）・ 
9 月 27 日（水） 

講師：杉山 正司 氏(市文化財保護審議会委
員) 

[会場/上尾公民館・現地見学（桶川市ほか）] 
○第 3回 【テーマ／未定】 
期日： 3 月開催予定 

（ｲ） 上尾の文化財展 

○「尾山台遺跡と周辺の遺跡展」 
・期間：令和 元年 8月 3日（土） 

～8 月 6日(火) 

・会場：尾山台団地内 みんなの広場 

○「第 8回上尾の昔～あそび・くらし展～」 
・内容：衣服に関わる市収蔵資料等を展示  

・期間：令和 元年 10 月 5 日(土) 

～10 月 14 日(月) 

・会場：上尾市自然学習館 展示ロビー・和室 

(ゥ) 地域公民館の展示ケースの展示替え 

(ｴ) 出前講座 （学校や文化活動団体等） 

(ォ) 総合的学習、教員研修等 

 

⑥文化財保護行政の基礎運営 

(ｱ) 県文化財保護協会 〔県内６３市町村で構成〕 
   ・評議員会・研修会 

(ｲ) 担当者会議、教職員研修、器材の管理 
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（２）歴史資料調査事業の推進 

本年度は、市史編さん事業を進める中で収集された約 42,100 点の旧役場文書や寄贈していただいた約

48,000 点の旧大谷農協文書などについて、今後、市民の学習・研究活動に広く活用できるように、整理・分

類し、公開を目的とした目録化の事業を進める。 

◎平成３1 年度の主な事業 

①歴史的資料の整理・保存 

 (ｱ) 歴史的資料の収集 

   上尾市文書取扱規定に基づき廃棄が決定さ

れた行政文書の収集を行っている。 

ただし、個人情報に係る内容の文書については

収集しない。 

・第１種保存文書（1１年以上）の保存年限見直

し作業に伴う収集 

・１０年・５年・３年保存文書の選定収集（7月） 

(ｲ) 文書目録の刊行 

資料の点検整理、件名の一覧表（目録）を作

成し、整理済の文書から順次刊行する。 

・旧大谷農協文書目録 4 300 部（３月） 

・諸家文書の目録作成整理(通年) 

 

 

(ｳ) 諸家文書の調査・整理・分類(通年) 

②保管のための資料室・分室の維持管理（通年） 

自治体等から寄贈された文化財や発掘の調査

報告書の保管（資料室）、市史編さん事業で収

集した古文書・旧役場文書や公文書及び記録

写真の保管（分室） 

③資料の活用（通年） 
  ・市民の学習・研究活動のための資料提供 

④研修・会議（通年） 

・埼玉県地域史料保存連絡協議会 
〔県内５７市町村及び県立文書館で構成〕 

 

 

            〔文化財展 第８回尾山台遺跡と周辺の遺跡展〕  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

          

 
〔藤波のささら獅子舞〕             〔「上尾の摘田・畑作用具」資料調査整備事業〕 
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【文化財関係資料】 上尾市所在の指定文化財一覧 

 

◎国登録有形民俗文化財：１件  

種      別 指定文化財名 

有形民俗文化財（１） 上尾の摘田・畑作用具［上尾市教育委員会］    

 

◎県指定文化財：５件 

種      別 指定文化財名 

有形文化財 
工芸品（１） 永楽通宝紋鞍 付 鐙一双 ［妙厳寺］  

考古資料（１） 殿山遺跡出土旧石器  ［上尾市教育委員会］     

記念物 天然記念物（２） 
徳星寺の大カヤ及び暖帯林 ［徳星寺］ 

馬蹄寺のモクコク ［馬蹄寺］ 

民俗文化財 無形民俗文化財（１） 平方祇園祭のどろいんきょ行事 ［平方のどろいんきょ保存会］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔
殿
山
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器
〕 

〔
平
方
の
ど
ろ
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ょ
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〔永楽通宝紋鞍 （付鐙一双）〕 

「種別」欄（ ）は件数 

「指定文化財名」欄［ ］は所有者・管理者・保持者・保持団体 
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◎市指定文化財：８３件 

種      別 指定文化財名 

有形文化財 
（50） 

建造物（３） 
愛宕神社（本殿）［愛宕神社］ 
少林寺山門 ［少林寺］ 
神山家煉瓦蔵・煉瓦塀 付 棟札一枚 ［個人所有］ 

絵画（２） 
紙本着色釈迦三尊像図 ［馬蹄寺］ 
絹本着色不動明王図 ［個人所有］ 

彫刻（17） 

十一面観世音菩薩坐像 付 胎内仏 ［清真寺］ 
相頓寺三仏 ［相頓寺］ 
日光・月光菩薩立像 ［密蔵院］ 
十一面観世音菩薩立像 ［日乗院］ 
十二神将立像 ［密蔵院］ 
銅造阿弥陀如来及び両脇侍立像 ［小林寺］ 
氷川神社本殿彫刻 ［氷川神社］ 
木造阿弥陀如来立像 ［相頓寺］ 
木造阿弥陀三尊立像 ［西光寺］ 
向山不動堂彫刻 ［向山地区］ 
原市山車彫刻 ［原市第１･2･4･5 区 原市仲町山車保存会］ 
木彫十一面観音立像 ［谷津町内会］ 
木彫釈迦三尊坐像 ［龍眞寺］ 
木造宝冠阿弥陀坐像 ［放光院］ 
木造十一面観音坐像 ［観蔵院］ 
木造阿弥陀如来立像 ［畔吉東部共同墓地内堂］ 
木造達磨大師坐像・招宝七郎大権修利菩薩倚像［龍眞寺］ 

書跡・典籍・古文書（９） 

慶安の禁札 ［十連寺］ 
家康朱印状等古文書 ［徳星寺］ 
矢部家文書 ［上尾市教育委員会］ 
小川家文書 ［個人所有］ 
須田家文書 ［上尾市教育委員会］ 
神田家文書 ［上尾市教育委員会］ 
南村須田家文書 ［上尾市教育委員会］ 
上尾宿助郷関係（壱丁目村）文書 ［上尾市教育委員会］ 
平方村石倉家文書 ［上尾市教育委員会］ 

考古資料（14） 

月侍供養塔 ［下芝農家組合］ 
月侍供養塔 ［個人所有］ 
弘長板碑 ［楞厳寺］ 
古墳出土銅鏡 ［個人所有］ 
地蔵像板石塔婆 ［畔吉東部共同墓地］ 
後山遺跡出土関山式土器 ［上尾市教育委員会］ 
薬師耕地前遺跡出土品 ［上尾市教育委員会］ 
相頓寺六字名号板石塔婆 ［相頓寺］ 
私年号板石塔婆 ［個人所有］ 
正平七年銘板石塔婆 ［個人所有］ 
十連寺板石塔婆 ［十連寺］ 
西通Ⅰ遺跡出土灰釉草葉文瓶 ［上尾市教育委員会］  
坂上遺跡方形周溝墓出土品 [上尾市教育委員会] 

伝どんどん山出土海獣葡萄鏡[上尾市教育委員会] 

歴史資料（５） 

五榜の高札 ［上尾市教育委員会］ 
瓦葺懸渡井官費営繕之真景図 ［上尾市教育委員会］ 
私年号延徳元年銘板石塔婆 ［個人所有］ 
平方村河岸出入商人衆奉納の石祠 ［橘神社］ 
鈴木荘丹俳諧歌碑 ［馬蹄寺］ 
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種      別 指定文化財名 

民俗文化財 
（18） 

有形民俗文化財（11） 

車地蔵 ［堤崎地区］ 
万治二年銘庚申塔 ［個人所有］ 
相頓寺絵馬群 ［相頓寺］ 
戸崎の浅間塚 ［個人所有］ 
小塚浅間塚 ［個人所有］ 
須田家の神楽師用具 ［上尾市教育委員会］ 
馬蹄寺徳本行者六字名号供養塔 ［馬蹄寺］ 
十連寺徳本行者六字名号供養塔 ［十連寺］ 
相頓寺徳本行者六字名号供養塔 ［相頓寺］ 
畔吉諏訪神社大山石灯籠 ［畔吉諏訪神社］ 
領家大山石灯籠 ［領家東部区長］ 

無形民俗文化財（７） 

藤波のささら獅子舞 ［藤波のささら獅子舞保存会］ 
畔吉ささら獅子舞 ［畔吉ささら獅子舞保存会］ 
藤波の餅つき踊り ［藤波の餅つき踊り保存会］ 
川の大じめ ［川の大じめ保存会］ 
畔吉の万作踊り ［畔吉源太踊万作踊保存会］ 
堤崎の祭りばやし ［堤崎はやし連］  
武州平方箕輪囃子 ［武州平方箕輪囃子連］ 

記念物 
（15） 

 

史跡（９） 

上尾郷二賢堂跡 ［氷川鍬神社］ 
山崎武平治碩茂の墓 ［遍照院］ 
松下豊前守房利の供養塔 ［放光院］ 
森朴斎碑と墓 ［観音堂］ 
西尾隠岐守一族累代の墓 ［妙厳寺］ 
伊藤由哉碑と墓 ［妙厳寺］ 
柴田七九郎父子の墓 ［今泉共同墓地］ 
正覚寺寺子屋遺跡 ［観音堂］ 
殿山古墳 付 出土品四点 ［個人所有／付は上尾市教育委員会］ 

天然記念物（６） 

もちの木 ［個人所有］ 
大けやき ［橘神社］ 
らかんまき ［宝蔵寺］ 
むくの木 ［東町共同墓地］ 
むくろじ ［龍山院］ 
八枝神社の境内ケヤキ・エノキ群 ［八枝神社］ 
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           〔畔吉源太万作踊り〕                     〔畔吉ささら獅子舞〕 

 

 

◎上尾市登録文化財：３９件 

種      別 登録文化財名 

民俗文化財 
（38） 

有形民俗文化財（８） 

井戸木の延宝三年銘庚申塔 ［井戸木共同墓地］ 

馬喰新田の寛政十二年銘庚申塔 ［個人所有］ 

徳星寺の正徳四年銘庚申塔 ［徳星寺］ 

柏座の享保十三年銘庚申塔 ［日乗院］ 

向山の宝暦三年銘庚申塔 ［神明神社］ 

原市の正徳二年銘庚申塔 ［稲荷神社］ 

原市船橋の文化二年銘庚申塔 ［個人所有］ 

弁財の浅間塚 [弁財浅間神社氏子会］ 

無形民俗文化財 

（30） 

本町の祭りばやし ［本町はやし連］ 
愛宕の祭りばやし ［愛宕囃子連］ 
上町の祭りばやし ［上町囃子連保存会］ 
仲町の祭りばやし ［仲町囃子連］ 
平方下宿の祭りばやし ［下町はやし連］ 
小泉の祭りばやし ［小泉囃子連］ 
浅間台の祭りばやし ［浅間台囃子保存会］ 
小敷谷の祭りばやし ［小敷谷囃子連］ 
菅谷の祭りばやし ［菅谷囃子連］ 
向山の祭りばやし ［向山囃子保存会］ 
西宮下の祭りばやし ［西宮下はやし連］ 
中平塚の祭りばやし〔中平塚囃子連〕 
二ツ宮の大山灯籠行事 [二ツ宮農家組合] 
柏座の大山灯籠行事 [柏座石尊講] 
谷津の大山灯籠行事 [谷津町内会] 
藤波の大山灯籠行事 [天神・氷川・八幡合社] 
浅間台の大山灯籠行事 [浅間台区] 
弁財の大山灯籠行事 [弁財浅間台神社氏子会] 
町谷の大山灯籠行事 [町谷区] 
箕の木の大山灯籠行事 [箕の木区] 
上新梨子の大山灯籠行事 [上新梨子区農家組合] 
西門前の大山灯籠行事 [西門前大山灯籠保存会] 
菅谷の大山灯籠行事 [下組区・北中地区・新田区・上組区] 
須ケ谷の大山灯籠行事 [第六天神社] 
向山本村の大山灯籠行事 [向山氏子会（本村地区）] 
向山新田の大山灯籠行事 [向山氏子会（新田地区）] 
堤崎の大山灯籠行事 [堤崎愛宕神社] 
地頭方の大山灯籠行事 [氷川神社] 
中分の大山灯籠行事[中分中組講社] 
平方新田の祭りばやし［平方新田はやし連］ 

記念物（１） 史跡（１） 瓦葺掛樋跡[見沼土地改良区] 
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５ 公民館事業の充実 

公民館は各事業を企画・実施するほか、生涯学習グループの活動の場として利用されている。現在上尾

市には、上尾公民館、上平公民館、平方公民館、原市公民館、大石公民館、大谷公民館がある。令和 1

年 11 月現在の利用登録団体数は約 1,100 団体。 

◎各公民館の所在地 

公民館名 所在地 電話番号 公民館名 所在地 電話番号 

上尾公民館 二ツ宮７５０ ７７５－０１８５ 原市公民館 大字原市３４９９ ７２１－４９４８ 

上平公民館 上平中央３-３１-5 ７７５－９３０８ 大石公民館 小泉９-２８-１ ７２６－６６１５ 

平方公民館 大字平方９０５－１ ７２６－３４４６ 大谷公民館 大字大谷本郷９４９－１ ７８１－０８９２ 

（１）上尾公民館 

上尾公民館は上尾市文化センターの 4・5 階にある（事務室は１

階）。現在約 250 団体が活動の場として利用しており、本年度は、

第 42 回上尾公民館まつりをはじめ、23 の公民館事業を計画し、

多様な学習機会の提供を行っている。 

 

① 利用時間・休館日 

○ 利用時間 ： 午前９時から午後９時まで 

○ 休館日 ： 年末年始・その他臨時休館日 

 

② 使用料 

 

③ 平成 31 年度 上尾公民館事業計画 

№ 事 業 名 時期 定員 内     容 

世代別講座（子供） 

1 
星の教室～夏の星物語と星の

ストラップ作り～ 
7 月 30 人 

小学校低学年を対象に、季節の星座にまつわる神話と工

作を学ぶ 

2 
子ども科学教室 

ザ・実験!! 空気の不思議 
8 月 24 人 

小学３～６年生を対象に、空気を使った実験を通して科学

の楽しさを学ぶ 

3 

星の教室～黄道 12星座や冬

の 1 等星の学習とオリジナル

星座早見盤づくり～ 

11 月 30 人 
小学４～６年生を対象に、季節ごとの星座の見方や、星座

にまつわる神話と工作を学ぶ 

4 親子でみその食べくらべ教室 2 月 15 組 
原料、熟成度などが違う味噌を食べ比べ、和食に対する

理解や親子のコミュニケーションを深める 

世代別講座（高齢者） 

1 
ふるさと学級～シニアのための

教養講座～ 
10・11 月 30 人 

おおむね60歳以上の人を対象に、日々元気に過ごせるよ

う、身体を動かす事、知識を得ることなど、新しい事に興味

や関心を持って学習し、参加者同士の親睦を深める 

一般教養に関する講座 

1 
郷土の歴史を知る講座～寺か

ら見る上尾の歴史～ 
5 月 30 人 

上尾駅の東側にある寺院にスポットをあて、それぞれに纏

わる歴史を学ぶ 

利用単位 

利用区分 
午前 午後 夜間 全日 

講座室 ５０１ 500 600 600 1,700 

講座室 ５０２ 400 500 500 1,400 

講座室 ５０３ 500 600 600 1,700 

和 室 400 500 500 1,400 

調理室 600 700 700 2,000 

利用単位 

利用区分 
午前 午後 夜間 全日 

講座室 ４０１ 600 700 700 2,000 

講座室 ４０２ 500 600 600 1,700 

講座室 ４０３ 400 500 500 1,400 

（単位：円） 
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№ 事 業 名 時期 定員 内     容 

2 日本伝統の色「紅」を知る 1 月 30 人 
紅の歴史を多角的に学び、日本文化について関心を高め

る 

３ 
初心者のための古文書入門

講座 
2 月 20 人 古文書解読を楽しむための基礎知識を学ぶ 

文化・芸術に関する講座 

1 
苔盆栽～私だけの小さな自然

～ 
6 月 １8 人 初心者でも手掛けやすい苔盆栽で、盆栽の魅力を学ぶ 

2 
和小物作り～縁起物七宝まり

を飾ろう～ 
12 月 20 人 

つるし雛の細工物のひとつである七宝まりを作り、伝統文化

の理解を深める 

3 みんなで歌おう 3 月 30 人 
生の演奏を聴き、フォークソングをみんなで楽しみながら歌

い親しむ 

健康・スポーツに関する講座 

1 
腹式呼吸で健康に！初めての

吹矢教室 
7 月 30 人 スポーツウエルネス吹矢の魅力、腹式呼吸法を学ぶ 

2 ZUMBA でからだリフレッシュ！ 9 月 30 人 
ラテンの曲（中南米）を中心に全身を使って身体を動かす

ことにより心肺機能の向上、ストレス発散を目指す 

３ 

健康講座 血圧測定～聴診

器で血圧の音を聴いてみませ

んか？ 

1 月 30 人 
実際に血圧の音を聴く体験や測定をとおして、血圧につい

ての知識を学ぶ 

家庭生活に関する講座 

1 
ベビーセミナー 

ママと赤ちゃんの癒されタイム 
10 月 １0 組 

子育て相談や母親の産後の体調管理の支援（手遊びや

童謡でリラックス,漢方からのケアタイム,ベビーダンス） 

2 季節を楽しむ水引細工 2・3 月 16 人 水引で小物を作成する 

3 初めてのステンドグラス講座 3 月 16 人 ステンドグラスで美しいランプを作成する 

連携・協働した講座 

1 シニアいきいきメイクセミナー 9 月 20 人 
普段化粧を楽しまない方に向けて、メイクの基礎を学び、

明るく前向きな生活を送るきっかけ作りを行う 

2 薬と健康講座 11・12 月 ４0 人 
薬の正しい知識と健康食品など健康増進に役立つ知識を

学ぶ 

政策・施策に関する講座 

1 
『ふつう』ってなんだろう？～多

様な性から人権を考える～ 
11 月 60 人 

性的マイノリティの当事者を講師に招き、性的マイノリティと

はという導入から、個人の生き方や人権について学ぶ 

2 
クリスマス料理で減塩‼～こん

なに美味しい減塩のコツ～ 
11 月 20 人 

上尾地区食生活改善推進員との共催で、クリスマス料理

で減塩を題材に料理し、食への関心を高める 

3 
英語 de 遊ぼう 

～KIDS ENGLISH～ 
11 月 30 人 小学生を対象に、英語の文化に親しむ 

成果の活用 

1 第 42回上尾公民館まつり 6 月 ― 
公民館利用サークルの活動成果の発表と地域住民との交

流を図る 

④ 平成 30 年度 上尾公民館利用状況 

月別 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

件数 305 331 347 329 262 338 395 353 304 309 364 348 

人数 4,134 5,690 6,628 5,552 3,807 4,761 6,484 5,582 4,452 4,912 5,744 5,688 

利用合計 3,985 件   63,434 人 

 
 

 

 

〔苔盆栽～私だけの小さな自然～〕 
〔シニアいきいきメイクセミナー〕 〔腹式呼吸で健康に！初めての吹矢教室〕 
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（２）上平公民館 
現在約 200 団体が活動の場として利用している。本年度は、第 34 回上平公民館まつりをはじめ、22 の

公民館事業を計画し、多様な学習機会の提供を行っている。 

 

① 利用時間・休館日 

 ○ 利用時間 ： 午前９時から午後１０時まで 

 ○ 休館日 ： 年末年始・その他臨時休館日 

 

② 使用料 

利用単位 

利用区分 
午前 午後 夜間 全日 

講座室 1 400 500 600 1,500 

講座室 2 400 500 600 1,500 

会議室 400 500 600 1,500 

和室 1 300 400 500 1,200 

和室 2 200 300 400 900 

調理室 500 600 700 1,800 

陶芸窯 １回（3 日間） 3,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用単位 

利用区分 
午前 午後１ 午後２ 夜間 全日 

集会室兼体育室 ２，０００ ２，０００ ２，０００ ２，６００ ８，６００ 

 

③ 平成 31 年度 上平公民館事業計画 

№ 事 業 名 時期 定員 内     容 

世代別講座（子供） 

1 
夏休み子ども理科教室～スポ

ーツ吹き矢～ 
7 月 20 組 

日本古来の吹き矢の仕組みを学び、安全なスポーツ吹き

矢を体験する 

2 
夏休み子ども作文の書き方教

室～書くことって楽しいね～ 
8 月 10 人 

小学生を対象に、苦手意識の強い作文を楽しいと感じられ

る意識に変え、日々の作文に積極的に取り組むきっかけを

作る 

3 ミニ門松づくり教室 12 月 10 組 
伝統の正月飾りである門松の意味を知るとともに手

作りし、新春を迎える喜びを感じる 

４ 恵方巻ロールケーキ 1 月 ６組 
縁起物の恵方巻を、家庭でより親しみやすいケーキ

で作る 

世代別講座（高齢者） 

１ 
いきいき教室～シニアライフを

楽しもう～ 
9・10 月 160 人 

60歳以上の高齢者を対象に、健康で心豊かな生きがいの

ある生活の達成を目的とした各講座を開設し、参加者の親

睦と交流を図りながら学ぶ 

一般教養に関する講座 

1 はじめての日本刀講座 6 月 25 人 日本刀の鑑賞ポイント・作法などを初歩から学ぶ 

2 
筆ペン講座～暮らしに役立つ

「書」～ 
11 月 30 人 

初めてでも使いやすい筆ペンで美しい書き方を学

び、心のこもった書を暮らしの中に取り入れる 

文化・芸術に関する講座 

1 津軽の伝統工芸こぎん刺し 6・7 月 20 人 
伝統工芸の「こぎん刺し」をひと針ひと針さしなが

ら、毎日を素敵に彩るポーチなどの小物を作る 

2 
初心者のための仏像鑑賞～い

にしえの美を訪ねて～ 
8・9 月 25 人 

初心者が仏像を鑑賞するために必要な基礎知識（歴

史・種類等）を学び、これまでとは違った角度から

仏像を見る楽しみを知る 

（単位：円） 
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№ 事 業 名 時期 定員 内     容 

3 はじめての盆栽教室 １１月 16 人 
日本の伝統的な芸術である盆栽の基本および手入れの方

法を学ぶ 

4 クリスマスコンサート 12 月 100 人 
音楽を身近に親しむための、家族や友人と気軽に参加で

きるコンサート 

5 組み紐 1・2 月 12 人 
古くから伝わる組紐の歴史について触れ、基本的な

組み方を学び作品作りの楽しさを体験する 

健康・スポーツに関する講座 

1 はじめてのピラティス 9 月 20 人 
生涯を心身ともに健康的に生きていくため、しなやかで丈

夫な体づくりを学ぶ 

2 健康ウォーキング教室 10 月 40 人 
正しい姿勢と速度、歩き方を身に付けて日常生活に取り入

れる 

家庭生活に関する講座 

1 
はじめてのアーティフィシャル

フラワー 
7 月 15 人 

初心者にも簡単に作れるアーティフィシャルフラワ

ーとして、ラベンダーの夏リースを作る 

2 
アフタヌーンティーを楽しむ教

室 
9・10 月 12 人 

英国風のアフタヌーンティーを紅茶の歴史・種類・入れ方 

から学び、紅茶とよく合うティーフーズを作る 

3 

野菜ｄｅおもてなし料理～クリ

スマスをヘルシーで素敵に演

出～ 

12 月 12 人 

美味しい冬野菜を使い、ヘルシーでいつもより少し贅沢な

料理を学び、クリスマスや日々の生活で、家族や知人とコミ

ュニケーションを取る楽しさを知る 

連携・協働した講座 

1 心臓のおはなし 7 月 30 人 
「心臓病」についての知識を高め、日常生活の中でできる

予防について学ぶ 

２ セカンドライフセミナー 12 月 25 人 
気軽に始める家族のための財産管理、年金や保険の

基礎を学ぶ 

政策・施策に関する講座 

1 
人権講座～拉致問題を考え

る～ 
11 月 100 人 

さまざまな人権問題について学習し、人権尊重と差別の解

消について理解を深める。 

2 タイ料理 2 月 12 人 微笑みの国タイの文化と歴史を、料理を通して学ぶ。 

成果の活用 

1 第 34 回上平公民館まつり 5 月 ― 
公民館利用サークルの活動成果の発表と地域住民との交

流を図る 

④ 平成 30 年度 上平公民館利用状況 

月別 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

件数 378 362 368 360 277 350 388 378 310 307 333 376 

人数 5,149 5,487 4,696 5,149 3,197 4,314 5,252 4,768 3,640 3,946 3,945 4,714 

利用合計 4,187 件 54,257 人 

 

 

    

 

   

    

       

  

 

 〔はじめての日本刀講座〕 〔夏休み子ども作文の書き方教室〕 

 

〔はじめてのアーティフィシ

ャルフラワー〕 
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（３）平方公民館 
現在約 90 団体が活動の場として利用している。本年度は主催事業として、第 34 回平方公民館文化祭

をはじめ、24 の公民館事業を計画し、多様な学習機会の提供を行っている。 

 
 

① 利用時間・休館日 

 ○ 利用時間 ： 午前９時から午後１０時まで 

 ○ 休館日 ： 年末年始・その他臨時休館日 

 

 

② 使用料 

利用単位 

利用区分 
午前 午後 夜間 全日 

講座室 1 400 500 600 1,500 

講座室 2 400 500 600 1,500 

和室 1 300 400 500 1,200 

和室 2 200 300 400 900 

調理室 500 600 700 1,800 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 平成 31 年度 平方公民館事業計画 

№ 事 業 名 時期 定員 内     容 

世代別講座（子供） 

1 
スパイス工場見学とカレー作り

教室 
6 月 16 人 

スパイス工場を見学し、カレーとナン作りを通してスパイス

について学ぶ 

2 夏休み子ども科学教室 7 月 20 人 
身近な材料を使う簡単な実験による理科学習の機会を提

供し、子どもの好奇心や興味を育てる 

3 
夏休みわくわく体験～布のバ

ックに絵を描こう～ 
8 月 １５人 

白い布バッグにアクリル絵の具で絵を描いてオリジナルバッ

グを作る。物づくりの楽しさと達成感を味わう 

４ 

県民の日企画・親子でかわい

いパン作りに挑戦！～焼き立

てパンでにこにこランチ～ 

１１月 20 人 
粉から生地を作ってパンを焼くまでの工程を体験し、かわ

いい動物パン、サラダ、スープを親子で楽しく作る 

世代別講座（高齢者） 

１ たちばな学級 5・6 月 30 人 

高齢者が健康で明るい毎日を過ごすための知識の向上

と、参加者同士の親睦を深めることを目的に、健康講座や

平方小学校児童との交流会等を行う 

一般教養に関する講座 

1 
夏の文学講座～怪異小説短

編集「諸国百物語」の世界～ 
７月 30 人 

ろくろ首、猫また、片輪車などのユニークな妖怪たちや幽

霊が登場する諸国百物語の本書を読み解く 

2 

こころをほぐす香りの講座～シ

アバターと蜜ろうのしっとりクリ

ーム作り～ 

１１月 ２０人 
アロマオイル（精油）を使い、こころをほぐす香りなど日常に

役立つ効果・効用を学び、日常に役立てる 

3 
歴史講座～渋沢栄一とその魅

力～ 
3 月 ３0 人 

埼玉も偉人で、近代資本主義の父と言われる渋沢栄一の

人間力と魅力について学び理解を深める 

文化・芸術に関する講座 

1 ゴスペルに挑戦！ ９月 １５人 
呼吸、発声、発音の基本を習い、ゴスペル独特のリズムと

ハーモニーを体感し高らかに歌う 

2 
秋のコンサート～ジャズ＆ボサ

ノバ～ 
１１月 100 人 

ジャズの躍動的で独特なリズムとボサノバの洗練された新

しいハーモニーが奏でる生の演奏を楽しむ 

利用単位 

利用区分 
午前 午後１ 午後２ 夜間 全日 

集会室兼体育室 １，６００ １，６００ １，６００ ２，０００ ６，８００ 

 

 （単位：円） 
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№ 事 業 名 時期 定員 内     容 

3 
はじめての仏像彫刻～地蔵面

を彫る～ 
11・12 月 10 人 

仏像彫刻の基本を習い、威厳と優しさに溢れた地蔵面を

自分の手で彫る 

4 平方寄席～落語を楽しもう～ 3 月 80 人 
古典落語の魅力を知る機会を提供し、誰にでも楽しめる落

語の公演を開催する 

健康・スポーツに関する講座 

１ 
シェイプボクシングで楽しくシェ

イプアップ！ 
6・7 月 20 人 

シャドーボクシングに音楽を取り入れた有酸素運動シェイプ

ボクシングでリフレッシュし、脂肪を燃焼させる 

2 

からだ・メンテナンス～バラン

スボールで体幹を鍛えよう！

～ 

10 月 15 人 
膝に負担をかけずに全身運動ができるバランスボールを使

って体の歪みを整え、音楽に合わせて楽しく体幹を鍛える 

３ 
はじめての花架拳～ストレッ

チ・気功体操で健康に～ 
3 月 20 人 

中国武術に伝承される華麗な「花架拳」の基本動作を習

って音楽に合わせて舞い、体幹を鍛え健康増進を図る 

家庭生活に関する講座 

1 
ギャザリング教室～花束のよう

な寄せ植えを作る～ 
6 月 15 人 

土を使わない新しい形の寄せ植えの技法を習い、花束の

ような一鉢を作る 

2 いけばなアート教室 12 月 15 人 
古流松東会の「いけばなアート」を学び、クリスマス、お正月

の花を生ける 

3 味噌づくり教室 1 月 20 人 
埼玉県産の大豆とお米を使い、やさしく、まろやかな味噌１

㎏を作る 

連携・協働した講座 

１ 
パソコン教室（入門編）～ワー

ド・エクセルを使いこなそう～ 
7 月 

各 24

人 

県立上尾橘高等学校の教諭と生徒の協力を得て、パソコ

ン初心者を対象に、文書作成ソフトワードと表計算ソフトエク

セルの基本操作を学ぶ 

２ 
終活講座～いつか来る日に備

えよう～ 
9 月 20 人 

自分の生前整理、親の生前整理等、モノとお金の片付け

について、高齢期、終末期のライフプランを学ぶ 

政策・施策に関する講座 

1 
トルコ料理教室～世界三大料

理の一つを作ろう～ 
9 月 16 人 

トルコ人講師からトルコの家庭料理の作り方を学び、異国の

食を味わい、楽しむ 

2 秋の味覚を楽しむ 10 月 15 人 
秋の旬の食材を使い、栄養バランスの整った献立作りを学

ぶ 

3 
人権講座～音楽の歴史よもや

ま話から～ 
１１月 50 人 

明治時代に生まれた唱歌・童謡や、昭和歌謡などを基に

音楽の歴史から人権を考える 

成果の活用 

1 第 34 平方公民館文化祭 5 月 ― 
平方公民館を利用しているサークルの活動成果の発表と

地域住民との交流を図る 

④ 平成 30 年度平方公民館利用状況 

月別 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

件数 １８６ ２０６ ２１５ １８５ １５２ ２０２ ０ ０ １６９ １７７ １７９ １９８ 

人数 2,601 3,527 2,702 2,149 1,728 2,320 ０ ０ 1,793 2,016  1,955 2,563 

    利用合計 1,869 件   23,354 人 

 
〔スパイス工場見学とカレー作り教室〕 〔ギャザリング教室〕 〔シェイプボクシング〕 
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（４）原市公民館 

現在約 130 団体が活動の場として利用している。本年度は主催事業として、第 32 回原市公民館祭りを

はじめ、22 の公民館事業を計画し、多様な学習機会の提供を行っている。 

 
 

① 利用時間・休館日 

 ○利用時間：午前９時から午後１０時まで 

 ○休館日：年末年始・その他臨時休館日 

 

② 使用料 

利 用 単

位 

利用区分 

午前 午後 夜間 全日 

講座室 1 400 500 600 1,500 

講座室 2 400 500 600 1,500 

和室 1 300 400 500 1,200 

和室 2 200 300 400 900 

調理室 500 600 700 1,800 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用単位 

利用区分 
午前 午後１ 午後２ 夜間 全日 

集会室兼体育室 １，６００ １，６００ １，６００ ２，０００ ６，８００ 

 

③ 平成 31 年度原市公民館主催講座 

№ 事 業 名 時期 定員 内     容 

世代別講座（子供） 

1 
【かがやキッズ DAY】親子でお

いなりさんと巻きずしを作ろう 
6 月 16 人 

昔ながらのいなりずしと太巻きずしを自分で作ることにより日

本の伝統食を見直す機会と親子の触れ合いの場を作る 

2 夏休み子ども電気教室 7 月 30 人 
クリップモーターを作り、どうして物が回転するのかを考え、

科学への興味や好奇心を育てる 

3 夏休み子ども水彩画教室 7 月 20 人 
楽しみながら基本的な絵の描き方を学び、絵に親しむきっ

かけづくりの場を提供する 

４ 
おもしろ楽器～スティールパン

～ 
11 月 20 人 

スティールパンを使ったワークショップとミニコンサート 

リズム感の向上や音楽の楽しさを体感する 

世代別講座（高齢者） 

１ 原市ことぶき学級 
5～7 月 
9～11 月 

160 人 
健康で潤いのある充実した生活ができるよう高齢者のニー

ズに合ったレクリエーションや学習機会を提供する 

一般教養に関する講座 

1 相続税の仕組みを知る 9 月 50 人 
知っているようで意外に知らない相続税の基本的な仕組

みを知り、今からできる心構えを学ぶ 

2 古典文学講座 11 月 35 人 
古典の三大随筆で現代にも通じるエッセイ（枕草子・方丈

記・徒然草）を読む 

文化・芸術に関する講座 

1 涼を感じる苔玉作りを楽しむ 7 月 20 人 
土づくりから始めて苔を貼って苔玉を作り、水やりや置き場

所、具合が悪くなったときの対処方法なども学ぶ 

2 
プランツギャザリング寄せ植え

講座 
11 月 15 人 

根付きの植物を花束のように組み合わせて植え込む、土

を使わない新しい寄せ植えを学ぶ 

3 
歌の力！～楽しく歌って心と

体を元気に～ 
3 月 40 人 

発声法や呼吸法を基礎から学び歌うことを楽しみ、健康維

持、脳の活性化を助ける。 

（単位：円） 
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№ 事 業 名 時期 定員 内     容 

健康・スポーツに関する講座 

1 ３B リズム体操 6 月 30 人 
ボール・ベル・ベルダーの３種類の用具を使用し、音楽に

合わせて無理なく体を動かす 

2 
「認知症」について考える～認

知症の現状と予防について～ 
9 月 30 人 

認知症の予防対策・対処法などの正しい知識を学び日常

生活に活かす 

3 卓上カーリング「カーレット」 3 月 20 人 

「おはじき」と「ビリヤード」の楽しさを味わうことができる知的

ゲームであるカーレットを小学生から高齢者まで一緒にプレ

イする 
家庭生活に関する講座 

1 
知っておきたい！葬祭知識と

実務 
１１月 35 人 墓、葬儀、エンディングノート等、生前準備の知識を学ぶ 

2 楽しいつまみ細工 10 月 20 人 
日本の伝統工芸「つまみ細工」の技法でおしゃれな小物を

作ることにより、創作の喜びと楽しさを味わう 

3 
年越し手打ちそば教室 初め

てでもできる！ 
12 月 14 人 

そば打ちの基本を学び、コシのある美味しい蕎麦を作る楽

しさを味わう 

4 快適な収納術 12 月 30 人 
物の整理の仕方や収納方法を学び、快適な生活に役立て

る 

連携・協働した講座 

1 おなか元気教室 10 月 30 人 腸の仕組みと働きを知り健康長寿を目指す 

2 
みんなで守ろう！家族の健康

～薬に頼る前のススメ～ 
3 月 40 人 

薬だけに頼らず、身近にあるものを利用して家庭でできる

健康法を学ぶ 

3 
いきいき美容教室～いつまで

も若々しく～ 
3 月 20 人 

60 歳以上の女性を対象に専門スタッフの指導でメイクの

仕方を学ぶ 

政策・施策に関する講座 

1 原市日本語教室 通年 ― 
外国籍市民を対象とした実践的な日本語教室 

（原市日本語ボランティアサークルへの委託事業） 

2 
人権講座「音楽から人権を考

える」 
7 月 160 人 

明治時代に国語教育から唱歌・童謡や昭和歌謡を題材

に、音楽から人権問題を考える 

成果の活用 

1 第 32 回原市公民館祭り 5 月 ― 
公民館利用サークルの活動成果の発表と地域住民との交

流を図る 

④ 平成 30 年度原市公民館利用状況 

月別 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

件数 291 262 295 301 251 307 281 305 261 264 283 299 

人数 3,194 3,870 3,063 3,399 2,476 3,169 3,231 3,381 2,453 2,407 2,915 3,001 

 利用合計  3,400 件 36,559 人 

    

 

 

 

 

 

 

 

原市公民館まつり        夏休み子ども電気教室            歌唱講座 
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（５）大石公民館 

現在約200団体が活動の場として利用している。本年度は主催事業として、第29回大石公民館まつりを

はじめ、24 の公民館事業を計画し多様な学習機会の提供を行っている。 
 

① 利用時間・休館日 

 ○ 利用時間 ： 午前９時から午後１０時まで 

 ○ 休館日 ： 年末年始・その他臨時休館日 

② 使用料 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 平成 31 年度 大石公民館事業計画 

№ 事 業 名 時期 定員 内     容 

世代別講座（子供） 

1 
キッズサイエンス～風力発電

機を作ろう～ 
7 月 20 人 

水とお湯を使った実験などで発電の仕組みを学び、電子メ

ロデイが流れる風力発電機を作る 

2 夏休み子ども折り紙教室 ８月 2０人 折り紙で合体ロボットを作る 

3 
はじめての親子ダンス～ハロウ

ィンに向けて～ 
１０月 15 組 

ハロウィンにちなんだダンスを親子で練習し、最終回に簡単

な仮装をして踊る 

４ 
初めての親子クッキング～冬

野菜たっぷりレシピ～ 
2 月 12 組 

ロールキャベツ・野菜のグラタン・ニンジンピラフを親子で仲

良く作り、試食する 

世代別講座（高齢者） 

１ 大石若返り学級 9・10 月 80 人 
高齢者がいきいきと健康に暮らしていくために、必要な知識

を身につけてもらう 5 回連続講座 

一般教養に関する講座 

1 
知っておきたい防災知識 ～

命を守る ＠防災クッキング～ 
9 月 50 人 

災害から身を守るための知識・日頃からの備え、ローリング

ストックの大切さを学ぶ 

2 
明智光秀の城 ～城が語るそ

の知られざる生涯～ 
12 月 ３０人 

明智光秀が築いた城を通して、彼の生涯と織田信長家臣

としての役割について学ぶ 

３ 文学講座 2 月 40 人 源氏物語絵巻を読み解く 

文化・芸術に関する講座 

1 ふれあいコンサート 6 月 180 人 
楽器紹介など吹奏楽の知識と面白さを体験、馴染みのあ

る曲を中心に演奏し、地域の人達との親睦の輪を広げる 

2 はじめての和紙ちぎり絵教室 9・10 月 16 人 和紙の素晴らしさを伝え、和紙を使用した絵を制作する 

 

３ 

消しゴムはんこで手作り年賀

状 
１１月 ２０人 

消しゴム板を使って来年の干支などを彫り上げ、ペイントす

るコツを学ぶ 

健康・スポーツに関する講座 

利用単位 

利用区分 
午前 午後１ 午後２ 夜間 全日 

集会室兼体育室 ２，０００ ２，０００ ２，０００ ２，６００ ８，６００ 

利用単位 

利用区分 
午前 午後 夜間 全日 

講座室 １ 400 500 600 1,500 

講座室 ２ 400 500 600 1,500 

和室 １ 300 400 500 1,200 

和室 ２ 200 300 400 900 

調理室 500 600 700 1,800 

多目的室 500 600 700 1,800 

陶芸窯 １回（3 日間） 3,000 

（単位：円） 
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№ 事 業 名 時期 定員 内     容 

1 
脳がわらって腸がよろこぶ「健

康講座」 
7・８月 30 人 

「脳疲労・腸疲労」を解消して明るく前向きに生活するため

のヒントを学ぶ 

2 
「顔ヨガ」ですっきり・リフレッシ

ュ！ 

10･11

月 
30 人 

顔や身体の筋肉を動かし、運動する心地よさを味わい、

日々の暮らしに役立てる 

3 シニア向け健康麻雀教室 
10～

12 月 
16 人 

麻雀の基本を学びながら、楽しく麻雀することで脳トレを実

践する 

家庭生活に関する講座 

1 アンドロイドスマフォ教室 5 月 20 人 
アンドロイドの基本・機能を学び、スマフォ・タブレットを使い

こなせるようにする 

2 アンガーマネジメント講座 6・７月 20 人 
「怒り」の感情と上手に付き合うため、怒りのメカニズムを知

り、行動のコントロールのテクニックを学ぶ 

3 筆ペン講座 11 月 16 人 筆ペンをうまく使うコツをつかみ、日常生活を豊かにする 

4 
春を先取り！はじめての寄せ

植え教室 
2 月 20 人 立春の頃に咲く旬の花「ヒヤシンスの寄せ植え」を楽しむ 

連携・協働した講座 

1 
介護・転倒予防筋トレ体操教

室 
5～3 月 80 人 

介護老人施設「エルサ上尾」との連携事業により、身体の

機能を維持増進するためのわかりやすい体操を実施 

政策・施策に関する講座 

1 お米を使った料理（食育講座） 12 月 20 人 
食改大石支部との連携事業による、米料理をテーマとして

実施 

2 多文化共生講座 2 月 16 人 英会話を通して外国を知る 

3 コミュニティ人権講座 2 月 80 人 拉致問題について考える 

成果の活用 

1 第 29 回大石公民館まつり 6 月 ― 
公民館利用サークルの活動成果の発表と地域住民との交

流を図る 

２ 大石・秋の音楽祭 11 月 ― 大石公民館の音楽サークルが練習成果を発表する 

④ 平成３０年度 大石公民館利用状況  

月別 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

件数 323 337 324 314 273 304 348 329 271 273 295 318 

人数 4,230 4,187 6,615 3,747 3,151 3,656 4,293 4,198 3,207 3,551 3,410 4,091 

合計 3,709 件   48,336 人 

   

 

 

 

                

 

 

 

  

 

〔アンガーマネジメント講座〕       〔キッズサイエンス〕       
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（６）大谷公民館 

現在約210団体が活動の場として利用している。本年度は主催事業として、第27回大谷公民館まつりを

はじめ、23 の公民館事業を計画し、多様な学習機会の提供を行っている。 
 

① 利用時間・休館日 

○ 利用時間 ： 午前９時から午後１０時まで 

 ○ 休館日 ： 年末年始・その他臨時休館日 

② 使用料 

                      

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 平成３１年度 大谷公民館事業計画 

№ 事 業 名 時期 定員 内     容 

世代別講座（子供） 

1 子どもゆかた着付け教室 6 月 10 人 
和装の初歩のゆかたの着装・半幅帯の結び方を学び、日

本の伝統文化に触れる 

2 子どもアメリカン３Ｄ教室 8 月 20 人 
平面に写真や絵、パーツごとの数枚重ねて奥行きを出す

立体アート作品を作る 

3 親子草木染教室 10 月 20 人 自然にあるものなどを材料に親子で草木染を楽しむ 

４ 子ども囲碁教室 12 月 20 人 
初めて囲碁に触れる子どもを対象に、マナーやルールを学

ぶ 

世代別講座（高齢者） 

１ 大谷いきいき学級 5～7 月 100 人 

６０歳以上の高齢者を対象に、スポーツ、音楽、健康等

様々なテーマを提供し、学習意欲を高めるとともにコミュニ

ティの交流の場とする 

一般教養に関する講座 

1 文学講座 11 月 50 人 
宮沢賢治の人生を作品で辿りながら、その思想と生き方に

ついて学ぶ 

2 石にまつわるお話 1 月 30 人 宝石・鉱石・岩石の違いなど石に関する知識を学ぶ 

3 
大丈夫？”ＰＭ2.5”による大気

汚染 
2 月 2５人 

近年、社会的にも注目されているＰＭ2.5 についての基礎

的な知識や私たちに及ぼす影響を考える 

文化・芸術に関する講座 

1 
埼玉ゆかりの漫画家 

北沢楽天を知る 
7 月 30 人 楽天の生い立ちや近代漫画について学ぶ 

2 筆文字アート教室 10 月 16 人 
筆ペンを使って自由な表現で描く筆文字でメッセージカー

ドの書き方を学ぶ 

利用単位 

利用区分 
午前 午後 夜間 全日 

講座室 １ 400 500 600 1,500 

講座室 ２ 400 500 600 1,500 

和室 １ 300 400 500 1,200 

和室 ２ 300 400 500 1,200 

調理室 500 600 700 1,800 

工作室 400 500 600 1,500 

陶芸窯 １回（3 日間） 3,000 

利用単位 

利用区分 
午前 午後１ 午後２ 夜間 全日 

集会室兼体育
室 

２，０００ ２，０００ ２，０００ ２，６００ ８，６００ 

（単位：円） 
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№ 事 業 名 時期 定員 内     容 

3 ローズウィンドウ教室 11・12 月 16 人 
色と図案で様々な光彩が楽しめる切り紙のステンドグラス

を作る 

健康・スポーツに関する講座 

1 スポーツ栄養学講座 7 月 20 人 
運動するときに何を食べたらいいか、成長期の子どもに与

える食事について学ぶ 

2 心と体のエクササイズ 10 月 14 人 
心と体の健康を目指し楽しみながらエクササイズを体験す

る 

3 健康に役立つ色彩の力 11 月 20 人 
いつもの色から自分に合う色、色を意識することで若々しく

元気になれる方法を学ぶ 

家庭生活に関する講座 

1 おしゃれにアフタヌーンティー 6 月 16 人 
紅茶の基礎知識や香り豊かによりおいしくいれる方法を学

び、アフタヌーンティーの楽しみ方を身につける 

2 防災につながる片付け 2 月 30 人 
災害はいつどこで私達に降りかかってくるかわからず、普段

の対策の第一歩として片付けから防災対策を学ぶ 

3 餡から作る春の和菓子教室 3 月 16 人 春のお彼岸を前に手作りの和菓子に挑戦する 

連携・協働した講座 

1 実生活に活かせる漢方 9 月 40 人 夏の疲れを癒す薬膳の実習を行う 

2 
シニア向けケータイ・スマホ安

全教室 
1 月 30 人 

災害伝言板の使い方や、トラブルに巻き込まれないための

注意点などを学ぶ 

政策・施策に関する講座 

1 わかりあいたいあなたと私 5 月 50 人 
性別などにかかわらず、お互いを尊重し合うことを、笑いを

交えて楽しく学び理解を深める 

2 大谷の歴史と史跡探訪 11 月 20 人 大谷地区の歴史を学ぶと共に、史跡探訪する 

3 ソープカービング講座 12 月 16 人 
タイの伝統文化タイカービングを学び、石鹸で彫刻作品を

作る 

成果の活用 

1 第 27 回大谷公民館まつり 5 月 － 
公民館利用サークルの活動の成果を発表する機会を提

供すると共に、地域住民との交流を図る場とする 

④ 平成３０年度 大谷公民館利用状況 

月別 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

件数 339 336 260 258 269 341 366 352 296 289 307 332 

人数 4,614 5,524 2,323 2,628 3,150 4,390 4,672 4,783 3,894 3,565 3,772 4,117 

利用合計 3,745 件   47,432 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔大谷いきいき学級〕 〔子どもゆかた着付け教室〕 〔第 27回大谷公民館まつり〕 
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６ 図書館事業の充実 

多様化・専門化する市民ニーズに応えるため、広い視野での資料の充実に努めている。収集・整理・保存

した図書、雑誌、視聴覚資料については、本館、各分館・公民館図書室のどこでも予約・貸出・返却ができる

ようネットワーク化し、パソコンやスマートフォンからの検索や予約にも対応している。また、「歴史的音源」「ナク

ソス・ミュージック・ライブラリー」「デジタル化資料送信サービス」などデジタル化資料の提供のほか、団体向

けには視聴覚機材の貸出も行っている。このほか、録音資料の郵送・来館貸出や再生機器の貸出、図書館

への来館が困難な人へのサービスや、本館及び市内の公共施設での「対面朗読サービス」を実施している。 

主催事業としては、おはなし会、映画会、図書館まつりなどを開催するほか、４か月健診の会場で乳児に

読み聞かせを行うとともに絵本を手渡しし、本に親しむ礎を築く支援を行う「ブックスタート事業」、文字を覚え、

知る喜びにあふれる小学校１年生におはなし会を行うとともに「読書パスポート」を配布し、自ら読書に親しむ

習慣を身に付けてもらうため「セカンドブックスタート事業」を実施している。 

さらに運営面では、平成３１年４月から平方・たちばなの２分館及び原市・上平・大谷の３公民館図書室の

開館時間を１０時からに拡大したことにより、市内全ての図書館（室）で午前中から利用できる環境を整え、利

用者の利便性の向上を図っている。 

子どもの読書活動支援センターでは、生涯にわたる読書習慣を身に付けられるよう、家庭・地域・学校に

向けた支援を行っている。家庭に対しては、保護者からの絵本に関する相談にこたえる「おやこでえほんサロ

ン」や読書イベントの開催、地域に対しては、地域の読書普及活動の担い手となる読み聞かせボランティアの

育成や派遣、学校に対しては、司書教諭等への読み聞かせや図書館づくりのアドバイス、図書館支援員への

助言、研修会への講師派遣を行い、これらの活動を通じて、家庭・地域・学校と図書館との連携を推進して

いる。 

（１）名称と所在地 

名  称 所在地 電話番号 

上尾市図書館 （本館） 上町１－７－１ ７７３－８５２１ 

上尾市図書館平方分館 平方４３５４－２ （平方東小学校内） ７８１－６８００ 

上尾市図書館瓦葺分館 瓦葺２５２８－３ ７２３－１０７０ 

上尾市図書館たちばな分館 平方１７１３－１ ７８２－１９１９ 

上尾市図書館大石分館 中分１－２３２ ７２６－６０５９ 

上尾市図書館上尾駅前分館 柏座１－１－１５ プラザ館１・２階 ７７８－４１１１ 

上平公民館図書室 上平中央３－３１－５ ７７５－９３０８ 

原市公民館図書室 原市３４９９ ７２１－４９４６ 

大谷公民館図書室 大谷本郷９４９－１ ７８１－０８９２ 

 

（２）開館時間と休館日 

 名 称 開館時間 休館日 

上尾市図書館（本館） 火～日曜日・祝日 ： 午前９時～午後７時 （１階児童室は午後５時まで） 月曜日（祝

日を除く） 

年末年始・

図書整理期

間 

上尾駅前分館 
火～金曜日 ： 午前１０時～午後８時 

土･日・祝日 ： 午前１０時～午後５時 

その他の分館及び 
公民館図書室 

火～日曜日・祝日 ： 午前１０時～午後５時 
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（３）利用状況 （平成３０年度） 

施設名 開館日 年間利用者数 年間貸出点数 １日平均貸出点数 

上尾市図書館 （本館） ３０２ 日 ２１３，６１０ 人 ６２９，２３０ 点 ２，０８４ 点 

平方分館 ３０２ 日 ９，１４７ 人 ２５，９３３ 点 ８６ 点 

瓦葺分館 ３０２ 日 ２６，２８５ 人 ８５，７７４ 点 ２８４ 点 

たちばな分館 ３０２ 日 ９，０３５ 人 ３２，４１７ 点 １０７ 点 

大石分館 ３０２ 日 ４８，４８０ 人 １９１，４９８ 点 ６３４ 点 

上尾駅前分館 ３０２ 日 ５３，９９０ 人 １２２，４０５ 点 ４０５ 点 

上平公民館図書室 ３０２ 日 １４，８７１ 人 ５２，７１８ 点 １７５ 点 

原市公民館図書室 ３０２ 日 １１，２２２ 人 ３７，２９９ 点 １２４ 点 

大谷公民館図書室 ３０２ 日 １２，３５４ 人 ４２，２６７ 点 １４０ 点 

全館合計  ３９８，９９４ 人 １，２１９，５４１ 点  

 

（４）各館の種類別資料の状況 （平成３１年３月３１日現在） 

 一般書 児童書 紙芝居 郷土資料 雑誌 洋書 AV 資料 計 

上尾市図書館
（本館） 

２３７，１４５ ７２，６３４ ８８２ ７，６９９ ９，８６２ ９２２ ９，３３０ ３３８，４７４ 

平方分館 １９，６６９ １４，９５２ １５３ １９０ ５８９ ０ ０ ３５，５５３ 

瓦葺分館 １５，９９２ １０，９４２ １５６ １４７ ３１８ ０ ０ ２７，５５５ 

たちばな分館 ２３，４２９ ９，６２３ １２９ １６２ ３３５ ０ ０ ３３，６７８ 

大石分館 ３１，４２３ １５，９５７ ５４３ １７６ ５７７ ０ ５，０８０ ５３，７５６ 

上尾駅前分館 ２０，３１６ ２，４６５ ０ １１１ ５５２ ０ ０ ２３，４４４ 

上平公民館 
図書室 １０，９９４ １３，２２０ ２２１ １５４ ２７６ ０ ０ ２４，８６５ 

原市公民館 
図書室 １１，５０４ １０，０９７ １７３ １４７ ３１３ ４ ０ ２２，２３８ 

大谷公民館 
図書室  １７，１４７ １０，０８８ ２６０ １１２ ２８２ ３ ０ ２７，８９２ 

合 計 ３８７，６１９ １５９，９７８ ２，５１７ ８，８９８ １３，１０４ ９２９ １４，４１０ ５８７，４５５ 

 

（５）年齢別利用登録者数 （平成３１年３月３１日現在） 

年齢 
性別 

0～6 7～12 13～15 16～19 20～24 25～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～ 合計 

男性 ３５１ ５，４２６ ２，１５５ ３，２７４ ４，５０４ ４，４９８ ７，０５８ ７，２４３ ５，５５７ ４，７４５ ８，６１４ ５３，４２５ 

女性 ３８６ ５，３１５ ２，４８２ ３，５６２ ５，３１５ ５，３７７ １２，３１９ １５，７０８ ９，８２５ ６，８６０ ８，５３０ ７５，６７９ 

合計 ７３７ １０，７４１ ４，６３７ ６，８３６ ９，８１９ ９，８７５ １９，３７７ ２２，９５１ １５，３８２ １１，６０５ １７，１４４ １２９，１０４ 
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（６）団体向け視聴覚機材・教具利用状況 （平成３０年度） 

項 目 所蔵数 利用数 項 目 所蔵数 利用数 

１６ミリ映画フィルム １４５本 ２１本 １６ミリ映写機 ５台 ６回 

ビデオテープ ４８５本 １９本 プロジェクター ３台 ５９回 

ＤＶＤ １４１枚 ２７枚 ＯＨＣ （資料提示装置） ２台 １回 

 

（７）平成３１年度事業計画 

事業名 期日 講師等 内容 

◎おはなし会 

○本館 
毎週土曜日 上尾おはなしの会 

昔話・童話の語り 

○駅前分館 ８月９日 

絵本の森 もこもこ・ 

おひさま文庫代表 

加藤寛子氏 

図書館職員 

○平方分館 毎週土曜日 

上尾おはなしの会 

○瓦葺分館 毎月第２・４土曜日 

○たちばな分館 ７月２４日 

○大石分館 
毎週土曜日 

（第２土曜日を除く） 

○上平公民館図書室 毎月第４日曜日 

○原市公民館図書室 毎月第１日曜日 

○大谷公民館図書室 毎月第１・３土曜日 お話の会 よむよむ 

◎大人のためのおはなし会 ３月 上尾おはなしの会 昔話・童話の語り 

◎あかちゃんおはなし会 毎月第３火曜日 図書館職員ほか 絵本の読み聞かせなど 

◎絵本の時間 

○本館 

毎月第１・２・４週火曜
日 

絵本と手あそびの会 ぽけっと 

図書館職員 絵本の読み聞かせ・ 
パネルシアターなど ○たちばな分館 毎月第１・３土曜日 

絵本の森 もこもこ 
○大石分館 毎月第２土曜日 

◎ブックスタート事業 ４か月児健康診査時 
図書館職員・ 
ブックスタート支援員 

乳児への絵本の読み聞か
せと、本の手渡し 

◎セカンドブックスタート事業 ６月５日～７月１２日 
図書館職員ほか・ 
学校図書館支援員 

市内小学校の新１年生を対
象に「読書パスポート」の配
布とおはなし会を行う 

◎夏休み体験図書館員 ８月１・２日 図書館職員 
小学校５・６年生の図書館
員体験 

◎図書館まつり 

○図書館寄席 
１０月５日 明治大学落語研究会 

アマチュアならではのひたむ
きな寄席 

○ぬいぐるみおとまり会 １０月５・６日 図書館職員ほか 
子どもたちのぬいぐるみを通
して図書館と触れ合うイベン
ト 

○文学講座  
 「時代劇の舞台－『居眠り磐音』
にみる江戸城、吉原、長屋－」 

１０月１２日 
東京学芸大学名誉教授 

大石 学 氏 

映像作品と文芸作品の違い
や、舞台となった時代背景
についての講座 
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事業名 期日 講師等 内容 

○としょかんまつり  

しちょうさん、えほんよんで 
１０月１０日 

畠山 稔市長 

図書館職員 

市長による絵本の読み聞か
せ（原市公民館） 

○「１４ひきのかぼちゃ」                          

 絵本の読み聞かせとかぼちゃ
パイ作り 

１０月１３日 
料理教室主宰 

北川 悦子 氏 

読み聞かせと作品に登場す
るお菓子づくり（大谷公民
館） 

○楽しいカスパ－シアタ－ 

～人形劇～ 
１０月２６日 

おひさま文庫代表 

加藤 寛子氏 
人形劇・読み聞かせ・手遊び 

◎クリスマス会 １２月下旬 図書館職員 
絵本の読み聞かせ 

パネルシアタ－など 

◎図書のリサイクル 

 

随時（個人対象） 

２月下旬（団体対象） 
図書館職員 

除籍資料のうち、再利用可
能な資料の提供 

◎子ども映画会 

４/１４・６/９・８/１８・
１０/１３・１１/１０・ 

１２/８・１/１２・３/２２ 

（日曜日） 

図書館職員 子供向け映画会 

◎土曜映画会（大人向け） 
５/１１・９/７・２/８ 

（土曜日） 
図書館職員 

大人向け映画会 

バリアフリー映画会 

 

（８）子どもの読書活動支援センター 
所 在 地    上尾市柏座４－３－８（富士見小学校内） 

電話番号   ７７３－３７１１ 

利用時間   月～金曜日  午前１０時～午後４時３０分 

             （土曜日・日曜日・祝日・学校行事日・年末年始・図書整理期間は休館） 

ア 平成３１年度事業計画 

事業名 期日 講師等 内容 

◎家庭向け支援 
○読書パスポート 
えほんのきろく 

通年 支援センター職員 

セカンドブックスタート事業で配布し
た「読書パスポート」、おはなし会等
で配布した「えほんのきろく」の活用
を促す 

○読書相談 不定期 支援センター職員 
子供の年齢や成長にあった本の紹
介 

○おやこでえほんサロン 
月１回 
（年１１回） 

支援センター職員 

読み聞かせボランティア 

絵本を囲んで親子で楽しい時間を
過ごす。ボランティアのおはなし会、
読書相談 

○おはなし会 
７月３１日 
１月予定 

支援センター職員 
読み聞かせボランティア 
（ＡＹＹレンジャー） 

子供向けのおはなし会 

○子どもイベント 
「図書館へ行こう！本を使
って調べてみよう！～謎に
挑戦～」 

８月２２日 支援センター職員 
「調べ学習」に向け、図書館司書が
「本で調べるノウハウ」を伝え、図書
館の利用や本の楽しさを伝える 

○子どもイベント 

「子ども読書の日～本
のお楽しみ袋～」 

４月１６・１７日 支援センター職員 
支援センターが選んだ本２冊をお楽
しみ袋として、どんな本か分からない
まま貸出する 

○子どもイベント 

（仮）「藤高先生のかがく
あそび」 

１１月２３日 
科学読物研究会 

藤高 信男 氏 

自ら体験することで、科学の楽しさを
知ってもらい、読書の幅を広げるとと
もに、科学絵本を紹介する 
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事業名 期日 講師等 内容 

◎地域向け支援 
○ボランティア支援 

月１回 支援センター 
おはなしの会 よむよむ 

サイエンスの杜 ワンダーワンダー 

○絵本の基礎知識につ
いて 

１０月１５日 
子どもの本研究所 

根岸 貴子 氏 

これから読み聞かせボランティアとし
て活動してもらう方を対象とした講座 

○「読み聞かせ実践 
様々な絵本の紹介」 １１月５日 

子どもの本研究所 

竹中 淑子 氏 

○「わらべうたと手遊
び」 

１２月１９日 
わらべうた研究会 

谷岡 章子 氏 

◎学校向け支援 

○あっぴぃぶっくる本 
通年 支援センター職員 

子供の年齢層に合わせて薦める読
み物セット「あっぴぃぶっくる本」の管
理・活用 

○学校図書館の書架
作りの指導 

通年 支援センター職員 
講師を各学校に派遣し、図書館の
配架・本の選定など、学校図書館支
援員に指導を行う 

○アッピースマイル学校
図書館支援員研修 

９回 

（４月～平成３１年
３月） 

支援センター職員 

指導課職員 

講師を派遣し、読書パスポート、あっ
ぴぃぶっくる本、団体貸出、支援セン
ターや学校図書館司書の仕事、読
み聞かせ、ブックトークについて説明 

○講師派遣 
おはなし会の指導 

通年 支援センター職員 
学校応援団を対象とした読み聞か
せ入門への講師派遣 

○おはなし会の開催 ４月２６日 支援センター職員 
市内の小学校の読書週間に合わせ
た全校おはなし会 

○朝読書支援 
月１回 

（年１１回） 

支援センター職員 

ＡＹＹレンジャー 

小学校の朝読書の支援 

（１・３・５年と２・４・６年を隔月で実
施） 

 

イ 家庭・地域・学校をつなぐ取組み 

子どもの読書活動支援センターは、「読書パスポート」の活用を働きかけることで、図書館と家庭・地域・学

校の連携を進めている。「読書パスポート」は、子供が読書の記録をすることで家庭や学校で読書活動を進め

る励みになっており、おはなし会など地域の事業に参加するきっかけにもなっている。 

また、市立幼稚園・保育所・小学校・中学校に「あっぴぃぶっくる本」を定期的に巡回配送し、普段、図書

館まで足を運びにくい子供たちに対しても、学校図書室を通じて幅広いジャンルの本に親しめる環境を整えて

いる。 

 

利用状況（平成３０年度）及び種類別資料の状況 （平成３１年３月３１日現在） 

あっぴぃぶっくる本 
支援用資料  

年間利用数 年間貸出点数 
児童書 紙芝居 雑誌 計  

３，５７４ ３，３５３ １３ ２７ ６，９６７  ２７０人 １，００４点 

 

 

 

 

 

 
 

 

あっぴぃぶっくる本 

（小学校・中学校向け） 

えほんあっぴぃぶっくる 

（幼稚園・保育所向け） 
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余暇時間の増加など社会環境の変化に伴い、老若男女を問わず、健康・体力づくりに対する関心や多種

多様なスポーツ・レクリエーション活動、広範なスポーツイベントへの市民の参加要求はますます高まってき

ている。また、上尾市が健康で明るく活力に満ちた都市になるため、スポーツ都市宣言の趣旨を踏まえ、市

民が生涯にわたってスポーツ・レクリエーションに親しむことのできる機会と場の提供が求められている。 

 こうしたことから、あらゆる機会を通じ個々の体力や適性に応じてスポーツ・レクリエーション活動ができるよう、

施設・設備の整備・拡充をはじめ、スポーツ関係団体の指導・育成のほか、健康・体力づくりのためのスポー

ツ大会やスポーツ教室（講座）を開催している。また、スポーツ・レクリエーション指導者の発掘と養成（育成）

など、生涯スポーツ・レクリエーションの向上を目指した環境整備を推進している。 

 

１ 生涯スポーツ・レクリエーション活動の推進 

市民誰もが気軽にスポーツ・レクリエーション活動に参加できるよう、ライフステージに合わせた活動機会の

拡充を図る。 

（１） スポーツ都市宣言の実績 

市民のスポーツに対する関心と理解を高め、スポーツの生活化を促進するため、スポーツ関連情報の提供

充実をはじめ、スポーツ環境の整備拡充を推進する。 

○スポーツ都市宣言記念大会用賞状の提供 

○スポーツ関連情報資料の作成と提供 

・「スポーツ・レクリエーション行事予定表」の作成 

・「スポーツ推進委員活動の記録」発刊(隔年) 

・「さわやかあげお」の発行（年 1回） 

 

（２） スポーツクラブの育成 

地域のスポーツ愛好者のクラブ結成を促進するため、各種スポーツ大会の開催やスポーツ施設利用者の組

織化を推進するとともに、指導者の紹介などにも力を入れていく。 

また、市民の健康・体力づくりのための機会を提供するとともに地域スポーツ活動の活性化を図るため、スポ

ーツ協会をはじめ各種スポーツ関係団体等との連携によりシティマラソンや市民体育祭などのスポーツイベント

を開催する。 

  

◎スポーツ大会 

事 業 名 会  場 開催日 対  象 

第３５回いきいきライフ大運動会 上尾市民体育館 令和元年５月２５日 市内在住の６０歳以上 

第６１回上尾市民体育祭 上尾運動公園陸上競技場 令和元年１０月１３日 市内在住・在勤・在学者 

第３２回２０１9 上尾ｼティマラソン 
上尾運動公園陸上競技場 

スタート・フィニッシュ 
令和元年１１月１7 日 小学５年生以上 

第３８回上尾市民駅伝競走大会 
上尾運動公園陸上競技場 

周辺コース 
令和２年２月９日 市内在住・在勤・在学者 
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◎スポーツ教室 

事 業 名 会  場 開 催 日 対  象 

いきいきスポーツ教室 各公民館 ６月頃～ 市内在住の概ね６０歳以上 

 

 

（３） スポーツ・レクリエーション指導者と関係団体の育成 

指導者養成講習会の開催やスポーツ推進委員に関係する各種研修会・講習会の実施と派遣などをとおして

指導者の発掘と養成（育成）を図るとともに、スポーツ協会の各種スポーツ・レクリエーション団体の指導、育成

に努めている。 

○指導者養成事業 

・ＡＥＤ講習会 

・スポーツ推進委員研修会 

・スポーツステップアップ講座 

○スポーツ・レクリエーション関係団体の育成 

【上尾市スポーツ協会】 

・設立 ： 昭和３３年１０月 

・構成団体 ： ４７団体 

 （支部…１０、スポーツ・レクリエーション団体…３３、学校体育連盟〈小・中・高校〉…３ 

  指導育成団体…１） 

・内部組織 ： 常任理事会、理事会、部会 

・主な事業 ： 市民体育祭、市民駅伝、シティマラソン、スポーツ講演会、

レクリエーション大会、スポーツ振興基金の管理運営ほか 

・事務局 ： スポーツ振興課内 

（４） スポーツ推進委員 

スポーツ推進委員は、教育委員会から委嘱された４8 人が連絡協議会を組織し、市が実施するスポーツ事業

の運営協力にあたるほか、委員相互の連絡協調と指導力、資質の向上を図るための研修に積極的に取り組むと

ともに、関係機関・団体との連携を深め、地域に根差した生涯スポーツの一層の推進を図るため活動をしている。 

○スポーツ推進委員 

・定員 ： ５０名 

・任期 ： ２年 

○スポーツ推進委員連絡協議会 

【活動方針】 

・地域におけるスポーツ・レクリエーション指導者及び団体・組織の育成 

・地域スポーツの推進 

・生涯スポーツの推進 

・専門委員会活動の充実   

・スポーツ推進委員相互の連絡協調の推進 

・研修会、講習会への積極的な参加 

【組織】 

・内部組織：常任委員会・専門委員会 

・専門委員会：総務委員会、研修委員会、地域振興委員会 

広報委員会、女性委員会 

【主な事業】 

・小学生ドッジボール大会  

・軽スポーツ普及講習会…ニュースポーツ講習会（各スポーツ協会支部を対象） 

・研修会･･･軽スポーツ、ドッジボール等の実技及び審判講習会 

・県内研修会等 

・その他･･･県と各種団体等が実施する事業に対する運営協力、 

各種研修会・講習会への参加、親睦事業等 
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２ スポーツ・レクリエーション施設の整備 

市民が身近な場所でスポーツ・レクリエーション活動が行えるよう、ソフトボール、野球やサッカーなど実施

可能な多目的運動場を整備していくとともに学校体育施設の有効活用と市民体育館の円滑な運営を推進

する。 

 

（１）学校施設開放事業 

   市民のスポーツ活動の場として市内小・中学校の校庭や体育館を開放し、地域スポーツの振興とコミュ

ニティづくりの推進に努めている。開放にあたっては、各学校単位に学校施設開放運営委員会を設置し円

滑な運営を図っている。また、東小学校の校庭には、夜間照明施設を設置しサッカーや軽スポーツを行う

場として開放している。 

◎屋外運動場・屋内運動場（体育館） 

〔開放日時〕 

区 分 利用施設 利 用 時 間 利 用 者 

土曜日 校 庭 午後１時～午後６時３０分 利用に当たっては、教

育委員会への団体登

録が必要（市内在住・

在勤・在学の者で構成

する１０人以上の団体） 

 
体育館 

午前８時～午後９時（小学校） 

正午   ～午後９時まで（中学校） 

日曜日及び休日 校 庭 午前８時～午後６時３０分 

  体育館 午前８時～午後９時 

平日（月～金曜日） 体育館 午後７時～午後９時 

※利用できる運動種目 

・屋外運動場 … ソフトボール、バレーボール、少年サッカー、少年野球、その他軽スポーツ 

及びレクリエーション的なスポーツ 

・屋内運動場 … バレーボール、バスケットボール、バドミントン、卓球、武道、その他の軽スポーツ 

及びレクリエーション的なスポーツ 

・上記以外は教育委員会が特に許可した種目 

 

◎夜間照明屋外運動場 

東小学校の校庭に夜間照明施設を設置し、市民に開放している。 

利用できる種目は、ソフトボール・サッカーと教育委員会が許可した種目であり、開放時間は午後７時

から午後９時（準備と後片付けに要する時間を含む）までで、利用者は教育委員会に学校開放団体とし

て登録してある団体で、１時間の使用料は１，５００円となっている。開放期間は５月から１０月まで、申し

込みはスポーツ振興課で受け付けている。 
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◎平成３０年度学校開放施設利用状況                                     （単位：人） 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校 校庭 体育館 合計 学校 校庭 体育館 武道館 合計

上尾小 8,243 5,474 13,717
中央小 5,783 5,592 11,375
大谷小 9,125 10,410 19,535
平方小 1,319 3,430 4,749
大石小 9,642 9,401 19,043
原市小 3,210 4,451 7,661
上平小 6,696 3,852 10,548
富士見小 22,264 13,249 35,513
尾山台小 6,645 4,909 11,554
東小 7,434 5,007 12,441

大石南小 6,865 2,222 9,087
平方東小 4,889 7,810 12,699
原市南小 8,131 5,213 13,344
鴨川小 5,575 7,918 13,493
芝川小 8,470 8,383 16,853
瓦葺小 4,709 7,205 11,914
今泉小 2,380 4,645 7,025
西小 1,735 2,614 4,349

東町小 4,015 9,490 13,505
平方北小 4,769 5,836 10,605
大石北小 9,250 5,287 14,537
上平北小 8,674 5,295 13,969

小学校合計 149,823 137,693 287,516 中学校合計 24,855 34,625 18,807 78,287

総計 174,678 172,318 18,807 365,803

東中 3,026 1,043 53

南中 100 5,797 5,619

大谷中 3,127 3,127 0

4,122

大石南中 0 0 2,850 2,850

上平中 1,247 4,492 1,253 6,992

西中 7,592 1,342 547 9,481

大石中 415 4,809 2,645 7,869

原市中 1,285 4,319 0 5,604

上尾中 0 0 0 0

太平中 2,940 6,107 5,138 14,185

6,254

11,516

瓦葺中 5,123 3,589 702 9,414
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（２）体育施設整備 

急速に進行している高齢化や高度情報化、労働時間の短縮と女性のライフサイクルの変化などにより余暇

時間が増大していく中で、人々の健康・体力づくりに対する関心やスポーツ・レクリエーション活動への欲求は

ますます多様化している。 

そして、市民自ら健康・体力を維持増進し、明るく豊かで活力に満ちた生活を送るためには、日常生活の

中にスポーツを取り入れ、スポーツ活動に積極的に参加しながら、生涯を通じてスポーツ・レクリエーションに

親しめるよう、行政と地域、スポーツ関係団体が協力して総合的なスポーツ振興施策を実施していくことが求

められている。 

しかしながら、増加を続けるスポーツ人口に対応してスポーツ・レクリエーション活動の推進を図る上におい

ては、施設環境が十分に整っていない状況にある。特に、屋外体育施設の整備が課題となっている。 

 

◎平塚サッカー場 

平塚サッカー場は、総合福祉センター南

側の敷地（所在地：大字平塚５３６番地１）に、

サッカーコート１面（１０５m×６８ｍ）、トイレ、

駐車場を完備した施設です。使用料は下表

のとおり。申し込み方法など詳しくはスポーツ

振興課へ。 

◎平方野球場 

平方野球場は、平方公民館西側の敷地

（所在地：大字平方７９３番地）に、野球場１

面（両翼９０m、中堅１１５ｍ）、トイレ、駐車場

を完備した野球専用施設です。使用料は下

表のとおり。申し込み方法など詳しくはスポー

ツ振興課へ。 

【平塚サッカー場・平方野球場使用料】 

 午前１ 午前２ 午後 

一般・学生 １，０００ 円 １，０００ 円 １，０００ 円 

児童・生徒 ５００ 円 ５００ 円 ５００ 円 

◎平方スポーツ広場 

平方スポーツ広場は、平方小学校西側の敷地（所在地：大字平方１１８５番地）に、野球場、多目的

広場、ソフトボール場（A・B）、グラウンドゴルフ・ゲートボール場があり、使用料は下表のとおり。申し込み

方法など詳しくはスポーツ振興課へ。 

〔利用できる運動種目〕 

〔利用料金〕 

【利用区分】 

「児童･生徒」：中学生以下の人が利用する場合、または主

に中学生以下の人が利用する場合 

「一般･学生」：上記以外の人が利用する場合 

【利用単位】 

「午前１」： 午前８時～１１時 

「午前２」： 午前１１時～午後２時 

「午 後」： 午後２時～５時

多目的広場 野球場 ソフトボール場（Ａ・Ｂ） 
グラウンドゴルフ場 
ゲートボール場 

野球、サッカー、ソフトボー
ル、軽スポーツと教育委
員会が認めた運動種目 

野球、ソフトボール、軽スポ
ーツと教育委員会が認め
た運動種目 

少年野球、ソフトボール、
軽スポーツと教育委員会
が認めた運動種目 

グラウンドゴルフ、ゲートボ
ール、軽スポーツと教育委
員会が認めた運動種目 

               利用単位 

利用区分 
午前１ 午前２ 午 後 

野球場 
多目的広場 

一般・学生 １，０００ 円 １，０００ 円 １，０００ 円 

児童・生徒 ５００ 円 ５００ 円 ５００ 円 

ソフトボール場 Ａ 
ソフトボール場 Ｂ 

一般・学生 ６００ 円 ６００ 円 ６００ 円 

児童・生徒 ３００ 円 ３００ 円 ３００ 円 

グラウンドゴルフ場 
ゲートボール場 

一般・学生 ４００ 円 ４００ 円 ４００ 円 

児童・生徒 ２００ 円 ２００ 円 ２００ 円 
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（３）市民体育館の整備と管理運営 

市民の健康・体力の保持増進とスポーツ・レクリエーションの拠点としての市民体育館の施設・設備整備を

推進するとともに平成２５年４月１日から指定管理者制度を導入し、効率的な管理運営を行い、市民体育館

機能の充実を図る。 

①運営方針 

・市民スポーツ活動拠点 

市民の健康と体力の保持増進のための身体的活動とスポ

ーツ愛好者の自発的・自主的スポーツ活動の拠点として、

市民スポーツの普及・振興を図る。 

・施設の効率的利用の促進 

市民に開かれたスポーツ・レクリエーション施設として、だれ

でも手軽に利用できるよう、施設利用の効率化を図る。 

・施設・設備の充実 

市民の多様化するスポーツ活動が、その能力・適性に応じて

効果的に行えるよう、施設・設備の充実を図る。 

・安全管理の徹底 

市民の身体的活動が安全に行えるよう、施設・設備と競技用

具等の点検、利用者の規律やマナーについての指導を徹底し、

安全の確保に努める。 

 

 

 

②施設の概要 

 平成２５年４月１日から、指定管理者制度を導入し、 

管理運営を指定管理者が行っている。 

  ・所在地  上尾市向山四丁目３番地１０ 

  ・電話番号 ７８１－８１１１ 

  ・利用時間  午前９時～午後９時 

  ・休館日  年末年始（１２月３１日～１月２日）・臨時休館日 年６日（施設点検） 

 

施設名 面積 備考 

アリーナ 
フロア 

(1,856 ㎡) 

バレーボールコート３面 
バスケットボールコート２面 

バドミントンコート１２面 
卓球台３２台 

卓球室 （ｻﾌﾞｱﾘｰﾅ） フロア （308 ㎡） 卓球台８台 

体力相談室兼ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室 フロア （301 ㎡） トレーニング器具を利用して健康・体力の維持・増進 

柔道場 フロア （333 ㎡）  

剣道場 フロア （333 ㎡）  

弓道場 118.41 ㎡ 弓道(三人立) 

庭球場 4,066 ㎡ 全天候型２面  クレー４面 

会議室兼スタジオ フロア （129 ㎡） 全面利用 ９０人  
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③市民体育館自主事業                             ※期日変更の場合あり。 

○種目別個人開放 

市民の自主的スポーツ活動の促進と技術水準の向上を図り、市民スポーツの普及振興に寄与するこ

とを目的として実施している。 

 

○トレーニング室初心者講習会  初めて利用する人は、器具の安全な使用方法などの講習が必要。 

  ○各種スポーツ教室 日ごろ運動する機会が少ない市民や高齢者などに運動する機会を提供し、健 

康づくりに役立てることを目的に実施する。 

教室名 実施頻度 教室名 実施頻度 教室名 実施頻度 

ｽﾎﾟｰﾂ吹矢教室 全８回 ｼﾞｭﾆｱｿﾌﾄﾃﾆｽ教室 全５回 ﾌｫｰｸﾀﾞﾝｽ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ初心者教室 全８回 

バレーボール教室 全１回 卓球愛好者教室 全６回 筋力アップ教室 週１回 

ミニﾊﾞﾗﾝｽﾎﾞｰﾙ教室 週１回 ヨガ教室 週１回 ﾊﾞﾗﾝｽﾎﾞｰﾙ教室 週１回 

ﾘﾗｯｸｽﾎﾟｰﾙｴｸｻｻｲｽﾞ教室 週１回 ｿﾌﾄｴｱﾛﾋﾞｸｽ教室 週１回 ベンチプレス記録会 全１回 
親子基礎体力づくり講座 全３回 初心者弓道教室 全８回 初心者なぎなた教室 全３回 

高齢者向け健康教室 全１回 ジョギング教室 全３回   

④施設の利用状況                             〔年度別・月別施設利用人数の推移〕 

  平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成 30 年度 

４月 １，４９１ １１，５９９ ２１，３４４ ２４，９１５ ２２，７３２ ２９，５８９ ２７，６７３ ２８，２７２ 

５月 １，２９７ １１，５７１ ２９，５１０ ３１，５６８ ３８，２５４ ３０，３４２ ３１，０７０ ３２，３３７ 

６月 １０，５２９ １２，１７７ ２８，６９４ ２８，８７６ ２７，１１８ ２８，４０９ ３１，８９１ ３１，８７６ 

７月 １２，０７４ １２，６６５ ２２，７４９ ３３，４５５ ４２，７５０ ３４，３２７ ３１，３５５ ２７，６８５ 

８月 １０，４８３ １０，８０２ ２５，５４７ ３０，１６６ ３１，９４１ ３０，６１６ ３１，３７６ ３３，０５９ 

９月 １１，６１６ ０ ３４，９００ ３６，６８１ ３１，４９３ ３３，７２４ ３６，５７５ ３３，６１１ 

１０月 １２，３８７ ０ ２５，９０１ ３５，８００ ３５，６４１ ４６，２３９ ５４，５０３ ３２，７０５ 

１１月 １０，４８６ ０ １９，６９１ ２１，９２０ ２９，４１８ ２２，２１７ ２３，１５０ ３０，２３７ 

１２月 １１，０１６ ０ ３１，５７８ ２６，２６３ ２３、７０５ ２９，０９６ ３０，３３５ ２８，７００ 

１月 １０，４５７ ０ ２６，８８０ ３０，４９５ ２９，５３０ ３２，１７６ ２５，６９６ ２９，０３１ 

２月 １０，８６６ ０ ２４，８０９ ２６，４７７ ２３、８３３ ２７，５３１ ２７，６３６ ２９，０４０ 

３月 １１，４１８ ０ ３１，８４２ ３９，０２１ ３３，９４６ ３８，７５７ ３６，７５４ ４０，４２２ 

合計 １１４，１２０ ５８，８１４ ３２３，４４５ ３６５，６３７ ３７０、３６１ ３８３，０２３ ３８８，０１４ ３７６，９７５ 

※平成２３年３月１１日から、東日本大震災の被害の為、アリーナは使用不可。 

  平成２４年９月１日から平成２５年３月３１日まで、大規模改造（耐震補強）工事のため休館。 

種 目 期日 時間 

バドミントン 毎週火曜日 １８：００～２１：００ 

バスケットボー
ル 毎週金曜日 １８：００～２１：００ 

卓球 

毎週金曜日 １８：００～２１：００ 

毎週土曜日 
９：００～１８：００ 

毎月第４月曜日 

毎週日曜日・祝日 ９：００～２１：００ 

バレーボール 毎週土曜日 １８：００～２１：００ 

期日 時間 対象 備考 

毎日（休館日
を除く） 

受付時間 講習開始時間
10:40～  11:00～ 

18:40～  19:00～ 

トレーニング室を初めて利
用する人（高校生以上） 

受講者に「トレーニング室 
使用許可証」を交付 
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上尾市民体育祭 

  上尾シティマラソン 
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市市内内学学校校一一覧覧  

（１）市立幼稚園 

幼稚園名 園 長 所 在 地 電話番号 

平方幼稚園 升屋 好永 上尾市大字平方１３４６-１ ７２５-２００８ 

（２）小学校 

学校名 校 長 教 頭 教職
員数 児童数 学級数 所  在  地 電話番号 

上尾小学校 今泉 達也 韮 塚   昇 32 526 19 上尾市仲町１-１１-４６ ７７１-００６７ 

中央小学校 三角 正敏 廣  美 穂 34 551 20 上尾市上町１-１５-４ ７７１-０２５６ 

大谷小学校 深澤 孝忠 帆玉 敬一 41 812 26 上尾市大字大谷本郷５２８ ７８１-０１２０ 

平方小学校 升屋 好永 赤羽 洋治 24 314 14 上尾市大字平方１３４６-１ ７２５-２０７０ 

大石小学校 新 井  宏 
田 川   豊 
惠守みどり 

48 950 29 上尾市小泉９-２８-２ ７８１-０３４２ 

原市小学校 豊田 好伸 熊坂由美子 35 635 21 上尾市大字原市３５０８-１ ７２１-１５３６ 

上平小学校 石塚 昌夫 佐々木 宰 30 496 18 上尾市大字南１０２ ７７１-１７５１ 

富士見小学校 市河 利之 小 川   浩 37 709 24 上尾市柏座４-３-８ ７７１-０５０５ 

尾山台小学校 加藤 雅教 勝  雄 一 23 244 11 上尾市大字瓦葺５０９-１ ７２１-３４００ 

東 小 学 校 
(向原分教室含む) 浅沼 正義 野本 恭子 49 798 28 上尾市大字上尾村１１７１-２ ７７３-２４９０ 

大石南小学校 増 田   司 湯本 貴幸 25 285 13 上尾市大字畔吉１３３３ ７２６-２６５５ 

平方東小学校 松本 壽男 住吉 俊哲 21 212 10 上尾市大字平方４３５４-２ ７２５-２６２３ 

原市南小学校 小林斗志子 小笠原裕司 34 529 20 上尾市大字原市３９９０ ７２２-２１００ 

鴨川小学校 井浦 博史 小高 達也 31 420 16 上尾市西宮下４-４００ ７７５-６５６２ 

芝川小学校 金子 泰雄 伊藤 高広 34 545 19 上尾市上平中央１-８-１ ７７３-２５６０ 

瓦葺小学校 鮫島 啓一 吉田 朋矢 28 439 15 上尾市大字瓦葺２２６０ ７２１-４６１８ 

今泉小学校 石 井   都 篠崎 弘敬 28 440 17 上尾市大字今泉２６８ ７８１-４３１８ 

西 小 学 校 龍 前   進 松 澤  歩 29 428 15 上尾市今泉１-７-２ ７８１-６５６７ 

東町小学校 倉品 幸二 黒木 康文 44 725 25 上尾市東町３-１９４７ ７７５-６５６９ 

平方北小学校 野本 智子 大島 順一 20 164 9 上尾市大字平方３６５７ ７２６-２１２０ 

大石北小学校 吉 田  充 半谷 忠彦 42 756 26 上尾市井戸木４-２３ ７７５-４４２８ 

上平北小学校 青木由美子 井本 和良 25 262 12 上尾市大字南２８７ ７７５-４４２７ 

（（平平成成３３１１年年４４月月１１日日現現在在））  

教職員数・児童数・学級数は、令和元年５月１日現在 
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（３）中学校 

学校名 校 長 教 頭 
教職
員数 

生徒数 学級数 所  在  地 電話番号 

上尾中学校 西 倉   剛 
洞派 英樹 

山田 正浩 
50 761 25 上尾市愛宕３-２３-３４ ７７１-０１２９ 

太平中学校 田 中   博 秋葉 孝善 30 360 13 上尾市大字小敷谷２-３ ７２５-２０２６ 

大石中学校 村田 正則 
青木 忠博 

石田 賢一 
49 846 23 上尾市中妻４-１９ ７７２-２６６０ 

原市中学校 宮田 純生 関口 利夫 32 559 17 上尾市大字原市３４７９ ７２１-０６３６ 

上平中学校 瀧 澤   誠 藤井亜紀子 40 608 20 上尾市大字菅谷１２１ ７７１-１５５５ 

西 中 学 校 佐々木智美 谷田部俊彦 36 530 19 上尾市大字今泉５１５ ７８１-１５４１ 

東 中 学 校 森田 直樹 齋 藤  光 34 647 17 上尾市大字上尾村４７９ ７７５-６５６６ 

東 中 学 校 
向 原 分 校 森田 直樹 眞 秀  宏 15 38 6 上尾市大字上尾宿２０９６ ７７１-００６４ 

大石南中学校 田沼 良宣 武田 直美 24 207 9 上尾市大字小敷谷１１０５ ７２６-０５１１ 

瓦葺中学校 平田 健司 橋本 佳子 26 358 11 上尾市大字瓦葺１６３ ７２２-２１０１ 

南 中 学 校 示野 浩生 萩 谷  健 25 425 12 上尾市大字大谷本郷１２４ ７８１-２２９９ 

大谷中学校 川原田一郎 上原 英樹 21 335 9 上尾市向山４-１０ ７８１-９０８０ 

教職員数・生徒数・学級数は、令和元年５月１日現在 
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（４）高等学校 

学 校 名 学 科 校長氏名 所  在  地 電話番号 

県 立 上 尾 高 等 学 校 
普通科 
商業科 

林  昭 雄 上尾市浅間台１-６-１ ７７２-３３２２ 

県 立 上 尾 南 高 等 学 校 普通科 橋 本  淳 上尾市大字中新井５８５ ７８１-３３５５ 

県立上尾鷹の台高等学校 普通科 新井 昌也 上尾市大字原市２８００ ７２２-１２４６ 

県 立 上 尾 橘 高 等 学 校 
普通科 

普通科情報ｺｰｽ 
鈴 木  健 上尾市大字平方２１８７-１ ７２５-３７２５ 

県立上尾高等学校（定時制） 普通科 林  昭 雄 上尾市浅間台１-６-１ ７７２-３３２２ 

秀 明 英 光 高 等 学 校 普通科 福 島  克 上尾市大字上野１０１２ ７８１-８８２１ 

 

（５）特別支援学校 

学 校 名 学 部 校長氏名 所  在  地 電話番号 

県立上尾特別支援学校 
小学部 
中学部 
高等部 

井上 隆 上尾市東町３-２００９-３ ７７４-９３３１ 

県 立 上 尾 か し の 木 
特 別 支 援 学 校 

小学部 
中学部 
高等部 

小佐野 雅子 上尾市平塚１２８１－１ ７７６-４６０１ 

 

（６）大学 

学 校 名 学部・学科 学長氏名 所 在 地 電話番号 

聖 学 院 大 学 

政治経済学部 政治経済学科 

清 水 正 之 
上尾市大字 
戸崎１-１ 

７８１-０９２５ 
（総務課） 

人文学部 
欧米文化学科 
日本文化学科 

児童学科 

心理福祉学部 心理福祉学科 

人間福祉学部 

児童学科 

こども心理学科 

人間福祉学科 

〔平成３１年４月１日現在〕 
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学校別在籍児童生徒数・学級数 

（１）小学校 

学 校 名 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 
特別支援 
学 級 

学校計 

上尾小学校 
95 人 61 人 75 人 90 人 97 人 94 人 14 人 526 人 

3 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 19 ｸﾗｽ 

中央小学校 
82 人 83 人 95 人 90 人 101 人 90 人 10 人 551 人 

3 ３ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 20 ｸﾗｽ 

大谷小学校 
101 人 125 人 122 人 148 人 140 人 167 人 9 人 812 人 

3 ｸﾗｽ 4 ｸﾗｽ 4 ｸﾗｽ 4 ｸﾗｽ 4 ｸﾗｽ 5 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 26 ｸﾗｽ 

平方小学校 
36 人 50 人 49 人 52 人 62 人 59 人 6 人 314 人 

2 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 14 ｸﾗｽ 

大石小学校 
135 人 146 人 154 人 153 人 184 人 163 人 15 人 950 人 

4 ｸﾗｽ 5 ｸﾗｽ 4 ｸﾗｽ 4 ｸﾗｽ 5 ｸﾗｽ 5 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 29 ｸﾗｽ 

原市小学校 
91 人 115 人 106 人 101 人 99 人 110 人 13 人 635 人 

3 ｸﾗｽ 4 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 21 ｸﾗｽ 

上平小学校 
69 人 85 人 70 人 97 人 88 人 83 人 4 人 496 人 

2 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 18 ｸﾗｽ 

富士見小学校 
113 人 114 人 116 人 105 人 126 人 119 人 16 人 709 人 

4 ｸﾗｽ 4 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 4 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 24 ｸﾗｽ 

尾山台小学校 
34 人 31 人 35 人 44 人 45 人 50 人 5 人 244 人 

1 ｸﾗｽ 1 ｸﾗｽ 1 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 11 ｸﾗｽ 

東 小 学 校 

(向原分教室含む) 

114 人 137 人 135 人 138 人 120 人 135 人 20 人 798 人 

4 ｸﾗｽ 4 ｸﾗｽ 5 ｸﾗｽ 4 ｸﾗｽ 4 ｸﾗｽ 4 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 28 ｸﾗｽ 

大石南小学校 
45 人 35 人 51 人 45 人 41 人 58 人 10 人 285 人 

2 ｸﾗｽ 1 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 13 ｸﾗｽ 

平方東小学校 
43 人 45 人 32 人 26 人 32 人 29 人 5 人 212 人 

2 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 1 ｸﾗｽ 1 ｸﾗｽ 1 ｸﾗｽ 1 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 10 ｸﾗｽ 

原市南小学校 
73 人 87 人 93 人 88 人 91 人 89 人 8 人 529 人 

3 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 20 ｸﾗｽ 

鴨川小学校 
75 人 74 人 73 人 65 人 48 人 75 人 10 人 420 人 

3 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 16 ｸﾗｽ 

芝川小学校 
94 人 89 人 77 人 84 人 94 人 100 人 7 人 545 人 

3 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 19 ｸﾗｽ 

瓦葺小学校 
62 人 69 人 62 人 88 人 74 人 79 人 5 人 439 人 

2 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 15 ｸﾗｽ 

今泉小学校 
78 人 78 人 69 人 73 人 51 人 84 人 7 人 440 人 

3 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 17 ｸﾗｽ 

西 小 学 校 
67 人 69 人 81 人 67 人 65 人 71 人 8 人 428 人 

2 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 15 ｸﾗｽ 

東町小学校 
117 人 108 人 122 人 106 人 141 人 121 人 10 人 725 人 

4 ｸﾗｽ 4 ｸﾗｽ 4 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 4 ｸﾗｽ 4 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 25 ｸﾗｽ 

平方北小学校 
21 人 21 人 17 人 32 人 15 人 48 人 10 人 164 人 

1 ｸﾗｽ 1 ｸﾗｽ 1 ｸﾗｽ 1 ｸﾗｽ 1 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 9 ｸﾗｽ 

大石北小学校 
110 人 120 人 115 人 136 人 129 人 130 人 16 人 756 人 

4 ｸﾗｽ 4 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 4 ｸﾗｽ 4 ｸﾗｽ 4 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 26 ｸﾗｽ 

上平北小学校 
41 人 41 人 45 人 43 人 50 人 39 人 3 人 262 人 

2 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 1 ｸﾗｽ 1 ｸﾗｽ 12 ｸﾗｽ 

総 合 計 
1,696 人 1,783 人 1,793 人 1,871 人 1,893 人 1,993 人 211 人 11,240 人 

60 ｸﾗｽ 62 ｸﾗｽ 56 ｸﾗｽ 59 ｸﾗｽ 61 ｸﾗｽ 62 ｸﾗｽ 47 ｸﾗｽ 407 ｸﾗｽ 

 

（（令令和和元元年年５５月月１１日日現現在在））  
上段：児童生徒数 
下段：学級数 
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（２）中学校 

学 校 名 第１学年 第２学年 第３学年 
特別支援 
学  級 

学校計 

上 尾 中 学 校 
237 人 244 人 261 人 19 人 761 人 

7 ｸﾗｽ 7 ｸﾗｽ 7 ｸﾗｽ 4 ｸﾗｽ 25 ｸﾗｽ 

太 平 中 学 校 
123  人 107 人 125 人 5 人 360 人 

4 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 4 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 13 ｸﾗｽ 

大 石 中 学 校 
306 人 278 人 262 人   846 人 

9 ｸﾗｽ 7 ｸﾗｽ 7 ｸﾗｽ   23 ｸﾗｽ 

原 市 中 学 校 
191 人 172 人 188 人 8 人 559 人 

5 ｸﾗｽ 5 ｸﾗｽ 5 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 17 ｸﾗｽ 

上 平 中 学 校 
161 人 216 人 210 人 21 人 608 人 

5 ｸﾗｽ 6 ｸﾗｽ 6 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 20 ｸﾗｽ 

西 中 学 校 
171 人 163 人 176 人 20 人 530 人 

5 ｸﾗｽ 5 ｸﾗｽ 5 ｸﾗｽ 4 ｸﾗｽ 19 ｸﾗｽ 

東 中 学 校 
219 人 200 人 228 人   647 人 

6 ｸﾗｽ 5 ｸﾗｽ 6 ｸﾗｽ   17 ｸﾗｽ 

東 中 学 校 
向 原 分 校 

7 人 13 人 18 人   38 人 

1 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ   6 ｸﾗｽ 

大石南中学校 
67 人 51 人 83 人 6 人 207 人 

2 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 2 ｸﾗｽ 9 ｸﾗｽ 

瓦 葺 中 学 校 
129 人 121 人 108 人   358 人 

4 ｸﾗｽ 4 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ   11 ｸﾗｽ 

南 中 学 校 
135 人 149 人 141 人   425 人 

4 ｸﾗｽ 4 ｸﾗｽ 4 ｸﾗｽ   12 ｸﾗｽ 

大 谷 中 学 校 
116 人 120 人 119 人   355 人 

3 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ   9 ｸﾗｽ 

総 合 計 
1,862 人 1,834 人 1,919 人 79 人 5,694 人 

55 ｸﾗｽ 53 ｸﾗｽ 56 ｸﾗｽ 17 ｸﾗｽ 181 ｸﾗｽ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上段：児童生徒数 
下段：学級数 
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124 〔 上尾市児童・生徒数推移 〕 

上上尾尾市市児児童童・・生生徒徒数数推推移移  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（昭昭和和 4477 年年～～令令和和元元年年度度））  
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126 〔 学校別在籍児童生徒数・学級数推計 〕 

学学校校別別在在籍籍児児童童生生徒徒数数・・学学級級数数推推計計  

（１）小学校 

学 校 名 平成３1 年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度 

上 尾 小 学 校 
526 人 513 人 517 人 524 人 539 人 574 人 

普通16・特別支援3 19 ｸﾗｽ 19 ｸﾗｽ 19 ｸﾗｽ 20 ｸﾗｽ 21 ｸﾗｽ 

中 央 小 学 校 
551 人 539 人 544 人 552 人 572 人 592 人 

普通１８・特別支援２ 20 ｸﾗｽ 21 ｸﾗｽ 20 ｸﾗｽ 20 ｸﾗｽ 20 ｸﾗｽ 

大 谷 小 学 校 
812 人 797 人 797 人 780 人 802 人 791 人 

普通24・特別支援２ 26 ｸﾗｽ 27 ｸﾗｽ 26 ｸﾗｽ 26 ｸﾗｽ 26 ｸﾗｽ 

平 方 小 学 校 
314 人 294 人 285 人 274 人 261 人 239 人 

普通１２・特別支援２ 14 ｸﾗｽ 13 ｸﾗｽ 12 ｸﾗｽ 11 ｸﾗｽ 10 ｸﾗｽ 

大 石 小 学 校 
950 人 948 人 937 人 923 人 919 人 914 人 

普通27・特別支援２ 28 ｸﾗｽ 28 ｸﾗｽ 29 ｸﾗｽ 30 ｸﾗｽ 30 ｸﾗｽ 

原 市 小 学 校 
635 人 625 人 614 人 598 人 568 人 534 人 

普通19特別支援２ 20 ｸﾗｽ 20 ｸﾗｽ 20 ｸﾗｽ 20 ｸﾗｽ 20 ｸﾗｽ 

上 平 小 学 校 
496 人 516 人 535 人 540 人 555 人 534 人 

普通16・特別支援２ 18 ｸﾗｽ 19 ｸﾗｽ 19 ｸﾗｽ 19 ｸﾗｽ 18 ｸﾗｽ 

富 士 見 小 学 校 
709 人 681 人 656 人 635 人 588 人 551 人 

普通２１・特別支援３ 23 ｸﾗｽ 21 ｸﾗｽ 21 ｸﾗｽ 20 ｸﾗｽ 20 ｸﾗｽ 

尾 山 台 小 学 校 
244 人 229 人 209 人 191 人 176 人 171 人 

普通9・特別支援２ 10 ｸﾗｽ 8 ｸﾗｽ 8 ｸﾗｽ 8 ｸﾗｽ 8 ｸﾗｽ 

東 小 学 校 

( 向 原分教室含む ) 

798 人 782 人 769 人 743 人 692 人 656 人 

普通25・特別支援3 26 ｸﾗｽ 25 ｸﾗｽ 25 ｸﾗｽ 24 ｸﾗｽ 22 ｸﾗｽ 

大 石 南 小 学 校 
285 人 273 人 268 人 247 人 232 人 230 人 

普通１１・特別支援２ 13 ｸﾗｽ 12 ｸﾗｽ 11 ｸﾗｽ 11 ｸﾗｽ 11 ｸﾗｽ 

平 方 東 小 学 校 
212 人 243 人 273 人 312 人 342 人 345 人 

普通8・特別支援２ 11 ｸﾗｽ 12 ｸﾗｽ 13 ｸﾗｽ 14 ｸﾗｽ 14 ｸﾗｽ 

原 市 南 小 学 校 
529 人 524 人 514 人 489 人 471 人 449 人 

普通１８・特別支援２ 20 ｸﾗｽ 19 ｸﾗｽ 18 ｸﾗｽ 17 ｸﾗｽ 16 ｸﾗｽ 

鴨 川 小 学 校 
420 人 411 人 418 人 401 人 384 人 367 人 

普通１４・特別支援２ 15 ｸﾗｽ 14 ｸﾗｽ 14 ｸﾗｽ 14 ｸﾗｽ 14 ｸﾗｽ 

芝 川 小 学 校 
545 人 535 人 540 人 547 人 573 人 569 人 

普通17・特別支援２ 19 ｸﾗｽ 19 ｸﾗｽ 19 ｸﾗｽ 20 ｸﾗｽ 20 ｸﾗｽ 

瓦 葺 小 学 校 
439 人 427 人 425 人 422 人 441 人 446 人 

普通13・特別支援２ 15 ｸﾗｽ 16 ｸﾗｽ 16 ｸﾗｽ 16 ｸﾗｽ 17 ｸﾗｽ 

今 泉 小 学 校 
440 人 425 人 436 人 431 人 412 人 391 人 

普通15・特別支援２ 15 ｸﾗｽ 14 ｸﾗｽ 14 ｸﾗｽ 14 ｸﾗｽ 14 ｸﾗｽ 

西 小 学 校 
428 人 431 人 434 人 441 人 429 人 419 人 

普通１３・特別支援２ 16 ｸﾗｽ 16 ｸﾗｽ 16 ｸﾗｽ 15 ｸﾗｽ 14 ｸﾗｽ 

東 町 小 学 校 
725 人 724 人 701 人 726 人 741 人 755 人 

普通23・特別支援２ 24 ｸﾗｽ 23 ｸﾗｽ 24 ｸﾗｽ 23 ｸﾗｽ 24 ｸﾗｽ 

平 方 北 小 学 校 
164 人 137 人 139 人 133 人 128 人 127 人 

普通７・特別支援２ 8 ｸﾗｽ 8 ｸﾗｽ 8 ｸﾗｽ 8 ｸﾗｽ 8 ｸﾗｽ 

大 石 北 小 学 校 
756 人 733 人 730 人 693 人 674 人 649 人 

普通23特別支援３ 25 ｸﾗｽ 24 ｸﾗｽ 22 ｸﾗｽ 22 ｸﾗｽ 22 ｸﾗｽ 

上 平 北 小 学 校 
262 人 255 人 240 人 234 人 220 人 210 人 

普通11・特別支援1 13 ｸﾗｽ 12 ｸﾗｽ 12 ｸﾗｽ 11 ｸﾗｽ 9 ｸﾗｽ 

総 合 計 
11,240 人 11,042 人 10,981 人 10,836 人 10,719 人 10,513 人 

普通360・特別支援47 398 ｸﾗｽ 391 ｸﾗｽ 386 ｸﾗｽ 383 ｸﾗｽ 378 ｸﾗｽ 

 

 

（（学学年年進進行行にによよるる推推計計））  
上段：児童生徒数 
下段：学級数 
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（２）中学校 

学 校 名 平成３1 年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度 

上 尾 中 学 校 
761 人 748 人 778 人 766 人 753 人 672 人 

普通２１・特別支援4 25 ｸﾗｽ 25 ｸﾗｽ 25 ｸﾗｽ 24 ｸﾗｽ 22 ｸﾗｽ 

太 平 中 学 校 
360 人 359 人 361 人 342 人 316 人 312 人 

普通１１・特別支援２ 22 ｸﾗｽ 14 ｸﾗｽ 12 ｸﾗｽ 11 ｸﾗｽ 12 ｸﾗｽ 

大 石 中 学 校 
846 人 867 人 886 人 864 人 852 人 817 人 

23 ｸﾗｽ 24 ｸﾗｽ 25 ｸﾗｽ 25 ｸﾗｽ 24 ｸﾗｽ 23 ｸﾗｽ 

原 市 中 学 校 
559 人 558 人 556 人 545 人 546 人 565 人 

普通１５・特別支援２ 18 ｸﾗｽ 17 ｸﾗｽ 18 ｸﾗｽ 18 ｸﾗｽ 18 ｸﾗｽ 

上 平 中 学 校 
608 人 576 人 550 人 574 人 556 人 549 人 

普通１7・特別支援３ 20 ｸﾗｽ 19 ｸﾗｽ 19 ｸﾗｽ 18 ｸﾗｽ 19 ｸﾗｽ 

西 中 学 校 530 人 537 人 551 人 539 人 531 人 522 人 

普通１5・特別支援4 20 ｸﾗｽ 20 ｸﾗｽ 19 ｸﾗｽ 18 ｸﾗｽ 18 ｸﾗｽ 

東 中 学 校 647 人 633 人 629 人 626 人 608 人 622 人 

17 ｸﾗｽ 18 ｸﾗｽ 18 ｸﾗｽ 18 ｸﾗｽ 17 ｸﾗｽ 17 ｸﾗｽ 

東 中 学 校 
向 原 分 校 

38 人           

6 ｸﾗｽ           

大石南中学校 
207 人 196 人 192 人 185 人 170 人 164 人 

普通7・特別支援２ 9 ｸﾗｽ 8 ｸﾗｽ ８ ｸﾗｽ ８ ｸﾗｽ ８ ｸﾗｽ 

瓦 葺 中 学 校 358 人 374 人 367 人 365 人 337 人 319 人 

１１ ｸﾗｽ 12 ｸﾗｽ 12 ｸﾗｽ 11 ｸﾗｽ 10 ｸﾗｽ 10 ｸﾗｽ 

南 中 学 校 425 人 469 人 457 人 475 人 429 人 434 人 

12 ｸﾗｽ 14 ｸﾗｽ 13 ｸﾗｽ 14 ｸﾗｽ 12 ｸﾗｽ 13 ｸﾗｽ 

大 谷 中 学 校 
355 人 362 人 332 人 329 人 313 人 349 人 

9 ｸﾗｽ 10 ｸﾗｽ 10 ｸﾗｽ 11 ｸﾗｽ 10 ｸﾗｽ 10 ｸﾗｽ 

総 合 計 
5,694 人 5,679 人 5,659 人 5,610 人 5,411 人 5,325 人 

普通１６4・特別支援１７ 183 ｸﾗｽ 181 ｸﾗｽ 180 ｸﾗｽ 170 ｸﾗｽ 170 ｸﾗｽ 

 

備考１ 平成３１年度以降の推計について、東小学校向原分教室と東中学校向原分校は推計不能のため除く。 
備考２ 小学校 1・2年生、中学校 1年生は３５人学級、その他は 40人学級として学級数を算出。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上段：児童生徒数 
下段：学級数 
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128 〔 中学校卒業後の進路・小・中学校児童生徒体格一覧 〕 

中中学学校校卒卒業業後後のの進進路路・・小・中学校児童生徒体格一覧  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小・中学校児童生徒体格一覧 
◎ 小学校 

     身長(㎝) 体重(㎏) 

市平均 県平均 市平均 県平均 

第１学年 
男子 116.6 116.6 21.4 21.6 

女子 116.1 116.2 21.0 21.3 

第２学年 
男子 122.6 122.3 24.1 23.8 

女子 121.4 121.6 23.5 23.5 

第３学年 
男子 128.2 127.9 27.5 26.7 

女子 127.7 127.2 26.8 26.3 

第４学年 
男子 134.0 133.8 31.0 30.9 

女子 133.6 133.0 30.3 29.5 

第５学年 
男子 139.0 139.7 34.4 34.5 

女子 139.7 140.1 33.7 34.0 

第６学年 
男子 145.3 144.6 38.0 37.4 

女子 147.0 146.5 39.4 38.8 

◎ 中学校 

 
身長(㎝) 体重(㎏) 

市平均 県平均 市平均 県平均 

第１学年 
男子 152.7 152.8 43.8 44.4 

女子 151.8 151.9 43.5 43.6 

第２学年 
男子 159.4 159.6 48.2 48.6 

女子 155.1 154.9 47.9 47.1 

第３学年 
男子 165.2 165.5 53.9 53.3 

女子 156.7 156.6 50.5 50.0 

（（令令和和元元年年度度））  

（（平平成成３３００年年度度））  
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〔 教職員の状況 〕 129 

 

教教職職員員のの状状況況  
 

男女別職員数 

職 名 性別 小学校 中学校 計   職 名 性別 小学校 中学校 計 

校長 

男性 18 11 29   

用務員 

男性 0 1 1 

女性 4 0 4   女性 0 0 0 

合計 22 11 33   合計 0 1 1 

教頭 

男性 18 11 29   
給食 

調理員 

男性 0 0 0 

女性 5 3 8   女性 44 0 44 

合計 23 14 37   合計 44 0 44 

主幹教諭 

男性 17 6 23   アッピー

スマイル

教員 

男性 0 1 1 

女性 2 0 2   女性 0 0 0 

合計 19 6 25   合計 0 1 1 

教諭 

男性 176 167 333   市費負担 

教職員 

合計 

男性 0 2 2 

女性 339 146 485   女性 44 0 44 

合計 515 313 828   合計 44 2 46 

助教諭 

男性 9 0 9 
 

    

女性 2 0 2       小学校 中学校 合計 

合計 11 0 11   
教職員 

総合計 

男性 261 208 469 

養護教諭 

男性 0 0 0 
 

女性 453 174 627 

女性 24 12 39 
 

合計 714 382 1096 

合計 27 12 39 
 

 

    
栄養教諭 

男性 0 0 0 
 

女性 9 2 11 
 

合計 9 2 11 
      

拠点校指導員 

非常勤講師等 

男性 15 5 20       

女性 6 3 9       

合計 21 8 29       

事務職員 

男性 7 6 13 
      

女性 16 8 24 
      

合計 23 14 37 
      

学校栄養 

職員 

男性 1 0 1 
      

女性 2 0 2 
      

合計 3 0 3 
      

県費負担

教職員 

合計 

男性 261 206 467 
 

     

女性 409 174 583 
 

     

合計 670 380 1,050 
 

     

 

（令和元年５月１日現在） 
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